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プロローグ




【There is no unstoppable rain.　止まない雨はない】

　泣き崩れる私にそう声をかけてくれたあなたの優しい笑顔が、今でも脳裏に浮かぶ。

　あの過去の辛つらい日から、あなたのその言葉が私の人生の支えだった。




　東とう京きょうから遠く離れたこの場所が、私を大胆にさせたのかもしれない。

　ずっとあこがれていた人に私は抱かれた。

　そのことに後悔はない。

「俺は誰も愛せない。それでもいいのか？」

　政略結婚の私たち。愛されるなんて夢は見ない。義務だということもわかっている。

　でも、私はあなたに恋をした。だから後悔はしない。

「わかっています」

　きちんと立場をわきまえるから。だから少しだけ夢を見させてほしい。

「後悔するぞ」

　そう言いながら、私に触れる手が優しすぎて切なくなる。

　どうせ愛のない身体だけの繋つながりなら、もっと乱暴にひどくされたかった。

　目から零こぼれる涙は、嬉うれしいのか悲しいのか自分でもわからない。ただ、壊れ物のようにあなたが扱うことがもどかしくて仕方がない。




　この夢のような一夜で、これから先、私は生きていける気がした。










追憶と現実




　五月のまだ少し肌寒い朝、私はいつも通り目を覚ます。ギシッと音を立て今にも壊れそうなベッドから、ゆっくりと降りると大きく息を吸った。

　障子を開けると一気に部屋の中に日差しが降り注ぐ。窓の外の木々に目を向けると、宵よいに雨が降ったようで、木々の緑が水滴で光っていた。

　広大な敷地にいくつもの邸宅からなるこの宮みや下した邸。今もなお英えい国こくのジャコビアン様式が随所に見られる見事な屋敷だ。

　まるで公園のような美しい木々に囲まれた本邸は、大きな扉を開けると目の前には壮大な絨じゅう毯たん張りの階段、その周りには数々の美術品。そして、壇上には肖像画。そんな昔の繁栄が色濃く残っているが、それなりに管理とリフォームはされているため、とても住み心地がよいと思う。

　しかし私がいる場所は質素な和館で、昔ならば多少趣があると言えたかもしれないが、今はただ古い小屋だ。

　和室にベッドがあるのは、今流は行やりのモダンを意識したわけではなく、いらなくなったものを使い回しているから。

　セミダブルサイズのシンプルな木枠だけのベッドに、統一性のない色のカーテンや寝具。無駄にある床の間が異質な気さえしてしまう。

　まさかこの敷地の一角に、こんな建物があるとは誰も想像しないだろう。




　宮下天あま音ね、つい先日二十七歳になったばかりだ。

　背中までの真っ黒な長い髪は、自分でセルフケアしているだけのため、これまで染めことがない。

　身長は平均よりは少し高めの百六十二センチ、痩せ気味で、女性らしい体形をしていないことが悩みだが、これといって不自由はしていない。

　旧宮下財閥の令嬢――そう言えば聞こえがいいかもしれないが、私の人生は波乱万丈だ。

　私の祖父にはふたりの息子がおり、父は長男だった。昔ほどの影響力はないが、宮下家の跡取りとして、主要企業である宮下重工の取締役をしていた。祖父とは昔から意見の食い違いが多かったそうで、この屋敷に来ることは年に数回だったが、私たちも都内の大きな一軒家に暮らしていた。

　私もその両親に恥じないように、勉学をはじめ社交性などを磨きつつも、愛情ある家庭で幸せに暮らしていた。

　しかし、私が十三歳の時にそれは呆あっ気けなく終わりを告げた。

　会社で大きな横領事件が起き、主犯として父の名前が挙がったのだ。

　それから私たちの人生は一変した。家の前にはマスコミが溢あふれ、父は職を解雇され逃げるように日に本ほん海かい沿岸の町へと引っ越した。

　何年にも及ぶ裁判の結果、証拠不十分で父の無罪が確定したが、父は宮下に戻ることはなかった。

　父は小さな町工場で働き、母も弁当屋のパートをし、忙しくもあったが、愛情は溢れていた。

『親族は信じてくれなかったが、ふたりがお父さんを信じてくれればそれでいい』

　そう言って笑う父を見て、決して裕福ではないが、小さな町の人たちにも支えられ、慎ましくも幸せに暮らしていた。

　そしていつしか私は、父がお世話になったという弁護士の先生にあこがれ、法律関係の仕事を志すようになった。

『とっても優しくて、一生懸命にお父さんの弁護をしてくれていた』

　いつもそう嬉しそうに話をしていた父。

　私たち家族を助けてくれたことはもちろん、困った人を救うことができる弁護士という仕事にあこがれを持ったのは自然なことだった。

　しかし、ささやかだが幸せな生活もやがて終わりを告げた。

　地元の国立大学の法学部に入学して一年数カ月が過ぎたところで、両親が事故で亡くなったのだ。

　朝、普通に『行ってきます』と大学に行った私が、次に両親に会ったのは、町の小さな警察署の霊安室だった。眠っているのではないかと思うほど、安らかな顔のふたり。しかし、もう笑いかけてくれることも、話を聞いてくれることもない。

　動かない両親を見て、呆ぼう然ぜんとすることしかできず、悲しさも涙もどこかに置いてきてしまったようだった。ただ、大きな喪失感だけが、私の心を支配していった。

　今思い返しても、あの頃の記憶は曖あい昧まいで、頭に霞かすみがかかったような気がしている。

　どうして私にだけこんなことばかり起こるのか。神様など存在しない。そんな自暴自棄な気持ちが溢れて押し潰されそうになっていたように思う。

　ただひとつ覚えているのは、近所の人しか参列していない葬儀にやってきた、東京からの弔ちょう問もん客きゃく。親子ほど歳の離れた男性ふたりだったが、多分父が生前お世話になった人なのだろう。もう顔もはっきりと思い出せないが、優しげな雰囲気の人だったように思う。

　ふたりのうち、若い二十代前半くらいの男性が、放心状態の私の前にゆっくりと座った。

『There is no unstoppable rain.　日本語だと……とりあえず元気を出してください』

　少し困ったような表情をしていたことと、ブラウンの宝石のような瞳。それだけが今でも私の記憶に残っている。

　ひとりで小さな公民館で座っていた私に伝えてくれた言葉は、今でも心の支えだ。

　あの時、本当は両親をきちんと送ったら、自分も後を追いたかった。もう幸せなどなにもない、そう思っていた。

　しかし、その人のお陰で私はあの時、この世にとどまった気がする。




　葬儀の三日後。金銭的な事情から大学の退学手続きを済ませた私は、両親の遺品をぼんやりとしながら片づけつつ、これからどうしようかと考えていた。

　そんな時、いきなり静かな町が騒がしくなる出来事が起こった。

　小さな借家の前に停まった黒塗りの高級車。

『松まつ原ばらと申します』

　真夏のうんざりするぐらい暑い日なのに、真っ黒なスーツを着込んだ男性は静かに名乗った。

　放心状態だった私は、なにも深く考えることなくその人を見上げた。

　名前を聞いてもどこの誰かもわからない私をよそに、その人はあっという間に許可なく、家の処理をして、私を祖父の家へと連れていった。

　世間体なのか、なんのためか、今となってはわからない。

　しかし、そこからがまた、私の最低の日々の始まりだった。

『やっぱり私は神にも仏様にも見放された』

　そう呟つぶやいたのが遠い過去のような気さえする。

　初めてここに連れてこられた日のことを、今でも昨日のことのように思い出せる。

　日の光が入り、白い大理石の床が輝く玄関ホールへ入ると、小さい頃にこの階段で遊んだことをうっすらと思い出すも、遠い昔のような気がした。

　懐かしさもあり、周りを見回していた私だったが、人の気配を感じその方向に視線を向けた。

　赤い絨毯が敷かれた階段の上から、見覚えのある母娘が下りてくる。その表情から、決して歓迎されていないことがわかった。

　蔑さげすむような瞳を向けられ、無意識に息を止める。

　そこで、ようやく両親が亡くなってから息をした気がした。今までとはまた違った現実が始まったことを肌で感じる。

『本当に来たのね』

　父の弟の妻である清きよ子こさんと、その娘で私のひとつ年下の従妹の円まど花か。

　派手好きで浪費家の叔母は、ひと目で高級とわかるドレスに身を包んでいた。円花が着ているのもハイブランドの清せい楚そなワンピース。

　それに反し、私は連れてこられたままの、着古したシャツにジーンズというこの場所には不似合いすぎる格好だ。

　そんな私にふたりは汚いものを見るような視線を向ける。

　小さい頃に面識はあったが、あの事件が起こって以来疎遠になり、顔を合わすのは何年ぶりだろう。

『一族の恥さらし！』

　いつの日かそう言った円花を思い出す。

　まさかこうして私が引き取られてくるとは想像もしていなかったのかもしれない。次の瞬間、辛しん辣らつな言葉が降ってくる。

『よく戻ってこれたわね。宮下の恥さらし』

　円花は苦虫を潰すように言うと、そばにあった花瓶の花をぶちまけた。

『仕方なく引き取っただけよ。世間体とあんたの利用価値があるからっておじい様が。間違っても従妹だなんて外で話したら承知しないわよ』

　その言い方に私は唖あ然ぜんとしてしまう。

　両親の死からまだ立ち直っていない心にさらに追い打ちをかけられるこの状況に、私は帰りたくて仕方がなかった。

　やっぱりあの時、両親の後を追っておけばよかった――。そう思った私に、円花はさらに言葉を投げつける。

『片づけておきなさい』

　それだけを言うと、階段を上がっていってしまった。

『宗そう次じ』

　ぼんやりとその様子を見ていると、叔母が二階に呼びかける。すると、黒のスーツを着た、一見して使用人とわかる男性が現れた。まだ若いのではないだろうか。私よりは年上そうだが、精せい悍かんな顔立ちをしている人だった。

『例のあの部屋に案内して、そして仕事を教えておきなさい』

『はい、奥様』

　静かに礼をすると、彼は階段を下りてくる。

『天音！　いいこと、宗次に女の武器を使って取り入ろうとしても無駄よ』

『っ』

　なんてことを言うのだろう。これが格式ある宮下の女主人だということに心の中で唖然としてしまう。

　どうしてこんなことを。そうは思うも、宗次と呼ばれた男性は、何事もなかったように、私の方へと歩いてくる。

『天音お嬢様』

『その呼び方はやめなさい！』

　彼がそう私を呼んだ瞬間、叔母の鋭い言葉が降ってきた。一瞬表情を歪ゆがめた彼に、私は慌てて頭を下げる。私のせいで彼が叱責されるのは申し訳なさすぎる。

『本日からよろしくお願いいたします』

　そんな私に、彼は叔母に聞こえないぐらいの小さなため息を吐ついた。

『案内します』

『はい』

　その時案内されたのが離れのこの場所だ。

　宗次さんや住み込みの料理人たちは、先ほどの本邸に部屋があるらしいが、私にはこの離れが与えられた。叔母たちは徹底的に私を遠ざけたかったのかもしれない。

　しかし、私としてもそれはとてもありがたかった。

　案内をしてくれた宗次さんは、私よりも八つ年上で、一族が代々宮下家に仕えているとのこと。葬儀の後、私を迎えに来た松原さんが彼のお父様で、この家の雑事をすべて取り仕切っていると聞いた。

　宗次さんをはじめ、働いている人たちは皆優しかったが、私と親しくするとどうやら叔母や円花からのあたりがきついことに気づいた。それを知ってしまえば、私から距離を取るしかない。誰もこの屋敷であのふたりに逆らうことなどできなかった。

　だから私は静かに、あたり障りなく仕事を淡々とこなし、終わればひとりで本を読んだりして過ごすしかなかった。

　初めの頃は、夢を諦められずこっそり家を出て、お金を貯めるために、旅館などで住み込みで働いたこともあった。しかし宮下の力を使えばすぐに居場所は知られてしまうようで、その都度松原さんと宗次さんが連れ戻しに来た。

　それを何度か繰り返した後、いつしか私はもう宮下の家から逃げられないことを悟った。最近ではもう一生このままここでひとりで過ごしていくのか、と諦めにも似た気持ちが沸き上がる。

　父と母のように愛し合って結婚をして温かい家庭を作りたい。小さい頃、そんな些さ細さいな夢を持っていたが、今では夢物語だ。

　寂しさを紛らわせるために、屋敷の図書室からこっそりと書籍を借りてはそれを読んでいた。ありがたいことに法律関係の本や、海外の本などがあり、語学を覚えたりすることで虚しさを紛らわせることができていた。




　少し早く目が覚めてしまったこともあり、昔のことを思い出して窓の緑をぼんやりと見ていた私だったが、柱にかけられた時計を見てハッとする。

　そして、昔ながらの蛇じゃ口ぐちをひねるタイプの洗面所で顔を洗い、使用人の制服に着替えを済ます。もちろん水道は給湯機能などないので、夏はぬるく、冬は凍えるほど冷たい水しか出ない。こんな生活にもすっかり慣れてしまった。

　離れを出て、一分ぐらい歩くと、別世界の邸宅が現れる。

　いつも通り勝手口から本邸に足を踏み入れ、使用人が集まる部屋に向かおうとしていると、人の気配を感じた。普段はほとんど顔を合わすことのない円花が、階段を下りてくるのが見えて息をのむ。

　――ついてない。

　そう思ってしまうも、挨拶をしないわけにもいかない。

　私が頭を下げようとした時、円花の後ろから叔母、そしてあろうことか祖父、さらにはほとんど顔を合わせたことのない叔父の元もと哉やさんまでやってきた。

　ただごとではない雰囲気にごくりと唾を飲み込む。

　私は道をあけるように端に寄り、頭を下げた。

「天音」

　初めて祖父に呼ばれた自分の名前。一瞬誰のことかわからなかった。しかし、確かに天音と聞こえた。

　返事をあえてしなかったわけではない。喉が張りついて声が出なかっただけだ。

　そんな私をよそに、苦虫を噛み潰したような顔をした叔母が口を開く。

「お義父様、返事もできないような子じゃ無理ですよ」

「そうよ、こんな子じゃね。でも私はあの男が嫌になったの」

　叔母と円花が口々に祖父へと言葉を発するも、祖父は黙ったままだ。そんな妻と娘を見かねたのか、叔父が円花に向かって笑顔を作る。

「円花にはもっといい縁談を用意したからな」

　家族で行われている茶番をよそに、祖父が無言で階段を下りてきて私に言う。

「来なさい」

　拒否することなどできず、私は四人の後をついていく。

　目の前で松原さんが広間の大きな扉を開けた。メインの応接室で、豪華絢けん爛らんな金の装飾が美しく、天井には見事なシャンデリアが飾られている。

　思わず目を奪われそうになるも、ただごとではないこの状況に心臓の音がうるさい。

　そんな私を躊ちゅう躇ちょなく睨にらみつけた後、不機嫌さを隠そうともせず、叔父や叔母たちはソファに座る。もちろん私は立ったままだ。

「天音、お前には嫁いでもらう」

「え？」

　唐突に言われた祖父の言葉に、私は唖然としてしまう。

「相手はＳＡＷＡＴＡＲＩサワタリグループの御曹司、沢さ渡わたり悠ゆう希きだ」

　ＳＡＷＡＴＡＲＩといえば、戦後急速に拡大した大企業グループだ。創始者である沢渡幸こう三ぞう氏は小さな町工場から始め、今や世界に誇る半導体の会社へと成長させた。そしてその子、孫たちにより、今では不動産や法律など多た岐きにわたる分野に進出している。私ですら名前を知っている大企業だ。そこの御曹司に私が嫁ぐ？

「初めは円花が結婚する予定だったが、事情があり流れてしまった。しかし、この結婚を取りやめるわけにはいかない」

　今まで黙っていた叔父が私を睨みつけるように口を開いた。

　きっと地位や名誉で選んだ相手だったが、円花がわがままを言って自ら断ったのだろう。しかしどうしても結婚にこぎつけたくて、私に話が来たと想像できた。

　まるで他ひ人と事ごとのように感じるも、今まで何度も連れ戻されたのは、政略結婚の駒こまとして使うつもりだからだと言われていたのを思い出す。

　そのタイミングが今なのだ。

「いいか、天音。結婚を了承してもらえ。それができなければどうなるかわかるな」

　いまだにこの家の全権を握っているのは祖父で、その凍りつくような視線に私はギュッと手を握った。

　いつかこの家を出て、愛する人と出会う。その夢すらかなえることはできない。たった今、そう宣告されたのだ。

「返事はどうしたの！　あんたを育ててくれたのはおじい様とお父様よ。犯罪者の娘が！」

　さっきまで叔父と叔母に甘えた声を出していたとは思えない円花の辛辣な言葉に、悔しさと悲しさで私は涙が零れそうになるのをこらえる。

　あの件は無罪だと判決が出たはずなのに。

　そうは思うも、それを言ったところでどうにもならないことを、私はこの数年で学んできた。この人たちは私をひとりの人間として見ていない。

「わかりました」

　静かに答えると、祖父が表情なく私のもとへと歩いてくる。

「ここへ行け。失敗は許さない。身体を使ってでもものにしろ。さもなければお前の未来はない」

　渡されたのは、プリントされた企業の案内で、都内の住所だとわかった。

『ＳＡＷＡＴＡＲＩ法律事務所』

　法の世界を志していた私でなくても知っているだろう、日本有数の法律事務所だ。弁護士だけでも何百人と抱えていて、日本だけにとどまらず、国際案件も扱う法律のエキスパート集団だ。

「本当にここに行くんですか？」

　つい零れ落ちた言葉を円花が拾い、苦虫を噛み潰したような言葉が降ってくる。

「せいぜい蔑まれてくることね。あんたみたいな貧弱な女じゃ女の武器も通用しないわね。私だって相手にされなかった……」

　そして、最後はハッとしたように口を噤つぐんだ。

　もしかしたら円花も色仕掛けをしたのかもしれない。けれど失敗したのだろう。さんざん異性との付き合いがあり、男性に尽くさせていた円花にここまで言わせるなんてどんな人なのだろう。

「いいな、了承してもらえるまで帰ってくるな。行け」

　最後はもう誰も私を見ていなかった。

　小さく心の中でため息を吐く。そして腰を折ると退室し、広間のドアを閉めた。

「天音ちゃん」

「あっ、宗次さん。すみません。今日の仕事できなくなって……」

　私を待っていたのか、ドアの前に少し慌てた様子の宗次さんの姿があり、笑ってみせた。

　すでにこの話を聞いていたのかもしれない。申し訳なさそうに彼が首を振る。

「天音ちゃん、本当に申し訳ない」

「どうして宗次さんが謝るんですか？」

　なにかを言いたそうな彼だったが、迷った表情の後大きく息を吐いた。

「こっちへ。言われた通りの服を用意させたから」

　ＳＡＷＡＴＡＲＩに取り入るために祖父たちも必死なのだろう。私に服を買い与えることなんて一度もなかったのに。

　そう思うも、控えの間に用意された紙袋を開けてみて、乾いた笑いが零れる。

　入っていたのはハイブランドだが露出度の高いブラックのワンピースで、色仕掛けしろとの言葉が頭をよぎる。

　私みたいな女らしくない体形に似合うわけないのに。

　ここに来てから服を買うことなどなかったが、まさかこんな服を渡されるなんてと自じ嘲ちょう気味な笑みが零れる。

　袖は薄手の透け感のある生地で、スカートは短く、胸もとも大きく開いていた。

　しかし、これを着なければ、私には外出できるような服はない。

　仕方なく着替えて、鏡に映る自分を見つめる。ひとつに縛っていた髪をおろしてみても、かなりチグハグな印象しかない。

　まったく似合わないその服を着て、一緒に用意してあったピンヒールを履くと、私は屋敷を後にした。




　初めて履く高いヒールが靴ずれを起こして、歩くたびにかかとに激痛が走る。

　祖父に渡された紙を見ながら最寄駅で電車を降り、出口から数分歩けば、見上げるほどの高層ビルがあった。

　ＳＡＷＡＴＡＲＩグループの自社ビルのようで、不動産をはじめＩＴ企業、フードカンパニーなどずらりと並んだ系列会社の中に、ＳＡＷＡＴＡＲＩ法律事務所の名前もあった。

　総合受付にはスカーフを首に巻いた女性が数名座っており、訪問客を案内している。

　どうしよう、約束もないのに会えるわけがない。しかし、会えませんでしたなどと帰れるわけはない。

　悩んだ私は、受付の女性に一芝居打った。沢渡先生と約束がある。聞いていないなんてひどい――。今にも泣きそうなほど騒ぎ立てた。そんな私に困り果てた女性は沢渡さんに繋いでくれた。

　私の名前を聞いて、彼は一瞬で誰か理解をしたようで、なにも言わずに私を通した。

　エレベーターでビルの三十六階へ。このフロアは絨毯敷きで、著名人も依頼に来るのか、セキュリティもしっかりしているようだ。高級感のある茶色のデスクには女性が座っていて、私を見るなりすぐに受話器を取った。

　ほどなくして、長い廊下の向こうから、颯さっ爽そうと綺き麗れいな女性が歩いてきた。

「宮下様ですか？」

「はい」

　訪問の理由を問われることなく、彼女は沢渡さんの部屋へと案内をしてくれる。

「先生、入ります」

　女性がそう声をかけ扉を開けると、そこは三十畳はありそうな広い部屋だった。

　壁にはシックなブラウンの棚が備え付けられ、洋書や美術品が品よく飾られている。そして、その前には高級そうな応接セット。

　今まで私が想像していた法律事務所とはまったく違うその部屋の最奥で、どっしりと座る男性の姿が見えた。

　なにか言わなければと言葉を探す。

　しかし、初めに口を開いたのは彼の方だった。

「次はあなたですか？」

　その冷たく抑揚のない声に、私はここに来たことを後悔する。人を殺すとまではいかないが、失神させられるのではないかと思うほど、冷たい視線が私を射抜く。

「下でかなり派手に騒いでいただいたようですね」

　その低い声音に、私はビクッと肩が揺れた。

　いくら会うためとはいえ、迷惑をかけたことは事実だ。それに、彼からしてみれば、一度終わった縁談で、今さら話すことなどないはずだ。あっちがダメならばこっちに変更しろ。そんなむちゃくちゃな話が通じるわけない。

　無謀すぎる祖父の命令に、私はなにも言えず立ちすくんでいた。会うまでは必死だったが、目の前に座るその人の威圧感に、立っているだけで精一杯だ。

　一見して高級だとわかる仕立てのよいスリーピース、そして胸もとには弁護士バッジが光る。

　芸能人と言ってもおかしくないほど整った顔に、シルバーフレームの眼鏡。一分の隙もないほど完璧に整えられた少し長めの髪がすごみを増していた。

　一言も発することができずに彼のデスクの前で立ちすくんでいたが、彼が立ち上がってこちらへと歩いてくるので一歩後ずさった。しかしすぐに、上から見下ろされ、ごくりと唾を飲み込む。

　私も身長は低くはないが、それでも私より二十センチは高いかもしれない。さらに増した存在感に、私はさらに一歩後ずさった。

「あなたの家族がどうしてもと無理を通した縁談です。それに私はお断りしたはずです。今さらどうしろと？」

　今までまったく表情を変えなかった彼が、少しだけ皮肉めいた口調で私に問う。

　その彼の言葉で、やはり彼から断ったのだと知る。円花は保身のために自ら断ったと説明したのだろう。

　そうなれば、さらに非常識だ。最初の見合い相手がうまくいかなかったからと、別の相手を寄越してくるなんて普通なら考えられない。

「おっしゃることはごもっともです」

　同意した私に、少しだけ彼は表情を歪めた。

「いやに素直ですね。聞いていた話とは違うのかな？」

「どういう意味ですか？」

　聞いていたとは、誰になにを聞いたというのだ。

「あなたが来る前に、円花さんから連絡をいただきましたよ」

「どんな内容ですか？」

　なにを言ったか聞いたところで、きっとろくなことではないはずだが反射的に尋ねていた。それにしても、断られてもなお連絡をした円花に呆あきれてしまう。

　彼は口角を少し上げただけだった。答える気がないとわかり、諦めると頭を下げる。

「どうか、少しだけでも考え直していただけないでしょうか」

　宮下の家に加担する気持ちはないが、ここですっぱり断られてしまえば、祖父は激げっ昂こうしなにをするかわからない。今まで以上に屋敷に縛りつけられるかもしれない。

　どうであれこの縁談は、宮下家から出られるチャンスだ。今はこれしかないのだ。嫁いだ先でどんな扱いを受けようとも、もう私はなんとも思わない。すぐに離婚をされたとしても、あの屋敷にいるよりはまだマシだろう。

「お願いいたします」

　気持ちを込めて、これでもかと腰を折りそのまま目を閉じた。

　しかしすぐに冷たく言い放たれる。

「どんな手を使っても、私の機嫌をとってくるようにと言われたのですか。宮下はメイン企業をはじめ経営が危ないですしね。それにあなたは養女なのですよね」

　養女に入っていたことに、私は内心驚いていた。

　本来なら私と円花は従妹の関係だ。しかし、従姉のままでは父親が横領事件を起こしたイメージがつきまとい、政略結婚の駒として使えないからだろうか。

　確かに宮下の家に来たばかりの頃、なにもわからず書類のようなものに署名をさせられたことがあった。あれが養子縁組に関するものだったのかもしれない。

　長年虐げてきた私を使ってまで、この縁談にすがりつきたいのは、それだけ宮下の財政が危ないからだろう。こんなに必死に沢渡との繋がりを求めるなど、なにかあると思った。

　しかし、このまま帰るわけにはいかない。それに今が絶好のチャンスだ。これでも一度は法の世界を目指したのだ。落ち着け。そう自分に言い聞かせると必死に頭を巡めぐらせる。

「ではひとつ質問をさせてください」

　そう言って、なんとか彼の目を見据える。

「初めはどうして宮下との縁談を受けてくださったのですか？」

　問い返されるとは思っていなかったのか、沢渡さんは一瞬驚いた表情の後、シルバーの眼鏡のテンプルに触れた。

「父が勝手に受けたので。まあ、命令ですよ。そろそろ結婚をするようにと。宮下の家柄だけは欲しかったのでしょうかね」

　確かに今はＳＡＷＡＴＡＲＩの方が大企業だが、旧家の家柄という面では宮下が格上だ。

「では、そちらにもメリットが少しはありますよね？」

　こんなことで乗ってくれるなんて思ってはいない。でも、一か八かの賭けだ。この人は結婚する意志もなさそうで、いや、むしろ嫌悪感すら抱いているように見える。

　すべてを持ち合わせている彼がこの結婚を了承する理由は確かにない。三十二歳という若さでスペシャリストという立場にいる彼に、どんな言葉を紡いでも論破できるわけもない。でも。

「すぐに離婚をしていただいて構いません。それまでどんなことでもします。どうかお願いいたします」

　畳みかけるように言葉を紡いで顔を上げると、彼は表情を変えずに私を見ていた。

「なにを企んでる？」

　私の企みが露呈したのか、少しだけ今までの丁寧すぎる言葉が変化した。その声色に、背中に冷たい汗が流れ落ちる。

「企むなんて……私はただ家のために」

　そんな気持ちはまったくないが、なんとか口にすれば、「フッ」と失笑するような声が聞こえた。

「わかりました」

　しかし、すぐに先ほどまでの温度感で彼は言う。そして、なんの感情もない瞳を私に向けた。

　それでもなんとかこのままこの縁談が進みそうで安あん堵どするも、すぐに冷たい言葉を投げつけられる。

「しかし、私が必要ないと思えばすぐさま離婚してもらいます。私は人を愛さない。子供なんてもっと必要がない。それだけは了承していてください」

　その冷たい物言いに、私はキュッと唇を噛む。

　結婚をして、子供がいて、そんな両親のような幸せを夢見たこともあった。でも、そんなものは私にはきっと縁がないことなのだ。自嘲気味な笑みが零れそうになるのをこらえ、私は腰を折る。

「それで結構です。契約書も作っていただいて構いません」

　私にとっても、あの家を出るためだ。なんとしても彼と結婚をしなければならない。

　これでもかと頭を下げた私に、心底うんざりするような言葉が降ってきた。

「演技は結構です。別に本性を見せても反ほ故ごにしません」

「演技だなんて……」

　演技をしているつもりはまったくないし、ただ心からお願いをしているだけだ。

　そんなことを思っていれば、彼はデスクに戻り引き出しを開ける。そして私の目の前にファイルを置いた。

「あなたの妹の円花さんが縁談を受けるとも言っていないのに勝手に選んできた家です。私はまだ一度も見ていませんが、家具など引き続き手配しておいてください。住めるようになれば私に連絡を。形だけの結婚とはいえ、別居とはいかないですし。あとのことは私の秘書が説明します」

　仕事の業務連絡でももう少し穏やかな空気が漂う気がした。これが今から一緒に住み、結婚をする男女の会話とは、にわかに信じられないが現実だ。

「かしこまりました」

　静かに伝えると、彼は机の上にあった電話の受話器を手にした。

「すぐに来てください」

　それだけを言うと、受話器を戻した。少しの無言の時間の後、ドアがノックされる。

「失礼します」

　そこに現れたのは、先ほどここまで案内してくれた女性だった。パンツスーツに身を包んで髪をキリッと上げ、とても知的そうで美しい人だ。

「今度の縁談相手です。結婚することにしたので、あとの処理をお願いしても？」

〝今度〟〝処理〟

　その単語に彼の冷たい心が見えた気がした。

「沢渡先生の秘書の岸きし田だ友ゆ麻まです。どうぞよろしくお願いします」

「宮下天音です」

　私と挨拶を交わした後、岸田さんは沢渡さんに向き直った。

「あとはこちらで」

　チラリともこちらを見ない上に、返事もしない彼を気にすることなく、彼女は私を連れだってドアの外へと出る。

　私は彼の前を離れたことで少し緊張が解け、無意識に息を吐いていた。

　そんな時、前を歩いていた岸田さんが振り返る。

「宮下様でよろしいですか？」

　綺麗な微笑を浮かべたまま聞く彼女に、私は慌てて首を振る。

「様なんて呼んでいただく必要はありません。天音と」

　円花の対応もきっと彼女がしていたのだろう。そう呼ぶように言いつけられていたのかもしれない。

　私の返事が意外だったのか、少しキョトンとした表情を浮かべた後、岸田さんは言葉を続ける。

「わかりました。それでは天音さんと呼ばせていただきます」

「ありがとうございます」

　宮下様などと呼ばれるぐらいなら、呼び捨てでもなんでも構わなかった。その方が気は楽だ。

　岸田さんに連れてこられたのは、先ほどとは違う一般的な応接室だった。

　窓の外には東京の街並みが見える。

　これからどうなるのだろう。不安で押し潰されそうになりながら、言われた通りにソファに座るも、短いスカートから足が露出して心もとない。

　何度もスカートを伸ばす仕草をしていた私に、岸田さんがブランケットを渡してくれる。

「ありがとうございます」

　ホッと安堵すれば、彼女も私の前に腰を下ろした。

　そのタイミングで扉がノックされ、かわいらしい女性がお盆を手に入ってきて、私の前に冷茶を置いてくれた。

　その時、私のお腹がグーッと音を立てた。

「すみません……」

　本当に恥ずかしすぎる。朝からいろいろあって、飲み物はもちろん、食事もとっていなかったことを思い出す。先ほどまでは緊張でそれどころではなかったが、少し気が緩んだのかもしれない。

　今度こそ、岸田さんは綺麗なまん丸な瞳を大きく見開くと、声をあげて笑いだした。

「申し訳ありません。つい」

「いえ、笑っていただいた方が気が楽です。朝からなにも食べていなくて……」

　正直に伝えると、彼女はお茶を持ってきてくれた女性になにか声をかけた。

　しかし、さすがこれほど大きな弁護士事務所の秘書だ。すぐに表情を作り、私に視線を向ける。

「先ほど沢渡先生がお渡ししたと思いますが、前の縁談相手の円花様が選んだマンションはそちらです。まだ検討段階なので、天音さんが気に入らなければ変更してください」

　その説明を聞きながら、私は先ほど渡された資料をめくった。

　いかにも円花らしい都心の高級タワーマンション。家電は最先端のもので、インテリアはモノトーンで揃そろえられていた。

　そういえば、円花は今の歴史ある屋敷をことあるごとに『古臭くて嫌』と言っていたことを思い出す。

「あの、沢渡さんの今のご自宅はどのような感じなのでしょうか？　彼の意向はどのようなものかご存じですか？」

　少なからず秘書であれば彼のことを知っているだろうと、岸田さんに問いかける。

「沢渡先生のですか？」

「はい」

　意外そうに私の言葉を繰り返す岸田さんに真剣に返事をする。

　祖父も叔父も、金銭面では沢渡家にすべてを負担させるつもりなのは明白だ。

　迷惑をかけたくはないし、私だけならば質素なアパートでいいが、これほどの立場にある人なら、そんなわけにもいかない。家柄、職業柄からも政財界との繋がりもあるだろう。それらを踏まえればどこでもいいとは思えない。それであればせめて彼の望む家にするべきだ。

「そうですね……」

　少し考えた後、岸田さんは小さく息を吐いた。

「少なからず私の知る限り、こういった雰囲気ではないはずです」

　私が置いた資料をトントンと叩たたきながらそう言葉にすると、ジッと私を見据える。品定めをされている気がしたが、それは致し方がない。

「あの、それではどういった雰囲気がいいのでしょう？　職業柄、閑静でセキュリティがしっかりしている方がいいですよね？　お客様とかもいらっしゃるのでしょうか？」

　そう尋ねると、岸田さんはタブレットを操作しいくつか物件を出してくれた。

「私がピックアップしたものですが」

　そこには高級な物件が表示されていて、先ほどのタワーマンションもあった。

　見ている中で、都心だが低層階でセキュリティもしっかりしているレジデンスを見つけた。そのレジデンスのページをタップして写真を確認すると、メゾネットになっているようで一階に大きな庭もあり、外も見えず、都心とは思えないほど緑に溢れた場所だった。

　リビングも広くパーティーもできそうだし、プライバシーも確保できそうだ。こんな得体の知れない人間と結婚をするのなら、せめて家ではリラックスして過ごしてほしい。弁護士という仕事はいつも緊張と隣り合わせのはずだ。

　それに、昔両親と住んでいた場所も、こんな風に緑が多く、庭のある家だったことを思い出す。懐かしくて幸せだった記憶。

「そこはとてもお勧めの物件です。沢渡先生もお好きだと思います」

「本当ですか？」

　つい自分の意思が入ってしまっていた私だったが、その言葉に嬉しくなる。

「ええ、沢渡先生に就いて数年になるので好みもなんとなくわかりますが、こういったモデルルームのような家は好きではないんです」

　その指さした先には、先ほどの円花が選んだタワーマンションがあった。

　私が選んだレジデンスは、沢渡さんのイメージとは違うようにも感じたが、秘書である彼女が言うのなら大丈夫だろう。

　いろいろ知っていそうな彼女を見ていて、こうして婚約者が現れることをどう思っているのだろうかとふたりの関係を邪推してしまい、慌ててその思考を追い出す。

「ありがとうございます。それではここにします」

「かしこまりました。家具なども選び直しますよね？　ご連絡先をいただければ……」

「あの」

　言葉を遮るなど、決して行儀のいいことではないが、私は意を決して口を開く。

「必ず働いてお返しするので、パソコン、そしてスマートフォンを用意していただけないでしょうか」

「スマートフォンですか？」

　かなり驚いた表情の彼女に、私はうなずくと頭を上げた。

　宮下の家には使用人が共同で使うパソコンしかなかった上に、携帯電話は持っていない。

　しばらく無言の岸田さんに、図々しいことを言ってしまったかもしれないと焦っていると、小さく彼女が息を吐いた。

「沢渡先生は自分の目で見たものしか信じない方です」

「はい」

　よくわからないまま返事をすると、彼女は私をジッと見た。

「天音さんに関わることは、私が全権任されています」

　その真意がますますわからなくなってしまう。首をかしげていると、彼女はにこりと笑った。

「すぐにご依頼のものは手配をいたします。差し出がましいことをお尋ねいたしますが、宮下のご自宅には帰られますか？」

　もし帰らなくて済むのなら、それはとても嬉しい。しかし、このまま世話になった人たちに挨拶もしないで出ていくなど不義理はできないし、両親の遺影や少しの荷物は取りに戻りたい。

　キュッと唇を噛んで悩んでいると、彼女はタブレットを操作する。

　そこへ扉がノックされ、先ほどの女性が入ってきた。その手にはサンドイッチなどの軽食がある。

「天音さん、これを食べたら宮下家に参りましょう」

「え？」

　突然のセリフに私は今度こそ目を丸くした。

「私は自分を信じています。あなたは円花さんとは違うと感じました」

　その優しいセリフに私は耐えきれず涙が零れ落ちた。そんな私に岸田さんがハンカチを渡してくれる。

　泣きながら食べたサンドイッチはとてもおいしくて、久しぶりに心から笑った気がした。




　その後、岸田さんとエレベーターで一階まで下り、エントランスの外へ出ると車が用意されていた。

　当たり前と言わんばかりに私に乗るように促す岸田さんに、慌てて口を開いた。

「あの、こんなことをしていただいたら申し訳ないです」

「あなたはこのビルの御曹司の婚約者です。これぐらいは当然ですよ」

　その言葉に、私は巨大な建物を見上げた。

「さあ、行きましょう」

　私が覚悟を決めて車に乗り込むと、乗り心地のよい高級車は音もなく発進した。

　数十分走ると、見慣れた門が見えてきて、緊張から胃がキリキリと痛む。

「正面玄関へ止めればいいですか？」

　穏やかな運転手さんの言葉に、私は離れへと続く道を案内する。

　あの質素な家を見ても、岸田さんはなにも言わなかった。

　ほとんど私物がない私だったが、両親の遺影と少しの荷物をバッグへと詰め込む。

　いい思い出はないが、それでもお世話になった場所だ。

　少し時間をもらい、部屋の片づけをして引き戸を閉めると、無言でお辞儀をした。

　そんな私を岸田さんは静かに待っていてくれた。

　その後、裏口からこっそりと本邸に入り、一緒に働いていた人たちに挨拶をする。

　お世話になった宗次さんの姿が見えないが仕方がない。そう思いつつ、家を出ようとした時だった。

「天音、なぜここにいる」

　叔父の声にビクリと肩を揺らした。どうしてと言われても、嫁にいけと言われたのでその約束をしてきて、荷物を取りに来ただけだ。

「初めまして。沢渡の秘書をしております岸田です」

　どうしようと悩む私に、岸田さんがニコリと微笑んで叔父に名刺を渡す。

「天音様が沢渡と結婚することになったので、お荷物を取りに参りました。あとのことはまた後日担当からご連絡を」

「なっ」

　まさかうまくいったのかと言わんばかりの叔父の表情に、私は虚しくなりつつも、「お世話になりました」とだけ言葉にした。

「天音様、行きましょう」

　あえて〝様〟をつけ微笑んでくれた岸田さんは、とても優しく素敵な人だと思った。

　これ以上なにも言わせないといった彼女の迫力に叔父は圧倒されたようで、それ以上声を発することはなかった。

　そして、外で待機している車に乗り込もうとした時だった。

「天音ちゃん」

　宗次さんが息を切らして走ってきた。

「本当に君はそれでいいのか？」

　言葉は多くなかったが、彼はなにかしら気にかけてくれていたと思う。きっとこんなことになってしまった私に同情をしてくれているのだろう。

「大変お世話になりました」

　そう伝えて私は車に乗り込んだ。岸田さんも、そんな宗次さんを少し見つめた後、彼に頭を下げた。

　車の窓から、八年住んだ屋敷を見ると、今までとは少し違って見える気がする。

　きっと、結婚してからも、私には波乱の人生が待っているだろう。

　でも……。

【There is no unstoppable rain.　止まない雨はない】

　――いつかきっと。お父さん、お母さん。

　私はそう心で呟いた。










新たな日々と願い




『お父さん！』

　必死に大好きな父を取り戻したくて、大きな声で叫ぶ私を取り押さえる大人たち。泣き崩れる母。

　そして、必ず場面は変わるのがもうわかっている。

　早く起きなきゃ。身体は眠っているのに、やたら頭がクリアで意識があり、息苦しいのに目覚められない。

　両親が笑顔から苦悩の表情に変わり、消えてしまう。

　こんな夜を何度過ごしてきたのだろう。

　夢だと理解しているせいか、さほど取り乱すことなく目を覚ますも、シャツはべっとりと汗で張りついていた。

　私は何度か呼吸をした後起き上がる。

「環境が変わったからかな……」

　窓の外に無意識に視線を向けていた私は、初夏の咲き乱れる花々に、今自分がいる場所を思い出す。

　今はまだ昼間だ。部屋の片づけをしながら、少しだけ休憩しようとベッドに横になった途端、睡魔が襲ってきて眠ってしまったのだ。

　宮下の家を出て一カ月。数日前に私はこの新しい家へと引っ越してきた。それまでは岸田さんが用意してくれたホテルに滞在し、インテリアデザイナーや庭師といったプロと、急ピッチで新居の打ち合わせをしてきた。

　あの後、両家の顔合わせが行われた。援助をしてもらう立場でありながら、祖父は偉そうな態度をとり続け、沢渡さんのお母様は体調が悪いとのことで欠席するという、本当に形だけのものだった。

　沢渡さんとはほとんど話すことなく、淡々と事務的に進んでいった。

　円花や叔母はまさか私が結婚にこぎつけるなど思っていなかったようで、かなりひどい言葉を投げつけられたが、祖父だけはなにも言わなかった。

　どうしても、結婚をする必要があったからだ。

　結納が済んだ後は、あっという間に新居に家具など必要なものが搬入され、住める状態になるまでにそれほど時間は必要なかった。

　ホテル暮らしが心苦しかった私は、岸田さんに頼んで、沢渡さんより先に引っ越しをさせてもらった。

　メゾネットタイプの二階にある一番小さな部屋を自室とさせてもらい、家具は量販店の機能性重視のものを選んだ。それでも前使っていた家具を思えば十分すぎる。

『もっといいものを選べばよかったのに』

　いろいろ相談するうちに親しくなり、友麻さんと呼ぶようになった彼女には、何度もそう言われたが、私はかたくなにそれを拒否した。すぐに離縁されるかもしれないのに、無駄な出費は極力避けたかった。

　そして、友麻さんは自分のこともいろいろ話してくれた。

　今年三十歳になるそうで、沢渡さんの秘書になって六年になるらしい。

　もしかしたら、沢渡さんと昔親しい関係だったのではないか、急に現れた私にいい感情を持ち合わせていないのではないか、そう考えたこともあったが、彼女には大切な旦那様がいるそうだ。

　いやしい想像をしてしまったことを恥じた。

　何度も友麻さんにアドバイスをもらったおかげで、新しい家はなんとか形になったと思う。

　自分の部屋を出ると、吹き抜けの廊下からリビングが見下ろせる。

　大きな窓の外には手入れされた木々。リビングはたくさんの光が入り、とても明るい空間だ。落ち着けるように、白とブラウンを基調とした家具を、広いスペースにゆったりと配置した。

　友麻さんから、沢渡さんはソファで仕事をすることも多いと聞いたため、八人ほど座れる大きなソファを部屋の中央に置いた。スプリングや革の肌触りもこだわり抜いて選んだもので、同じブランドのテーブルで統一してある。

　意外にも昔は山にも行くことが多かったという沢渡さんがくつろげるよう、バスルームからも自然の木々を眺められるようにした。

　階段を下り、リビングへと向かう。

　昨晩、初めて沢渡さんにメッセージを送った。もちろん友麻さんから伝えてもらうこともできたが、結婚するのは私だし、連絡するようにとも言われていたからだ。

【家の準備が整いました】

　どう伝えるべきか悩んだが、端的に要件だけを伝えると、案の定彼からも【わかりました】と、それだけの返信があった。

　これからどうするのだろう。そう思いながらキッチンに入り、冷蔵庫を開ける。

　立派なアイランドのキッチン。お客様も来るかもしれないと、大きめの冷蔵庫を選んだ。その中身は、まだ自分ひとりの分の生鮮食品しか入っていない。

　キッチンの裏にはかなりの量をしまうことができるパントリーがあり、調理器具や日持ちする食材はすべて揃えてもらった。これだけあれば、あとは肉や魚や野菜を買えばいつでも料理ができる。

　時計を確認すると一時間ほど眠ってしまったようで、十六時を回ったところだった。

　最近あまり空腹を感じることはなく、朝からジュース以外口にしていないことを思い出し、なにか食べなければと、冷蔵庫から野菜を出す。そして淡々と人参を千切りにしていく。

　ひとり分の食事などそれほど量は必要はないが、明日からどうなるかわからないしと、少し多めに作っておくことにした。

　昔から母の得意料理だった、きんぴらごぼう。少しの鶏肉とごぼうと人参を炒いため、シンプルに醤しょう油ゆとみりんと砂糖と唐辛子で味付けをした後、いりごまを振る。これだけだが白米と食べれば立派な食事になる。

　それとストックできるポテトサラダなどを作り、安価だった豚バラの塊かたまりを大きな鍋で煮込んでいく。

　それにしても、沢渡家の御曹司は桁が違うと思い知る。弁護士として成功している彼だが、もっと知るためにネットで調べると、どんどん出てくる情報。グループ会社の顧問弁護士をはじめ、役員にも名前を連ねていた。また、彼の父親も今はグループの社長だが、昔は弁護士として第一線で活躍しており、新聞の一面になるような大きな事件をいくつも担当してきた人物らしい。

　私としてはこの家を決めるのも、家賃を見てかなり躊躇していたが、友麻さんはこれぐらいどうってことないと即決した。沢渡家の資金力はすさまじいのだろう。

　本当にすごい人のところに嫁いでしまった。そう思うも今さらどうにもならない。

　あらかた作ったものを容器に詰め、粗熱を取るためにキッチンに並べて一息つく。

　さっきは食事をしようと思っていた私だったが、作ったことで満足してしまったのか、まったく空腹を感じない。

　そして、まだトマトときゅうりがあることを思い出す。特になにを作る予定もなかったが安かったため買ったのだ。

　しばらくそれを眺めた後、なんとなく作るのを中断すると、広いソファにポスッと座って膝を抱えた。

「お父さん、お母さん。頑張れるかな……私」

　そう呟くも、もちろん誰も返事をしてくれる人はいない。頬を伝う涙を拭うことなく、窓の外の空を見つめていた。

「なにをしてる？」

　ぼんやりとしていた私だったが、後ろから不意に聞こえたその声に反射的に振り返った。

　そこには先日見たままの沢渡さんが立っていた。

　変わらず威圧感とオーラがすごく、眼鏡の奥の瞳が私を見据えていた。

「すみません。今日いらっしゃるとは思っていなかったので」

　慌てて涙を拭うと立ち上がった。いきなりこんな風にサボっているようなところを見られてしまうとは、なんて失態だろう。

　なにも言わない彼に、家の中を案内しなければと思い当たる。着替えるにしてもどこになにがあるかわからないはずだ。

「ご案内します」

　宮下の家でもお客様がいらっしゃれば、案内をしたり世話をしたりしていたので誰かに仕えることは慣れている。

　その要領で彼を促そうとすると、ポンと持っていたビジネスバッグをソファに置き、ゆっくりと骨ばった手でネクタイを緩める。その姿が様になりすぎて、目を逸そらすことができなかった。

「ここは君の趣味？」

　リビングの話だとわかり、私は言葉を選びながら口を開く。

「友麻さん、いえ、岸田さんから、緑が好きで、映画も見られると伺いました。ですので、プロジェクターとスピーカーにはこだわってます。あと、テレビの横の隠しドアを開けていただけると簡易な書斎にもなるので、ここでお仕事もできます」

　一気に話してしまい、私は息を吐いた。彼がどう思っているか不安で仕方がない。

「俺の部屋は二階？」

「あっ。はい」

　オフはさすがにあの話し方ではないようで、敬語ではなく少し砕けている。

　返事をする私の横をすり抜け、彼はリビングから繋がる階段を上っていく。一瞬判断が遅れた私は、慌てて彼を追った。

「こちらが二階のバスルームで、その隣のドアは沢渡さんの書斎と続き間で寝室です」

　書斎には木目の大きなデスクに本棚。落ち着いた中にも便利さは必要だと考えて、照明やオーディオ、空調などすべて音声で操作できるようにしてある。

　これ以上はなにが必要かは私では判断ができなかったので、いつも沢渡さんが使っているという外商の人にお願いして、着替えなどのワードローブも何点か入れてもらった。あとは引っ越しの際に自分に必要なものを持ってきてくれるだろう。

　なにも言葉を発しない彼に、部屋の中の扉を開ける。

「こちらが寝室です」

　この部屋はあえてシンプルにしてある。大きなキングサイズのベッドに、肌触りを重視した寝具、そして観葉植物だけを配置した。

　弁護士という仕事は気を張るし、いつも集中しているはずだ。眠る時ぐらいは神経を休められる空間が必要だと思った。

「以上です。あとはゲストルームと、私の部屋です」

「見せて」

「あっ、はい」

　私は寝室を出て、隣のドアを開ける。ゲストルームはホテルの一室のようにしているため、どんなお客様にも対応できると思う。

「君の部屋は？」

「私のですか？」

　まさか自分の部屋を確認されるとは思わず、私は少し躊躇しつつ奥の部屋に案内をする。

　日当たりや広さもゲストルームの方を広く取った。しかし、私の部屋をもらってしまったことが、問題だっただろうか。不安を抱えながらゆっくりとドアを開ける。

「すみません。私ではここのお家賃を払えないのですが、お部屋をお借り……」

「――どういうつもりだ？」

　さっきまでとは違う、あからさまにわかる不機嫌そうな声にビクッとしてしまう。

　そんな私をよそに、彼はポケットからスマートフォンを取り出した。

「すぐに手配してください。そして私の荷物も」

　相手は誰かはわからないが、それだけを話すとすぐにまたスマートフォンをしまう。そして大きなため息を吐いて私を見下ろした。

「お前、ここまで演技するのか？」

「演技ってずっとおっしゃいますが、どういう意味ですか？」

　演技と出会ってから何度も言われているが、どうしてそう思うのかわからず問いかけると、彼はビシッと室内を指さす。

「どうして自分の部屋だけこんな質素なものを用意した？」

　まさかそんなことを怒っているなんて思わなくて呆然としてしまう。

「あの、それは住まわせてもらうので、贅ぜい沢たくなものは申し訳なくて……」

　心からの本音を伝えると、彼は綺麗にセットしていた髪を乱暴にかき乱した。

「なんか本気に聞こえるんだよな。俺がどうかしてるのか……」

　最後はぼやきのように聞こえるそのセリフの意味を考える。弁護士という職業は、当たり前だがどれだけ悪を働いた人でも信じ、守ることが仕事だ。

「弁護士って大変な仕事ですよね。どんな人でも信じて守らなくてはいけない……」

　あこがれの職業の話で、つい思ったことを口にしまった私だったが、すぐに目の前の空気が冷たくなった気がした。

「そんな綺麗な仕事じゃない。守れないこともあるし、どんな悪人だって弁護しなければいけない」

　冷たい声音に、私はビクッと肩を揺らした。助けてもらったヒーローのような仕事ばかりを想像していたわけではないが、何百という弁護をしてきた彼の重みのある言葉に、私は自分の無知を恥じて俯うつむいた。

「申し訳ありません」

「いや。悪い」

　素直に謝ってくれた彼に、私は直感的に悪い人ではないと思った。そして、私の部屋も結果、心配してくれただけなのだ。

「あの、円花からどう聞いているかわかりませんが、本当に私はなにも演技はしてません。それだけは信じてください」

　彼の瞳を見て伝えた後、私は静かに腰を折った。

「ご無理を言ったのは私です。お役に立てるよう努力しますのでどうぞよろしくお願いいたします」

　そう伝えると、彼は「とりあえずゲストルームを使え」とだけ言い、一階へと下りていってしまった。




　リビングに下りるも、この後どうしていいのかがわからない。

　この張り詰めた空気感の人と結婚するのだと思うと、自然に緊張してしまう。

「あの、今日はお帰りに……」

　これでは帰れと言ってしまっている気がして、私は口を閉ざした。

「心配しなくても帰る」

　やはりそうとられてしまったと、心の中で落ち込んでしまう。どうであれ、うまくやっていきたいと思っているのは本当だ。

「違うんです、あの、どうしていいかわからなかっただけで」

「その態度も新しい色仕掛けか？　やっぱり信じてほしいと言ったことも嘘うそだろ」

　な……。その物言いに、私は初めて苛いら立だちが募る。そんなつもりはないと言っているのに、いつまでもこんなことを言われる筋合いはない。

　確かに私にもあの家を出るために結婚を利用したという後ろめたさがあるのは事実だ。しかし、彼に色仕掛けなどするつもりもない。ただ受けた恩を返したい。それだけの思いなのに。

　俯いて、いつの間にか手の指が食い込むほど自分の手を握りしめていた。

「そんなに人を信用できないんですか？」

　心の中で呟いたつもりだったが、どうやら声になってしまっていたようだ。

「え？」

　一瞬、彼の声が聞こえた気がしたが、勢いよく顔を上げると彼を睨みつけた。

「バカにしないでください。少しでもあなたとうまくやっていきたかったし、快適に過ごせるようにと思っただけなのに……。自分の見たものを信じることができないなんてかわいそうな人ですね！」

　ここまではさすがに言いすぎた。そう思ったが、私はその言葉を取り消す術すべがわからない。こんな生意気な女、結婚をやめる。そう言われても仕方がない。

　そう覚悟を決めた時だった。

「――そうかもしれないな」

　呟きほどのその声に、私はゆっくりと顔を上げた。

「天音、だったな？」

「はい」

　初めて名前を呼ばれ、私の胸になんとも言えない思いが広がる。

「今までの暴言、申し訳なかった。ただ、まだ俺は君を信用できない。それほど君のことを知らない」

　正直すぎるその言葉に、私は驚きつつも少し笑ってしまった。

　きっと彼はとても素直な人なのだ。今まで悪意と裏表のある人しか見てこなかった私としては、なぜか安堵する気持ちも沸き上がる。

「それで結構です。これから知っていただければ」

　静かに答えると彼は小さくうなずいた。そしてキッチンに出しっぱなしになっていた料理に目を向けた。

「天音の夕食？」

「あっ、申し訳ありません。勝手にキッチンを使ってしまい」

　つい許可なく使用したことを謝ると、彼はジッと私を見た。

「ここは俺たちの家で、天音がすべて手配をしてくれたんだ。謝る必要はない。住みやすそうな家だ。ありがとう」

　当たり前のように伝えてくれたその言葉は、私の心を温かくする。

「よかったです。昔は山にも登っていたって聞いたので。緑が好きかなって」

　最近お礼を言われることも、褒められることもなかった私は、少し落ち着かなくなり言葉を重ねる。

「俺も一緒に食べてもいいか？」

「もちろんですが、簡単な私の作り置き料理です。沢渡さんのお口に合うか……」

　節約料理ばかり作ったことを後悔するもすでに遅い。伝えておいてくれたなら、もう少しマシなものを用意した。

「それを食べられなければ、今日も栄養ドリンクになるだけだ」

「そんなのダメです」

　反射的に言葉にすると、彼はクスッと笑った。

「あっ……」

　騙だまされたような気がするが、誰かとのこんなやりとりが久しぶりで嬉しくなる。

「どうした？　迷惑ならもちろん……」

　キュッと胸が締めつけられ、俯いて泣きそうになっていた私に、心配そうな声が降ってくる。

「違います。こんな風に話せたことが嬉しくて」

「そんな大げさな……」

　もちろん、あの屋敷で虐しいたげられていたことなど彼は知らないだろう。働いている人もいい人たちだったが、私と親しくしていると円花や叔母に目をつけられてしまうため、基本私はいつもあの離れでひとりだった。

　そのことをすべて話してしまいたい。そんな気持ちも沸き上がるが、それを彼が知ってしまえば、宮下の娘とも思われていない私とは、結婚できないと言われるかもしれないという不安が頭をよぎる。

　こんな騙すようなことはいけないのかもしれないが、真実を伝えることはできない。

「なんでもないんです。すぐに用意しますね」

　にこりと笑みを浮かべて、彼にダイニングテーブルに座ってもらうと、先ほど作ったものを温め直して皿に盛りつける。炊飯器を開けると、白米がおいしそうに炊き上がっていて、ご飯を炊いておいてよかったと胸を撫なでおろした。

　先ほどの野菜の残りで簡単に味み噌そ汁しるを作ると、それらを彼の前に並べた。生まれながらの御曹司は、こんなものを食べたことがあるだろうか。

「お口に合うかわかりませんが……」

　彼は並べたおかずに視線を向けている。質素すぎて驚いているのかもしれない。そんな不安から、食事を出すのではなかったと後悔する。

「あの、本当にお口に合わなかったら残してください」

　苦し紛れに伝えると、彼は手を合わせ「いただきます」と言った後、綺麗な所作で箸を手にした。そして母の味のきんぴらに手を伸ばした。

「うまい」

　ほとんど無意識に出た言葉に聞こえて、少し離れたところで見ていた私は目を瞬かせた。

「よかったです。今度から召し上がる時は、もう少し凝ったものをお出ししますので」

　これは本当だ。厨房を手伝うこともあったから、それなりに料理はできる。

「いや、十分だよ。これ味付けは？　少しピリッとするけど」

「はい、醤油とみりんとお酒とお砂糖。そして少しの唐辛子。なにも変わったものは入っていませんが、鶏肉を少しだけ入れるのがポイントだと母が……。いい調味料を揃えていただいたのでそのお陰だと思います」

　母の味を褒められて嬉しくなり、つい長々と語ってしまった私は、ハッとして言葉を止める。

「お母様の味か」

　嫌な顔をすることなく、さらに口に運んだ彼をポカンと見つめてしまった。

「なにをしてるんだ？　天音も早く座れ」

「え？」

「一緒に食べよう。まだなんだろ？」

　まさか自分も一緒にと言われるとは思っておらず、驚いて彼を反射的に見ながらも、私の口からは「ありがとうございます」という言葉が零れ落ちていた。
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　確かに一方の意見だけで偏った見方をしてはいけない。それは仕事の上でも鉄則だ。

　だが、女性に関しては、俺はどこか偏見があるのかもしれない。俺に近づく女性で裏がない人などいない――そう思っている。

　しかし、真剣な瞳で怒る彼女に、俺はそんな気持ちが少し薄れた。

　キッチンに目を向けると、たくさんのタッパーに詰められた料理。時間は少し早いが、夕食にするつもりだったことに気づく。

　彼女の夕食の時間を奪ってしまったことに申し訳なさを感じ、一緒に食べようと声をかけた。そうすれば、まさかのお礼の言葉。どうして食事に誘っただけでそんな態度になるのかまったくわからない。

　そして、贅沢とはかけ離れた料理の数々。しかし、それはとてもおいしかった。

　俺が来ることなど知らなかったのだから、出来合いのものを買ってきたわけではないのは確かだ。

　今までの女性の中には、俺の気を引くために、どこかの有名店のシェフの料理を自分で作ったと偽った女性もいた。だからあえて意地悪くした質問。それにもまさかあんな風に喜々として答えてくれるとは思わなかった。それにどこの料亭にも出せない温かく優しい味がした。

　久しぶりにあんな料理を食べた気がする。それに、初対面の時は派手な服を身にまとっていた天音だが、ベーシックなベージュのロングワンピースを着ていて、それがとても似合っていた。

「沢渡先生、沢渡先生」

　何度か呼ばれていたのは知っていたが、昨日のことを反はん芻すうしていた俺は、邪魔をされたくなくて、今気づきましたといった感じで視線を向ける。

　目の前には、誰の目から見ても美しいと言われるだろう、秘書の岸田が立っていた。

「なんでしょうか」

　いつの間にか身につけた、仕事用の無表情を見せてもなにも言わない。弁護士になったばかりの時の熱血と言われた俺を知っているだろうに。

「新しいパラリーガルの候補は見つかりましたか？」

　バサリと俺の前に資料を置く彼女を見ると、微笑を浮かべているが、目は笑っていない。

「私のもとで働くことになにか不満が？」

　デスクの上の答弁書と訴状を手にしながら問いかける。

「ええ、私が既婚者だとはご存じですよね？」

「それはもちろん」

　前のパラリーガルは、念願だった弁護士試験に合格をした。その後、何人かの面接をしたが、なんとなく彼女がすべてやってくれるのをいいことに採用を先延ばしにしていたのだ。

「もう少し気遣っていただけてもいいと思うのですが。それに奥様の件は気になられないですか？」

「入籍はまだです。婚約者と言ってもらえますか？」

　持っていた書類を置き、手を組んで視線を向ける。訂正した俺に、彼女は少し不満そうな表情をしつつも口を閉じた。

　彼女は上司と部下という立場をきちんとわきまえている。それが俺にはやりやすかった。男性のパラリーガルだと俺に対してやっかみなどを持つ人間や、女性だと色目を使ってくる人間も一定数いる。だからこそ彼女に甘えていたことは否定しない。

「天音さんのことでご報告があります」

　天音のことは、初めの縁談相手とどうせ同じだろうと、すべて岸田に頼んでいた手前、この話を聞かないわけにはいかない。

「彼女がどうしましたか？」

「奥様の寝室の家具の入れ替え、衣装の手配はすべて終わりました。それに先生の引っ越しの手配も」

　なんだかんだいっても、とても優秀な彼女に感心する。

「ありがとうございます。ところで君は、彼女をどう見てますか？」

　つい尋ねてしまってから心の中でしまったと思ったが、時すでに遅し。まさかそんなことを聞かれると思っていなかったのか、岸田は珍しくポカンとした後、すぐにいつもの表情に戻る。

「私は自分を信じております。先生もご自身を信じられては？」

　そんな曖昧な答えは求めていない。自分の周りには打算まみれの人間が多いし、弁護士になってからは人間の汚い部分ばかり見すぎて、正直よくわからないから意見を聞いたのだ。

　そんな不満を持つも、彼女がどう答えようが、俺自身の問題だということは理解している。そして岸田もそれがわかっているのだろう。

「そうですね」

　曖昧な態度で答えた俺に、岸田はタブレットを操作しつつ話を続ける。

「ひとつだけ言わせていただくなら、彼女はとても素直で素敵な女性です」

「それはわからないですね。どんな人間にも隠し事のひとつやふたつはあるだろうし、平気で人を騙す人も多いです。君も騙されているかもしれませんよ」

　つい意地悪な言葉が口をついて出て、自分らしくないと自己嫌悪にも似た気持ちが広がる。

　そんな俺に、岸田は小さくため息を吐いた。

「それでは先生は、探偵でも雇って、彼女の周辺を調べつくして、資料をお見せすれば、納得して結婚して彼女を愛するんですか？」

　棘とげの含んだ言い方に、俺は内心苛立ちを覚える。岸田の言いたいことはよくわかる。結局は俺の心の問題だということだ。

「すみません。言いすぎました。でも、私は彼女と円花様はまったく違うと思います。きちんとお話をされてみては？」

　俺もそう思い始めているから混乱しているのかもしれない。天音が円花と同じであった方が、契約として義務として、仕事として、そんな風に割り切れた気がする。

「わかってます」

　それだけを言えば、岸田はそれ以上なにも言わなかった。

　彼女のあの献身的な態度や、ひとりで涙していた姿は演技ではないのでは――。そう思えてきてしまっているから厄介だ。

　依頼人を含め誰にも心を動かされることなど今はないのに、自分の久しぶりの感情の動きに動揺してしまった。

　世間体のため家を用意させたが、週の半分はホテルか事務所の近くに住むつもりだった。しかし、今はあの家ならば帰ってもいいと思い始めている。

　天音と一緒に食事をした空間は悪くなかった。いや、むしろ心地がよかったのだ。

　日々疲れて、高ぶっている神経が落ち着いたのか、その夜、自分のマンションに帰ってよく眠れた。

　余計なことは言わずに、穏やかな空気を作り出す天音。ほとんどの人は俺の小さな感情の変化には気づかないが、彼女はそれがわかっているのではないかと思うほど、柔軟に対応してくれていたように思う。

　円花からは『貪欲で地位と名誉が大好きで、男と見れば誰とでも寝る女』だと聞いていた。しかし、そうは到底思えない。

「それともうひとつ」

　あえて今までとは違う業務口調で言う岸田に、俺は思考を止め彼女に視線を向けた。

「宮下天音さんをアルバイトとして採用いたしましたのであしからず」

「はあ？」

　つい声が出ていた。どうして勝手にそんなことになっているのだ。

「天音さんから先生ばかりに負担はかけられないから、せめて仕事がしたいとお願いをされまして」

「なぜそれを初めに俺に相談しない？　それ以前にその話を信じたと？」

　まさか優秀な彼女がこんなわけのわからないことをするとは思えなくて、つい睨みつける。

「彼女の件はすべて私にお任せになると言われましたよね？　彼女に頼まれたので、職場を紹介したにすぎません」

「だからといって、ここではなくてもいいだろう」

「ここではダメという理由はありませんよね？」

　お互い譲ることなく睨み合う。

　彼女にもいろいろと言いたいことがあるのだろう。

「わかりました」

　俺が手がけるのは刑事事件や国際案件がほとんどだ。天音は事務職だろうし、俺との接点はないはずだ。

　そう思い直すと、岸田とこれ以上言い合うのは得策ではないと話をやめて、手もとの資料に目を落とす。

　依頼人は大病院の息子で、痴情のもつれからの暴行殺人未遂事件。引き受けたからには、少しでも刑を軽くするのが仕事だ。どれだけ依頼人が許せない相手でも。

「昼から刑務所に謁えっ見けんに行く」

　仕事の話に戻すと、岸田はすっと表情を硬くした。
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　アラームの音で目を覚まして、少し寝ぼけたままベッドサイドに手を伸ばし、ブラインドの開閉ボタンを押す。ゆっくりと日の光が入ってきて、今日は快晴なことがわかる。

　あの後、悠希さんはゲストルームを私の部屋にするように言ったかと思えば、ドレッサーやデスクや本棚なども用意してくれた。シャワールームも洗面台もあるこの部屋は、食事以外はすべてできるのではないかと思うほど十分すぎる。

　彼から、もう結婚するのだから名字呼びはやめるように言われたが、正直まだ慣れない。

　ブラインドがゆっくりと開いていく様子を見ながらベッドから出た。

　悠希さんがここに正式に住み始めて一週間が経過した。婚姻届は友麻さんが提出してくれたと、彼女から聞いた。

　すでに婚姻関係にあることについて、彼からはなにも言われない。きっとどうでもいいのだろう。

　そんなことを思いながら簡単に化粧をすると、シンプルなネイビーのワンピースに着替えた。

　友麻さんが用意してくれた服は、どれも着心地がいい上に、私の好きなデザインだ。

　キッチンへ向かい朝食の準備をして、コーヒーを落とすと芳ほう醇じゅんな香りが部屋に広がった。そんな時、ピシッとしたスーツ姿で悠希さんが下りてくる。

　まだ気を許してもらえてはいないようで、家の中でもこの姿以外見たことがない。だからこそ、私も一定の距離を保って彼と接している。

　夕飯もあの日以来一緒に食べていない。彼の帰りが遅いこともあるが、なるべく私は先に食べておき、彼が帰ってきたら準備だけして、あとは自分の部屋で彼が食べ終わるのを待つようにしている。

　私が一緒にいて気を使わせては、仕事の疲れが取れないだろうと思ったからだ。

「おはようございます」

　いつも通り、彼がダイニングテーブルに座ったのを確認して、コーヒーを出しながら挨拶をする。

「おはよう」

　形ばかりだが、こうしてコミュニケーションを取れるようになっただけ進歩かもしれない。タブレットを操作する彼を盗み見てそう思う。

　そしてだんだんと、彼のルーティーンがわかってきた。コーヒーを飲みながら、タブレットをチェックして、それが終わると朝食だ。テーブルにタブレットを置いたのを確認すると、私は食事を運び始めた。

「今日はクリーニングがあるので、クローゼットを開けさせていただきます。清掃にも入らせていただきますが、問題はありませんか？」

　守秘義務や個人情報、そして見られたくないものもあると思い、これは毎日確認することだ。

「ああ。よろしく」

　悠希さんはそう答えると、私に視線を向ける。

　唯一、秘書や家政婦と違うことは一緒に朝食をとることかもしれない。なんとなく朝はこうして一緒に席につく。

　今日のメニューは至ってシンプルな洋食だ。チーズ入りのオムレツに、フレッシュなケールと豆腐のサラダ。それに最近見つけたおいしいパン屋のテーブルロール、カフェラテに、デザートはフルーツヨーグルト。

　それらを並べ終えた私は、定位置になっている彼の前の席に座った。そして揃って手を合わせる。

　礼儀正しく挨拶をして食事を始める彼は、やはりきちんとしつけをされた人だといつも感じる。

　なにを話すわけでもないが、緊張や気まずさを感じることもなくなってきた。今日のオムレツの出来はまあまあだな、と思いながら口に運ぶ。

「宮下ではどういう生活をしてたんだ？」

　そんな時、不意に問いかけられ、私は思わず咳せき込んだ。

「大丈夫か？」

　悠希さんは食べる手を止めて、心配そうに私に声をかける。

「はい、大丈夫です」

　初めて触れられたその話題に、私は驚いてしまったのだ。

　服装のせいもあるのか、なぜか尋問されているような気分になってしまう。

「どうとは……普通の生活だと思います」

　使用人同然で宮下の娘としては扱われていなかった。それが真実だが、伝えてしまえば、私の価値はなくなるかもしれない。

「質問を変える。家事や料理はどうしてできるんだ？」

　どう答えるべきか悩み考えていた私は、嘘はつきたくはなくて、端的に話せることだけを言葉にした。

「それは亡くなった両親の教えです。奢おごることなく、きちんとやるべきことをするようにと」

　これは本当だ。裕福な暮らしをしていた頃も、両親は常にそう言っていた。

「亡くなった？」

　悠希さんは怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「あっ、はい」

　これぐらいは話しても大丈夫だろうと、私は返事をする。別に両親が亡くなったからといって、私の素性や父の横領事件のことが露呈するわけでもない。だから養女になったのだと考えるだろう。

「料理も家事も母から教わりました。でも、両親は交通事故で亡くなり、その後、宮下に引き取られたんです」

「そうだったのか。悪い」

　いけないことを聞いたと思ったのか、彼は謝罪をすると少し視線を揺らした。

「そんな。気にしないでください。でも、これでも正真正銘宮下の人間です」

　懇願するように言ってしまい、私はハッとする。こんなに必死な言い方をすれば、なにか裏があるのかと不信感を募らせるだけかもしれない。

「宮下への援助だが、したところであの当主には問題があるだろう」

　叔父のことを言っているとわかり、私はキュッと唇を噛んだ。

　私から見ても叔父はそれほど有能とは言えない。現在の宮下の経営状況は悪化しており、銀行の融資も厳しそうだ。

　私としてはあのまま私欲に走り続けるぐらいなら、血縁なんか関係なく優秀な人がトップに立つべきだと思う。

「はい……」

　肯定はしたものの、これ以上の話になると、私が本当は円花の従妹であること、さらには横領事件についても繋がり、宮下の家で虐げられていた事実を知られてしまう恐れもある。彼は弁護士で、いくつもの判例が頭に入っているはずだ。

　しかし、その心配をよそに、彼はそれ以上追及することなく、私はホッと安堵する。

「それと岸田から聞いたが、うちでアルバイトをするというのは本当か？」

　自分から話すべきだと思っていたことに話題が及び、私は慌てて頭を下げた。

「ご相談なく申し訳ありません。友麻さんになにか仕事がしたいと相談をして……」

「仕事はしたことはあるのか？」

「それは……」

　高校時代アルバイトをいくつか掛け持ちしていたが、それを仕事などといえない。それ以降は、宮下の家で家政婦のようなことをしていただけだ。社会経験があるとは言いがたい。そんな私が、あれほど大手の法律事務所で働かせてもらうなど分不相応もいいところだ。

「まあいい」

　諦めにも似た声に聞こえ、私は申し訳なさが募る。

　やはりプライベートだけではなく、仕事中まで近くに私がいるのは迷惑なのだろうし、役に立たない人間など必要ないのは百も承知だ。

　しかし、彼のお金ばかりに頼りたくないし、離婚後のことも考えれば仕事はしておきたい。

「ご迷惑にはならないようにいたしますので、何卒よろしくお願いいたします」

　祈る思いで伝えると、彼は食器を持って立ち上がった。

「あの、片づけは私が」

　すぐに彼から食器を受け取り、キッチンへと運ぶ。

「いつからだ？」

　尋ねられたそのセリフに、「来週の月曜日からです」そう伝えると、悠希さんはなにも言わなかった。




　翌週の月曜日、友麻さんの都合もあり、出勤は少し遅めでいいと言われた。

　指定された時間は十時だ。

　先に出勤する悠希さんを見送った後、私は部屋に戻り、クローゼットを開けた。ずらりと並べられた衣類に小さくため息を吐く。

　友麻さんは新たに仕事用にと服を用意してくれた。こんなにしてもらって本当に申し訳なさが募るも、あれだけ大きな会社に勤めるのだからと自分に言い聞かせる。

　ひとしきり悩み、ひざ丈のサイドリボンのベージュのタイトスカートに、シンプルなホワイトのインナー、ブラックのジャケットを選ぶ。真っ黒の髪は重たく見えないようにハーフアップにした。

　鏡に映った自分が服に負けているような気がするが、それは仕方がない。鮮やかなリップを施すと少しマシになったとは思う。さらに友麻さんがお勧めしてくれたハイブランドのバッグを持てば、きちんと仕事に行く人に見える気がした。

　一息ついて気合を入れると、黒のパンプスを履いて家を出た。

　新居のある場所はとても交通アクセスがよく、車で通勤している悠希さんはもちろん、電車でも会社に行きやすい。

　数十分電車に揺られ駅を降りると、すぐにＳＡＷＡＴＡＲＩ法律事務所の入っているオフィスビルが見え、私はそれを見上げた。

　初めて悠希さんに会いに来た日、派手な格好で騒いだ人間とは気づかれないはずだが、少し不安になり、もう一度自分の服装を確認した。

　私には身に余るほどのハイブランドの装い。もちろんそれに見合うような人間ではない。

　でも、ずっとしたかった仕事ができるのだ。少しでも成長できるように頑張ろう。

　そう決意すると、十時五分前にエントランスへと足を踏み入れた。

　今回も受付には数人の女性がおり、その中にはこの間と同じ人もいることに気づき、内心少し動揺しつつ近づく。

「宮下と申します。岸田さんとお約束をしているのですが」

　にこりと笑顔を作ると、すぐに「お待ちしておりました」と目の前の女性は受話器を取った。

　気づかれなかったことにホッとしていると、奥のエレベーターから、今日も完璧な姿の友麻さんが現れた。ベージュのジャケットに、ブラックのタイトスカート、そしてブラックのパンプスが、本当に彼女によく似合っていた。

「お待たせしました」

「こちらこそよろしくお願いします」

　笑顔の友麻さんに私も頭を下げて、彼女の後についていく。

　エレベーターに乗り込むと、友麻さんが三十六階のボタンを押し、私の方を向いた。

「このビルはＳＡＷＡＴＡＲＩグループの自社ビルで、弁護士事務所は三十階から三十六階まであるの」

　知ってはいたが、他の人から聞くとさらにすごさが増す気がした。私は友麻さんの説明に耳を傾け続ける。

「三十六階は、所長をはじめ主に大きな案件を担当する弁護士の部屋が多いわ。沢渡先生の個室もそのひとつね」

　常勤はもちろん、毎日出勤しない弁護士もいる。それに応じて個室やオフィスが構えられているということだ。

「各弁護士の部屋の続き間にパラリーガルや秘書の部屋もあるわ。それとは別に、共同のスペースもあるの」

　エレベーターを降り、友麻さんの後をついて廊下を歩いていく。

　友麻さんが開けた扉の向こうには、広くて開放的なスペースが広がっていた。色とりどりのソファ、その一方でディスカッションなどもできるようにと、数人のブースに分かれている場所もあった。

　おしゃれな雰囲気に意外な感じもしたが、さすが法律事務所というべきか、壁には一面本棚がありびっしりと関連書籍が並んでいる。小さな図書館ともいえそうだ。

「クライアントとの面談は自室でして、ここではデスクワークをするイメージね。調べ物をしたり、意見交換をしたりすることも多いわ」

「そうなんですね」

　ぐるりと見回すと、数十人の人たちが仕事をしていた。

「紹介します」

　友麻さんの声に、そこにいた人たちが一様に私に視線を向ける。

「今日から入ってもらう宮下天音さんです」

「宮下です。ご迷惑をおかけすると思いますが、よろしくお願いいたします」

　私と彼が婚姻関係にあることは一部の人事の人しか知らないし、社内では話さないように彼から言われている。

　ドキドキとしつつ頭を下げると、少し離れた席に座っていた男性がくるりと椅子を回して私たちを見た。

　さわやかな雰囲気の男性だが、瞳には知性が溢れていて、身長も高く、高級そうなスーツに弁護士バッジが光っていた。

「ということは、沢渡の新しい？」

「そうよね、ずっとパラリーガル不在だもの」

　その隣の女性も同調するように笑顔で話している。

「弁護士の山やま岸ぎしです。沢渡とは同期です。そして彼女は俺のパラリーガルの桜さくら木ぎ花はなさん」

　にこやかに笑ってくれた彼らに、「よろしくお願いします」と頭を下げる。しかし、先ほどからみんなが口々に話すことが気になってしまう。

「あの、私の仕事というのは……」

　まさか悠希さんと直接関わることはないと思っていたが、この口ぶりから不安がよぎる。

「私の仕事を手伝ってほしいの」

　友麻さんの言葉に私は驚いて彼女を見た。それはすなわち悠希さんの補佐をするということだ。つい声を出してしまいそうになるのをなんとか耐えた。

　その足で、事務所の中を案内してもらい、最後に悠希さんの個室の隣へ案内される。十畳くらいの広さの部屋に本棚とデスクがふたつ並んでいた。ブラウンを基調とした落ち着く雰囲気で、集中して仕事ができそうだ。

「ここが私の席で、宮下さんはこっちを使ってね。荷物や貴重品はきちんと鍵をかけて保管を」

　そう言いながらデスクのひとつを友麻さんは指さす。

「わかりました」

　机の上にはデスクトップのパソコンと、その横にノートパソコン、タブレットが整然と並んでいた。

「とりあえず雰囲気にも慣れるために、一度戻りましょうか」

　そう言われ、先ほどの共同スペースに戻ると、友麻さんは持っていた資料をドサッと机の上に置いた。

「証言の確認や、調書、文書の作成。まずはこのあたりを手伝ってもらえると嬉しいけど、初めは一緒にやるから安心して」

　積み上げられた資料の数を見て、唖然としてしまう。これだけの仕事量をひとりでやっていれば大変だ。

「パラリーガルもいたんだけど、なかなかね……」

　その含んだ物言いにどういうことかと思っていると、山岸さんがクスリと笑った。

「あいつが厳しいのもあるけど、色目を使われたと思ったら、女性でも容よう赦しゃないから」

「でも、あの凍えそうな冷たい視線でなにかを言われたら、私だったら告白なんてできませんけど。だから氷の弁護士なんて陰で言われてるんですよ」

　山岸さんの言葉に、桜木さんが肩をすくめた。

「岸田さんは既婚だからそばにおいてるんだろうし、沢渡に宮下さんがつくことの許可は取ったの？」

　山岸さんが友麻さんに尋ねると、彼女は「まさか」とサラリと口にする。

「うわー、悪いな。天音ちゃんだっけ？　沢渡にいじめられたら俺に言って。あいつ職業柄もあってかあまり心を開かないし……怖いと思うから」

　山岸先生があえて明るく言う。その言葉の意味を考えていると、桜木さんもため息交じりに口を開く。

「まあ、周りにろくな女性がいなかったですしね。以前のパラリーガルは目の前で服を脱いだって噂うわさだし、前の縁談相手だって……」

　もしかして円花のことかと思っていると、友麻さんが口を挟む。

「おふたりともそれぐらいにしてください」

　友麻さんに冷たい視線を送られ、ハッとしたように桜木さんが口を噤む。

「いつでも相談してね」

　そう言うと山岸先生は名刺を取り出し私に渡してくれた。

「ありがとうございます」

　まさか悠希さんと一緒に住んでいるなど想像もしていないふたりに、申し訳なくなってしまうが、さすがに説明のしようがない。

　しかし、とてもフレンドリーに接してもらえて、私は少し安堵した。




　その後、午前中は簡単に仕事の内容を教えてもらい、山岸先生と友麻さんと三人で昼食を食べた。初めて同僚と一緒にランチに行った私は気分が上がっていた。

　午後からは、午前中に案内された悠希さんの個室の隣の部屋に向かう。

「午前中は外出していたけど、沢渡先生が戻られているから。もう少ししたら挨拶に行きましょう」

　その友麻さんの一言に、一瞬で緊張してしまう。朝会ったが、特に仕事の話はしていない。今日からということは悠希さんも認識しているとは思うが、まさか一緒に仕事をすることになるなど想像もしていないはずだ。

　そんな私をよそに、友麻さんはすぐに仕事を始める。私は彼女の隣の席に座り、仕事の進め方などを覚えていく。

　途中内線が鳴り、友麻さんが対応する。

「はい、そうなんですか？　わかりました」

　最後はため息交じりで言うと、私に視線を向けた。

「ごめんなさい。急ぎの仕事が入ってしまったの。オンラインでのヒアリングだから同席は難しいわね」

「わかりました」

　忙しい合間に私に教えてくれているのだ、それはもちろん仕方がない。

「これに目を通しておいてくれる？」

　そう言うと、友麻さんは資料を片手に、部屋を出ていってしまった。

　私は小さく息を吐くと、渡されたタブレットと資料を見つつ仕事内容を覚えるために集中していた。

　そんな時、ガチャッとドアが開く音がしたかと思えば、悠希さんがスマートフォンを片手に部屋に入ってきた。友麻さんを探していたのだろうが、彼女の代わりにいた私に、驚いたように目を見開く。

「I don't understand what it means.」

　スマホで誰かと電話をしているようだ。英語の発音はとても綺麗で落ち着いていて、心地よく聞こえる。

　しかし、そんな私をよそに、淡々と悠希さんは英語で複雑な話を続けていく。

　私もその内容に真剣に耳を傾けた。

「では、先日の内容で基本合意書を作成させていただきます」

　友麻さんがいないと気づいて自室に戻ろうとする彼だったが、なにかメモをしようとしたのかペンを手にした。それを見て、私はすぐにメモ帳を取り出し、彼の方へと向ける。

「コレットシステムズらの条件はお伝えした通りです。独占交渉権も併せて記載させていただきます」

　その声に、私は先ほど資料で見た中国企業のＭ＆Ａの案件だとわかり、パソコンから情報を呼び出す。

　コレットシステムズは精密機器の大手メーカーだったが、ここ数年安価な中国にシェアを奪われて業績が悪化していた。その結果、中国企業に事業を譲渡することになり、この沢渡法律事務所がその案件を請け負っていた。

　可能な限り、有利な条件で成功させなければいけないのはもちろん、相手の対応も慎重にみていかなければいけないはずだ。

　話の内容から、もうすでに案件は終盤に差しかかっており、こちらが有利な条件で話を進めているようだ。

「それでは、また」

　そう彼は言うと、スマートフォンの電源をオフにした。そしてメモをピリッと破ると、私に背を向けた。

「岸田さんはまだ戻ってませんか？」

　友麻さんに急ぎの用事だったのだろう。尋ねられた私は立ち上がる。

「はい、先ほどの依頼のヒアリングからまだ」

「そうですか」

　静かに言うと、彼は少し思案する表情を浮かべた。

「あの、戻られましたらやることの指示をお伝えします」

　その言葉に、悠希さんは少しだけ表情を歪めたように見えた。

「わかりました。最終合意に向けて、各担当に連絡をして、デューデリジェンスをしておいてください」

「はい、かしこまりました」

　ファイルを開き、担当の公認会計士や税理士を確認する。

　言われたことを一生懸命整理していると、見下ろされているような視線を感じて、顔を上げた。

「なにか？」

「意味がわかってるのか？」

　怪訝そうな瞳に、私はわけがわからず、とりあえず友麻さんに伝えようとしていることを口にした。

「ＬＯＩ（意向表明）をした後の、デューデリジェンス、すなわち、法務、会計、税務、人事などの監査の準備ですよね？　あとは株式譲渡契約書、事業譲渡契約書などの準備も必要でしょうか。あっ、それに同時進行でコレットシステムズの株式、およびライセンスを含めた価値の算出も必要ですね。あとは、支払のエンティティを確認しておきます。香ほん港こんですね」

　そこまで一気に話してハッとする。

　宮下の家では自分の意見など言えない環境にいた。叔母や円花から怒られないよう常に先回りをする癖くせがついていたせいで、相手の気分を害してしまったかと不安になった。

　いくら法学部に行き、司法試験の勉強をしていたとはいえ、所詮机上の理論でそれがあてはまるかなどわからない。

　余計なことを言ったかと身構えていると、彼は「よろしく」とだけ言って部屋を出ていった。

　その空気から解放された私は、大きく息を吐いた。そしてまた資料に目を落とした。




　その日は友麻さんに仕事を教わりつつ、悠希さんに頼まれた資料を作ったりして、あっという間に一日が終わった。

　初出勤は、私に学ぶのが好きだったことを思い出させてくれた。法律の世界を夢見ていたあの頃の自分を少しだけ取り戻した気がする。必死に毎日何時間と勉強をしていた日々。

　理由はどうであれ、この結婚があったから今のこの時間がある。悠希さんが結婚を了承してくれたことに改めて感謝する。

　家に戻ると、私は自分の部屋へ直行して行儀悪くベッドに寝ころんだ。久しぶりの充実感とやはり少しの疲労感。

　サラリとしたリネンとほどよいスプリングが睡魔を誘いそうになる。しかし、悠希さんは今夜、会食などの予定は入っていなかった。今までは食べるか食べないかわからなくても一応用意をしていたが、今日は多分帰ってくるはずだ。

「うーん！」

　大きく伸びをして肩を回した後、ベッドから降りると部屋を出た。

　キッチンへと行き、冷蔵庫の中身を確認する。昨日作っておいた豚のブロック肉と大根を煮たものを出して、中身を鍋にあけて火にかけた。

　万が一夕食がいらなくても、翌日でも食べられることを前提にした料理を作ることが多い。

　少し時期が早いが、おいしそうなナスが売っていたため、酒、みりん、めんつゆ、醤油、にんにく、生姜などを入れたたれに、焼いたナスと大葉を漬け込んでおいた。それを確認すると、いい具合に味が染みていそうでホッとする。あとはほうれん草の胡麻和え、サラダを用意する。

　時計を確認すればもうすぐ十九時半になろうとしている。いつも通り先に食べておこうと自分のご飯を用意していると、玄関のドアが開く音がした。

　いつもならば、家政婦のつもりでいるが、今日は会社でも顔を合わせたせいか、少し気まずい気がしてしまう。

　そんなことを思っているうちにリビングの扉が開いて、茶碗を持ったまま、彼と視線がぶつかった。

「ただいま」

　初めて伝えられたその言葉に、驚いた表情をしていたのかもしれない。少しバツの悪そうな表情をした悠希さんにハッとして、「おかえりなさい」と応えた。

「今から夕飯？」

「はい。でも私は後で大丈夫です。すぐに用意します」

　悠希さんは私との距離を測っているのか、いつも着替えをせず食事を食べてから自分の部屋へと行く。だから今日もそうするだろうと思い、自分の茶碗を置き、彼の食事の支度を始めようと手を動かした。

　しかし、彼は椅子に座ることなく、思案する表情を浮かべた。

「少し待てる？　着替えてくるから一緒に食べよう」

　初めて着替えてから食べると言った彼に、私はそのまま瞬きもできず彼を見つめてしまった。

「嫌なら無理はしなくていい」

「いえ、そんなことないです」

　静かにそう言いながら席に着こうとした彼に、私は慌てて声をあげる。

「そうか」

　焦ったように返事をした私にクスッと笑うと、彼は階段を上がっていった。

　彼が戻ってくるまではほんの十分ほど、それでも今か今かと待っていた私にはとても長く感じられた。

　そして下りてきた彼を見て驚いてしまう。シャワーを浴びてきたのか、ブラックの半袖Ｔシャツとラフなスウェット生地のパンツに着替え、首にはタオルをかけている。部屋着なのだろう。いつもはスーツでわからなかったが、隠れていた鎖骨や、適度に筋肉のついた腕が見えてドキッとしてしまう。そしてなによりいつも完璧に固められている髪が下ろされていて、額に前髪がかかっていた。

「眼鏡……」

　心の声が漏れてしまったようで、私は慌てて言葉を止めた。

「ああ、あれは別に必要はない」

「え？　度は入っていないんですか？」

　意外な答えにすぐに問いかけてしまった。

「ああ」

　そんな私に、別に気を悪くした様子もなく彼は答えてくれた。

　弁護士らしく見せるためのアイテムなのかもしれない。確かにこうしていると年齢のわりに若く見える。大学生のモデルと言われても誰も疑わなさそうだ。

　口を開くと変なことを言ってしまいそうで、私はキュッと唇を噛みながら食事の支度に集中した。

　そんな私に構うことなく悠希さんはキッチンへと入ってきて、手もとを覗き込んだ。

「今日のメニューは？　それは角煮？」

　器に盛りつけていた私は、かなり至近距離にいた彼に動揺しながらもコクリとうなずいた。初めてこんなに近くに彼を感じて、嫌でも意識をしてしまう。

「じゃあ、ビール……ある？」

「あっ、はい。もしかしたら召し上がるかと思って用意は……」

　くるりと後ろを向いて冷蔵庫を確認しようとすると、先にそこにいた彼の腕の中にすっぽりと入ってしまう形になった。

　まっすぐな瞳が私を見下ろしていて、目を逸らせなくなる。そこにあったのは、綺麗なブラウンの瞳だったからだ。

　唐突に蘇よみがえる記憶。両親を亡くし、後を追ってしまいたいと思うほど打ちひしがれていたあの時、私に生きる希望を与えてくれた人と重なった。

　まさか……。

　今日あの英語を聞いた時、なんとなく懐かしい気持ちがしたのはもしかして……。

「天音、どこ？」

　動揺しっぱなしの私に構うことなく、悠希さんは冷蔵庫の中を探した後、私に問いかける。

「あの、上の段のミネラルウォーターの後ろに……」

「ああ、あった。天音も飲むか？」

　まったく声は頭に入っていなくて、バクバクと心臓の音が大きくなる。

　その時どういう返事をして、今、こうして彼とビールを飲んでいるのかわからない。

　それになぜかダイニングテーブルではなく、ソファで食べると彼は言い出した。

　ソファの前のテーブルに作った料理を並べると、彼は好きだと言っていた映画をテレビに流す。

　初めて見る、リラックスしている彼の姿を盗み見る。

　今の状況もドキドキするし、あの時の人なのかということも気になってしまう。

　落ち着かない気持ちで、私は生まれて初めてのビールを口にしていた。

　そして動揺か緊張からかわからないが、アルコールを飲みすぎたことに気づく。

　ふわふわとする初めての感覚に包まれながら、私はちょこんとソファに座っていた。

「天音、大丈夫か？　飲みすぎだろ」

　私の異変に気づいたようで、悠希さんが私の手からグラスを取り上げる。

「いやー。どうして取るんですか」

「酔ってるな……。本当に飲んだことあるのか？」

「ないです。初めてのお酒です。ふふふ」

　楽しい気持ちになり、私は悠希さんを見てクスクスと笑い声をあげた。

「初めて!?」

　悠希さんは驚いたように言うと、私の顔を覗き込む。

「大丈夫か？　体調は？」

「やっぱり優しいですねー。私なんかと結婚してくれて助けてくれて。王子様みたい」

　ふふっと笑いながら言った私に、彼は怪訝そうに表情を歪ませる。

「王子様は愛のない結婚はしないだろ」

　その言葉にズキッと心の隅っこが痛む。確かに王子様はそんな結婚はしないだろう。

「でも、私だって打算まみれで悠希さんと結婚したからいいんです！」

　少しだけ悔しくて、ふてくされるようにそう伝えると、彼がピクッと眉を動かした。

「打算？」

「そうでーす。悠希さんが結婚してくれたら宮下から逃げられると思ったんです。そして夢だった法律関係の仕事ができるかもって」

　そう、悠希さんはお義父様の命令で宮下の家柄を手に入れるため、そして宮下家は援助を受けるためにこの政略結婚をした。

　一方の私は、いつか、あの家を出てひとりで生きていきたいと思っていた。

　そんな打算だらけの汚い私。

「悠希さんにとっては迷惑な話ですよね……」

　アルコールというのはこんなにも思考を支離滅裂にさせるのかと驚くも、それを止められなかった。

「両親はいきなりいなくなっちゃうし、大学はやめなきゃいけなくなるし、引き取られた先は最低だし。でも一生懸命勉強してたんです！　悪いですか？」

　アルコールも手伝い、私はスラスラと言葉が零れ落ちる。完全に絡み酒だ。

「ごめんなさい……」

　なにも言わない彼の顔が怖くて見られなくて、私は姿勢を正すと俯いた。

「語学は独学？」

「はい、でも両親が話せましたし、昔は家に海外のお客様もよくいらっしゃっていたので必然的に」

　裕福な時はなにも知らないお嬢様だったと思う。

「でも、いいんです。貧しくなって、小さな町に逃げるように引っ越したけど、そこから幸せだったんですよー。両親の愛を感じてたし、夢もできたから……」

　完全に言ってはいけないことを言っている気がして言葉を止めた。

「やだ、お酒ってこんなになるの？」

　自分の感情がまったくコントロールできずに呟くと、悠希さんが「いいよ、吐き出せば」と促す。

「どうして、今日は急に優しいんですか？」

　初めてこの家で会った時以来、夕食をともにすることなどなかったし、今日は素の彼を見せてくれている。そんな悠希さんがなにを考えているか理解できない。

　だから、その優しさに甘えていいのかもわからない。

「昨日までと違う！」

「そうだな」

　私の指摘を、悠希さんも認めるように苦笑した。でも、そのブラウンの瞳が優しくて、泣きたくなる。

「宮下の家では円花や叔母の命令には逆らえなかったから、こっそり勉強して。外で働くのも初めてなんです」

　どうしたのだろう？　ぼんやりする頭ではなにもわからないが、悠希さんは目を見開いて私を見ていた。

「ひとりぼっちになって、死のうと思った日もあったけど、死ななくてよかったな。悠希さんのお陰で夢が叶ったから……」

　そう言葉にしたところで、昔の記憶が蘇り、ポロポロと涙が零れ落ちる。

　酔っぱらった挙句、今度は泣くなんてと少し我に返った。

　強引に涙を拭うと、いきなり隣から手が伸びてきて、ギュッと抱きしめられる。

「それから？」

　彼がなにを問いかけているのかわからない。

　久しぶりに誰かの体温を感じた私は、もう涙を止めることができなかった。

　彼のシャツの色がどんどん変わっていく。

「悠希さんの服汚しちゃう……」

「酔ってるのに、そんな心配するなんてまったく天音はお人よしだ」

　初めて聞く優しい声音に、ブワッとまた涙が込み上げる。そして我慢していた思いが溢れてしまう。

「だって、だって。もう何年も私はひとりだったの。寂しかったの。なにを言われても、どれだけ虐げられても、私は生きてる……」

「そうだよ、天音は生きてる」

　その声は、あの時の人と重なった。そして私は確信する。悠希さんがあの人だと。

　この数年で彼になにがあったのかわからない。山岸先生が言うように、弁護士という仕事に疲弊したのかもしれない。

　でも、やっぱり彼は優しい。こんな得体の知れない私を抱きしめて慰めてくれる。

　私のことを信じられないと言っているのに、触れる手も、言葉の端々も優しい。

　そう思うと、私はギュッと彼の首に抱きついた。拒否されるかと思ったが、悠希さんは優しく背中をさすって、抱きしめ返してくれた。

「本当にごめんなさい……」

　その温もりが嬉しくて、私はそう呟くとそのまま目を閉じた。




＊　＊　＊




　腕の中で寝息を立て始めた天音をそっとソファに寝かそうとすると、天音は甘えたように俺の膝の上に頭をのせ丸まった。

　男の膝枕は固いかもしれないと、ゆっくりと膝を抜きクッションを敷いてやると、慌てて天音がキュッと俺の手を握りしめる。

　いつもの俺だったら確実にこの手を振り払っていたが、無意識に握り返すと天音は安心したように微笑み寝息を立てた。

　そんな彼女を少しの間見つめた後、ゆっくりとビールに手を伸ばし、喉に流し込む。

　今日職場で、どうせわからないだろうと彼女に専門的な話をするも、すぐに理解し先回りをして答えたことに驚いた。あの法律用語ばかりの英語を聞き取れただけで、十分この会社で働くための知識はあるだろう。

　どんどんと知るたびに変わっていく彼女の印象。コロコロと変わる表情や時折照れたように俯く仕草。しかし、時折どこかに行ってしまいそうに、遠くを見ている悲しげな表情も見せる。

　円花から聞いていた女性とはどうしても思えなかった。

『遠縁の貧しい娘を仕方なく養女にしたから、なにもできない上に、男癖が悪く、遊びすぎているから悠希さんの相手にはふさわしくない』

　円花はそう切実に俺に訴えてきた。そうすれば、俺が彼女との結婚を考え直すかもしれない、そんな打算もあったとは思うし、その言葉を鵜う呑のみにしたわけでもない。

　そう、どうせ愛のない結婚をしなければいけないのなら、相手など誰でもいいと思っていた。

　アメリカの大学を卒業して、駆け出しの弁護士だった頃は離婚調停や遺産の相続など、勉強になる案件はなんでもやった。数をこなして、結果を出して、少しでも早く父に追いつきたい、そんな思いでがむしゃらに仕事をした。

　そして、それが人間の醜い部分も知ることになった。

　愛し合った者同士がお互いを罵り合い、時には暴力に訴える。愛し合ったという事実はどこにもなくなっていく。壊れていく人々を必死に弁護するうちに、俺はいつしか心をシャットアウトしていたのかもしれない。

　どんな時でも冷静で、そのまとうオーラすら怖い。そう検察や相手の弁護士から言われていることも知っている。

　だからこそ、俺は結婚相手などどうでもよかった。しかし、円花という女性だけはどうしても無理だった。

　甘ったるい声も、その微笑みも、すべてを俺の身体は拒否したのだ。口を開けば、くだらない買い物やパーティーの話ばかり。会話は続かないし、俺の言葉も理解しない。さすがに彼女は受け入れられなかった。

　だから、その次に天音が送り込まれてきた時も絶対に断ると、そう決めていた。

　しかし、俺から目を逸らさず取引を持ちかけた天音に、ほんの少し興味を持ったのは事実だ。そして、だんだん彼女を知るうちに、聞いていた話とは違うようにしか思えなくなった。

　面と向かって怒鳴ってきた彼女も、真剣に仕事をする彼女も、そして今日みたいに酔っぱらう彼女も、演技だとはどうしても思えない。

　それに、天音はきちんとした家柄で、それなりの教育を受けている気がする。

　あんな風に俺に意見をした人間などこれまでいなかった。冷たい言葉しか返さない俺にも、天音は態度を変えなかった。いや、優しいとさえ言った。

　いつ頃から、女性に対して嫌悪感を抱くようになったのだろう。同僚の山岸たちが女嫌いだと社内で広めてくれても、色目を使ってくる女性社員が多くうんざりしていた。そのためずっと岸田に仕事をさせてることになってしまったのだが。

　どうして天音にはその感情が湧かないのか。御曹司である俺にまったく興味がないからかもしれない。しかしなんとなく、自分に興味がないと知ったことでザラリとした気持ちにすらなる。

　それにしても、先ほど天音が話した内容を思い出す。宮下の家で天音が虐げられていたなど、考えたこともなかった。

　きっと俺に知られれば結婚できなくなると思い、言えずにいたのだろう。

　どれほど辛い過去を乗り越えてきたのか。まだ知らないことはあるのではないか。

　隣で眠る彼女がいつもより幼く儚はかなく見えるのは、俺の気持ちがそうさせているのだろうか。

　天音のことを信じてしまいそうになる自分を押しとどめながらも、眠る彼女から視線を外せずにいた。

　まだわからない。これもすべて演技の可能性だってゼロではない。

　愛だの恋だのまやかしだ。人は裏切りと嘘を繰り返す生き物。俺の両親からも、仕事からもそれを学んだではないか。

　どうしても俺には愛がわからない。

　今、天音の手を振りほどけないこの気持ちの意味は……。

　俺は小さく息を吐くと、グラスのビールを飲み干した。










近づく距離




　酔っぱらって絡んだ日から一カ月。悠希さんの態度が変わった気がする。

　翌日ひたすら謝った私に、彼は『俺が飲ませたんだから気にするな』と言ってくれた。しかし、私としては記憶が曖昧で、不安しかない。

　泣きながら自分の過去を話してしまったことはなんとなく覚えている。宮下で虐げられていたことも知られたが、今のところ離婚をするとか、出ていけとは言われていない。

　むしろ以前より一緒の時間を作ってくれるようになり、帰宅連絡などもくれるようになった。

　泣いてしまったことで、もしかしたら同情を誘ってしまったのかもしれない。本来悠希さんはとても優しい人だ。

　一緒に過ごしてくれるようになったことはとても嬉しいのに、それが哀れみや義務感からくるものならば悲しくもある。そんな気持ちが毎日沸き上がっていた。




　そんな中、仕事はといえば、業務もだいぶ覚えてきて、他のスタッフの人たちとも打ち解けられた。

　週も半ばの木曜日、私は自分のデスクで資料をまとめたり、調べ物をして仕事を進めていた。

「天音ちゃん」

　横から聞こえた友麻さんの声に、私は顔を上げた。

「申し訳ないんだけど、明日の出張代わりに行けたりする？」

「出張ですか？」

　想像もしないその言葉に私は驚いてしまう。

「どうかしたんですか？」

「主人の母が足を痛めちゃって」

「え、大丈夫ですか？」

　友麻さんのお義母様はご主人を亡くされてから、近所でひとり暮らしをしていると聞いている。

「大丈夫なんだけど、夕飯の準備とかが大変そうだから、うちに来てもらうことにしたの。明日は日帰りの出張だけど、帰りも遅くなりそうだし」

　確かにそれだと北ほっ海かい道どうの出張は難しいかもしれない。しかし、私などで務まるだろうか。

「でも、私でいいんですか？　もっと慣れた方の方が……」

「なに言っているの。ここ数週間でよくわかったわ。語学も知識も私以上じゃない」

　そんなことあるはずはないが、友麻さんに認めてもらえるのは嬉しい。

「沢渡先生の許可はもう取ってあるから」

　え？

　その言葉の意味がすぐには理解できなかった。悠希さんが私が一緒に行くことを許可したということだろうか。

「今日は早めに帰っていいからね。明日の朝は早いから」

「あ……はい」

　まさか悠希さんとふたりで出張に行くことになると思わなかった。私に友麻さんの代わりが務まるかわからないけれど精一杯努めよう。




　定時で上がらせてもらうと、まだ日が高く、アスファルトの照り返しですぐに汗ばむ。七月の半ばになり、もうすぐ子供たちは夏休みになる時期だ。

　北海道はどうなのだろう？　スマートフォンで天気を確認すると、やはり東京ほど暑くないようだ。

　家に戻り、薄手のカーディガンを用意した後、夕食の支度もしてしまう。

　そして悠希さんの帰りを待つ間、リビングで明日の資料を確認することにした。

　明日の裁判は、沢渡家と深い関係の方からの直接の依頼と聞いている。最近の悠希さんにしては珍しい離婚の裁判だ。離婚調停では決着がつかず裁判になったそうで、夫側の父上が悠希さんのお父様と知り合いだったため、悠希さんに白羽の矢が立ったのだという。

　いつもは刑事事件や国際案件を手がけている彼が、こういった男女の問題をどう扱うのか想像もつかない。

「天音は勉強家だな」

　集中していたようで、後ろからポンと肩を叩かれるまで、悠希さんが帰宅したことに気づかなかった。

「ごめんなさい！　すぐに食事の準備をしますね」

　集中すると周りが見えなくなってしまうのが私の悪い癖だ。

「いい、それより天音ここ。一番の争点になるはずだから」

〝夫の不貞行為の有無〟

　そこにはそう示されていた。妻側は夫に不貞行為があった、そう主張しているが、それを夫は真っ向から否定している。

　資料の中には、不貞行為の相手とされる会社の部下のメッセージも添付されていた。それは【本当にあなたのそういうところが好き】という文面で、彼女が一方的に好意を寄せていると言われればそう見えないことはない。

「でも、なにも気がないそぶりの男性に、こんな内容送りますか？」

　私がそう言えば、悠希さんは少し肩をすくめた。

「それはわからないな。世の中にはストーカーもたくさんいる」

　サラリと言った彼に、私は言葉を止めた。いろいろな角度から物事を見なければいけないが、男性とのこういった駆け引きなどしたことのない私はまったくわからない。

「妻側が離婚を望んだんですよね？」

「ああ、夫の浮気を許せないと」

　確かに裏切られた人と一緒にいられない。愛していたのならなおさら許せないだろう。愛情が憎しみに変わることはなんとなく理解できる。

「それに対して弁護人は否定しているということですか？」

「ああ、部下だからあまり無下にもできなかったと」

　その気持ちもわかる気がするが、妻帯者と知っていて声をかけたり、こんなメッセージを送ったりするのは、よっぽど抑えきれない思いがあったのか……。

「夫はその女性に対して、なにも気持ちはないと？」

「そう聞いている。でも、それも心の中までは測りきれないな。少しは嬉しい気持ちもあったかもしれない」

「男の人は、気持ちがなくてもやっぱり綺麗な女性に好意を持たれれば、嬉しいものでしょうか？」

　一般論として聞いたつもりだが、これは悠希さんに尋ねているようなものだ。こんなことを聞いて私はどうしたいのだろう。

「どうだろうな。俺はそんなことはないが、中にはそういう人もいるだろう」

「そうですか」

　仕事の一環としてきちんと答えてくれた彼に、邪推してしまった自分を反省しつつ、もう一度ゆっくり資料を確認していく。

「しかし、夫がその女性と性的関係を持ったという証拠は見つからなかった。今のところ慰謝料を払う義務はない」

　かなりの資産家夫妻で金額も大きくなるため、裁判は難航しているのだろう。しかし、妻の調書を見ていて、私はいろいろわからなくなる。浮気が原因で離婚をしたいと申し出て、家庭裁判所では納得する答えが出ず、妻が控訴して今に至っているのだが……。

「本当に離婚したいんですかね？」

「え？」

　ボソッと呟いた私に、悠希さんが驚いたような声をあげた。

「いえ、シンプルに考えて、なんかただの喧けん嘩かみたいですよね？　妻も許せなかったのは確かでしょうが、売り言葉に買い言葉みたいな気がしませんか？」

　その私の考えについて、悠希さんは少し思案する表情をしたが、なにも言うことはなかった。

「そうだとしても、俺たちの仕事は弁護人を有利な条件で勝たせることだけだよ」

　そう言われ、私もその通りだと思い直し、再び資料に目を落とす。

　そうすると、いつの間にかダイニングテーブルに皿を並べる悠希さんが見えた。

「いやだ、ごめんなさい」

「いいよ、作ってもらったものぐらい準備できる。さすがにお腹がすいた。食べながら話さないか？」

　明日の裁判のことや、過去の判例について聞きながらする食事はとても有意義な時間だった。

　食事が終わってもまだ話し足りなかった私は、もう少し話を聞きたくて仕方がなかった。

「もう少し話すか？」

　そんな私の思いは顔に表れていたのか、悠希さんの提案につい満面の笑みになる。

「いいんですか？」

「ああ、天音がまだ眠らなくてもいいなら」

　クスリと笑いながら悠希さんはキッチン裏にあるワインセラーから赤ワインを持って戻ると、ソファに座った。

「すぐに片づけます」

　数枚の食器を食洗器に入れると、私は自分用にアイスルイボスティーをグラスに注ぐ。せっかく悠希さんと勉強できるのに、この間のようにアルコールを飲んで酔っ払うという失態は避けたい。

　そんなことを思いながら、グラスを持ってソファに行く。悠希さんと少し距離を取って腰かけた。

「あの、ここは」

「どこ？」

「これです」

　資料に目を落としたまま彼の方に体を寄せると、コツンと悠希さんの額とぶつかって初めて顔を上げた。前のめりになり、かなり近づいていたことに羞しゅう恥ちが募る。

　きっと私の顔は真っ赤だろう。目の前に綺麗なブラウンの瞳があって、ドキッと心臓が高鳴る。

　こうしていろいろな話を聞いていると、弁護人のことを一番に考えた素晴らしい先生だとわかった。ただ、それを前面に出してしまうと、傷つくこともあるのかもしれない。だから必要以上に依頼人に感情移入せずにいる気がする。

「ああ、これは……」

　そんなことを思ったが、すぐに彼の話に耳を傾ける。

　悠希さんはワインを飲みながら、丁寧に教えてくれる。自分ひとりで勉強していた時では絶対にわからない、現役の弁護士の先生の話はとても興味深く勉強になった。

「この案件はどうなったんですか？」

　私が手にしているのは、悠希さんが新たに持ってきてくれた過去の案件のファイルで、その中でも興味深かったものだ。

　世によく聞くような不倫の果てのドロドロの裁判で、妻が慰謝料を請求したのだ。

　悠希さんは夫側の弁護士だった。

「ああ」

　その案件を見た瞬間、悠希さんは表情を歪めた。

「この頃は離婚調停の仕事ばかりしてた。そこで女性不信になったかもしれないな」

　悠希さんがそう打ち明けるのを、私はただ聞いていた。

「この妻は、ずっと夫以外に愛人がいたんだ。それも複数。その中には既婚者はもちろん学生までいた。それなのに金で雇った女性を旦那に近づけて、旦那の不倫を理由に離婚を迫った」

「な……」

　そんな人がこの世にいることに驚いてしまう。自らの不貞を隠すために、愛した旦那様を陥れようとするなんて。

「旦那は妻への罪悪感からかなり憔しょう悴すいしていた」

　それはそうだろう。裏でそんなことになっているとは思いもしないだろうし、愛する妻を裏切ってしまったことは事実だ。

「でも、そうであれば裁判にはならなかったですよね？」

　そこで彼は心底嫌そうな表情を浮かべた。思い出したくない話なんだろうか。

「そう、双方の話し合いの席で、あろうことか妻が俺にアプローチをしてきたんだよ」

　その内容に驚いて私は声も出なかった。

「今思い出しても吐き気がする。待ち伏せやストーカーまがいの行為もあった。だから徹底的に調べ上げて依頼人に報告をした」

　そこで悠希さんは言葉を止めて、辛そうな表情を浮かべた。

「でも、それは間違ってたかもしれないと今では思ってる」

　結果、裁判の最後は示談となった。どこまでいっても悪いのは妻だというのは明らかなのに、夫が妻を許す、もしくはもう終わりにしたいと言ったからだ。

「相手の女性の不貞を暴くことで、俺は正義を振りかざしたつもりでいた。しかし、それはただ依頼人を追い込んだだけだった」

　そこまで言って、彼は目の前のテレビに無音で流れていた昔の映画に視線を移した。

「それでも依頼人は妻を愛してたんだよ。俺にはまったくわからない感情だ。俺は感情が欠落してるんだ。人を愛せない……」

　それは暗に、私のことも愛せないと言われているのと同じだ。こうした愛憎が絡む依頼をこなしていく中で、彼はそういう考えになったのかもしれない。

「でも、弁護士の先生のお陰で救われた人はたくさんいるはずです。真実を探すこと、弁護人を守ることで、本人はもちろん、その家族も幸せになれるんです。世の中にはたくさんの冤えん罪ざいだってあるんです」

　あの無罪という判決を聞いた日、私たちは救われた。

「確かにそうかもしれないな。今はグループの社長をしているけれど、父も若い頃は弁護士をしていた。忘れられない冤罪事件があると話していたな」

　悠希さんのその言葉に、私の中でやはりという気持ちが沸き上がる。はっきりと彼に尋ねることはできていないが、彼のこの瞳と、懐かしい英語のイントネーション。そして今の彼の話。私の父の弁護をしてくれた先生は彼のお父様だと思う。悲しみに暮れる私に寄り添ってくれたのは悠希さんに違いない。

　いろいろな気持ちが交錯してなにも言えない私に、彼は少し微笑んだだけだった。

「俺はもう少し仕事をするから、天音はもう寝ろ。明日はそのまま空港に行く」

　私に視線を合わすことなく彼に言われ、私は「はい」と言うしかなかった。

　彼のお陰で生きている。そう伝えたかった。そして、私は少しずつあなたに惹かれていっている。

　認めたくなくても彼の優しさや、思いを知れば知るほど思いは募る気がした。




　次の日、悠希さんの運転する外車の助手席で、窓の外を眺めていた。

　頭の中では仕事のことを考えようと思っているのだが、当たり前のように助手席に乗せられ落ち着かない。

　羽はね田だ空港に来たのはかなり久しぶりで、以前とはまるで変わった空港内を歩きながら、私はキョロキョロと辺りを見回していた。

　最近、山岸先生や友麻さんといろいろなところへランチに出かけている私だが、まだまだ知らない店ばかりだ。

「どうした？」

「たくさんのお店があるので楽しくて」

「まだ、やってないショップも多いのにか？」

　確かに早朝ということで開店前の店も多い。でも、私には新鮮な光景だ。

「最近、新しくできた和カフェに行ったんです」

「ああ、ビルの隣にある？」

　そのカフェはお茶の種類が多く、和菓子をはじめとしたお茶菓子、そしておしゃれな軽食も楽しめる。

「はい、山岸先生や友麻さんに教えていただいて」

　そう答えると、「ふーん」とだけ答えが返ってきた。

　その少し不機嫌そうな声音に私はハッとする。セルフサービスの店とはいえ、そんなに安価ではない。贅沢をしていると思われたのだろうか。

「ごめんなさい、あの、今度からはきちんとお弁当を持っていくので」

「どうして弁当の話になるんだよ？」

　さらに眉間にしわを寄せた悠希さんに、私は言い訳を連ねる。

「あの、もったいないですよね。使った分はきちんとお給料をもらったらお返しします。家賃には全然足りないと思いますけど……」

　シュンとして伝えると、悠希さんは小さく息を吐いた。

「俺はそんなこと妻に言うような男じゃない。ランチぐらいたくさん行けばいい」

　悠希さんはそこでようやく私の言いたかったことを理解し、呆れたようにそう口にした。

「でも、なんだか少し怒っていたように見えました」

　正直に伝えると、悠希さんは驚いたように私の顔を勢いよく見た。

「そうか……」

　口もとに手を当てて少し息を吐いた彼を、私はジッと見上げていた。

「別に怒ってもないよ。飛行機で朝食が出るけど、ここで食べるか？」

　国内線なのに？　そう思うが悠希さんがエコノミーなど乗る姿は想像できない。札さっ幌ぽろまでもファーストクラスだろう。

「飛行機の中で大丈夫です」

　そう答えると、悠希さんは私を連れて専用保安検査場へと進み、それからエスカレーターで高級感漂うラウンジへと入っていく。

　ブラウンを基調としたバースペースに、高級なインテリアの数々。旅行やビジネスに向かう人たちだろうが、誰もが洗練されていて特別に見えてしまう。

　もちろん悠希さんも当たり前のようになじんでいて、私みたいな人間が隣にいていいのかと、不安になりつつも後に続く。

　時間までラウンジで各々仕事をして過ごしていたのだが、悠希さんが立ち上がりサングラスをかけ直すだけでも、周りの女性たちがそれを視線で追う。芸能人やＶＩＰばかりが使う場所にも負けないオーラを放つ彼に、もはやため息が漏れそうだ。

　ノーネクタイで少し胸もとを開けてシャツを着ている悠希さんは、到底弁護士には見えないし、モデルだと言われても誰も疑わないと思う。

　そして、なぜか色気すら感じさせる、妖よう艶えんな雰囲気を漂わせていた。

　周りからも「芸能人？」そんな声が聞こえてくる。隣にいるのが色気のないスーツ姿の私では、きっとマネージャーとでも思われているのだろう。

　自分にもちろん自信などないが、さらにこんな素敵な人の妻であることにため息が漏れそうになる。

「そろそろ行こうか」

　そんな私の心などわかるはずもない悠希さんは、チラリと腕時計を確認した後、私に視線を向ける。

「はい」

　そのまま専用ゲートから飛行機に乗り込めば、ブラックを基調とした広い機内に驚いてしまう。ブランケットやクッションなども置いてあり、とても居心地がいい。

　こんなに素敵な空の旅ならば、北海道までではもったいない。そう思うほど心地よい空間だ。

「アルコールが飲めないのが残念だな」

　喜々としている私に気づいたようで、悠希さんが少し楽しそうに言う。

　はしゃいでしまった私は、恥ずかしくなりおとなしく窓の外に視線を向けた。

　朝食のメインプレートはポーチドエッグやハム、サラダ、野菜のマリネ、チーズなど盛りだくさんで、本当に空の上かと驚いてしまう。スープにスムージーまであり、朝からお腹いっぱい食べてしまった。

「うん、今日はきちんと食べたな」

　満足そうに言う彼に、私は首をかしげた。

「いつも思ってた。天音は食が細い。どんどん食べろ」

　確かにそれほど食べる方ではないが、まさかそんなことを思われていたとは知らず、ポカンとしてしまう。

　悠希さんの優しさに私はクスリと笑ってしまった。

「はい、この特別感が素敵ですし、おいしかったです」

　素直にそう気持ちを伝えてコーヒーを一口飲めば、それもとても芳醇な香りでおいしい。

「うまいけど、やっぱり天音の朝食の方がいいな」

　サラリとこんなセリフを言ってしまう彼は、ずるい人だ。

　昔のことがなくても私は彼のことをどんどん好きになってしまう。でも絶対にそれを悟られるわけにはいかない。

　私が彼に好意を持っていることを知られてしまえば、この結婚は終わる気がした。

　愛だの恋だのくだらない。心底そう思っている悠希さん。こんな一方的な思いは迷惑なだけだろう。

　ただ、真似事でも夫婦として一緒にいられる今、私はとても幸せだ。これ以上なにかを望んでは罰が当たる。

　そう思いながら、残りのフライトの時間を過ごした。




　あっという間に飛行機は着陸し、外を見ると、青空が広がっていた。

　飛行機を降りると、やはりそれほど気温は高くなく、過ごしやすいことに驚いてしまう。

　友麻さんがすべて手配してくれていたお陰で、スムーズにレンタカーを借りて移動する。

　私は免許がないため、結局上司の悠希さんに運転してもらうことになってしまい申し訳ない。

「あの、お茶はいりますか？　あっ、ガムでも」

「どうした？」

　気を使いすぎたようで、悠希さんは怪訝な表情を浮かべながら、ハンドルを片手にチラリと私を見た。

「運転できなくて申し訳ありません」

「そんなこと気にしなくていい」

　本当にそんなことはなんとも思っていないようで、彼は景色のいい道を走っていく。

　これが私ではなく他の人ならば、今から法廷に立つ彼が疲れなくてもいいのではと思ってしまう。

　そんな申し訳なさが顔に出ていたのか、隣から悠希さんはポンと私の頭に触れた。

「俺が天音の同行を許可したんだ。別にいくらでも運転できる人間を連れてくることはできた」

「はい」

　それは確かにそうかもしれない。

「確かに初めは天音のことを誤解もしていた。岸田が勝手に天音をパラリーガルにしたことも、疑問に思っていた。嫌な態度をとったと思う。本当に申し訳なかった」

　初めて聞くその思いに、私は驚いて運転席の彼を見つめた。

「円花さんの意見を鵜呑みにしたつもりはないが、宮下の令嬢ということで、俺の周りにいる女性たちと同じだと思っていた。だから演技とか、色仕掛けとかひどいことを言った。悪い」

　初めて会った頃の話だとわかり、私は慌てて首を振る。

「それは、仕方がないです」

　私からこんな結婚を持ちかけたのだから、信用できないのも当たり前だし、初めから優しくしてほしいなんて思ってもいなかった。

「それでも、きちんと謝罪をするべきだと思っていたんだ。なかなか言えなかった。申し訳なかった」

「悠希さん！　やめてください」

　真摯に謝ってくれた彼に、私は慌ててしまう。自分の非を認め謝ってくれたのに、私はいろいろと隠し事をしたままだ。

「天音の今までの努力も知識もすべてを今は認めている。これからも俺のパラリーガルとして働いてほしい」

「悠希さん……」

　まさかこんな風に思ってくれていたとは。そして言葉で伝えてくれたことにも、嬉しさと申し訳なさが募る。

　まっすぐ誠実に話してくれる彼に、私はギュッと心を掴まれたような気持ちになる。私は結婚してくれたお礼も伝えていないし、過去のことだって全部を話せていないままだ。

「ありがとうございます。私なんかにそんなことを言ってくれて……」

　なにをどう言えばいいかわからなくて、お礼を伝えた後、呟くように言った私に、間髪入れずに彼は言葉を発した。

「なんかって言うな」

「え？」

「俺が認めている人間が、〝なんか〟なわけがない。それは俺をも侮辱することになる。だから自分を卑下するのはやめろ。それに、天音は所作も完璧だ。立派なご両親に育てられたんだ。どこに出ても恥じることなんかない」

　つい、虐げられた経験からか卑屈になってしまっている私は、常に〝自分なんか〟と思っていたかもしれない。

　悠希さんが認めてくれている。もう少し自信を持ってもいいのだろうか。

「わかりました。でも、謝るのは私の方です。悠希さんとの結婚の話があった時、これであの家から出られるって思ってしまったんです。悠希さんを利用してしまった……。本当に申し訳ありません」

　きちんと伝えてくれた彼に、私も話さなければと、自らの思いを伝えると、悠希さんは意外そうな表情を浮かべた。

「こないだその件は謝ってもらった。それに俺は少しでも天音を助ける手伝いができたなら嬉しい」

「え？」

　あの酔ってしまった日、愚痴った気はするが、ちゃんと謝っていたのだろうか。そのあたりの記憶は曖昧で、泣き言のようなことを話した気がしていた。

　それに、私が家を出る手伝いをできて嬉しいと言ってくれたことが信じられない。宮下の娘でなければ私の存在意義などないと思っていたから。

　いろいろなことがすごいスピードで頭の中を回ってパニック寸前の私に、悠希さんは優しく声をかけてくれる。

「もう気にするな」

　しかしそうは言っても、私と結婚した悠希さんにメリットはほとんどない。家柄なんてなくてもきっと彼は成功できる人だ。

　俯いて手を握りしめると、ハンドルを握っていない方の手が私の手を包む。

「爪が食い込む。綺麗な手なんだからやめろ」

　サラリとそう言うと、彼は手をハンドルに戻す。

「もう、その話は気にしないと約束をしろ。それより俺の暴言は許してくれるか？」

「もちろんです。悠希さんはなにも悪くありません」

　必死にその気持ちを伝えると、優しい笑顔に泣きそうになってしまう。

「じゃあ、お互い様ということで、これ以上はやめよう」

「はい」

　泣き笑いをして返事をすると、悠希さんも満足そうにうなずいてくれた。

「それと、天音も上を目指すならどんどん経験を積むべきだ。今日の同行もきっと勉強になる」

　私の弁護士になりたいという、戯ざれ言ごとのような夢を冗談だと笑うこともできただろう。指導してくれる彼に感謝をした。

　しばらくして、札幌の中心部へと車が入り、悠希さんはビルの駐車場に車を停めた。

　そして、持っていたアタッシュケースの中からいつものシルバーの眼鏡と、ネクタイを取り出し、慣れた手つきで締める。それがまた様になっていた。

「さあ行こうか」

　そう言った悠希さんにさっきまでの雰囲気はなく、初めて会った時のような冷たい弁護士のオーラが出ていた。

　初めての法廷に緊張が高まるものの、今は私もついていかなければいけない。

　ピシッと襟を正すと、私たちは裁判所へと足を踏み入れた。

　さほど広くない家庭裁判所に悠希さんが入ると、周りがざわつくのがわかった。それほどオーラを放っている。

　裁判が始まると、悠希さんは依頼人である夫の意見を理路整然と述べていく。

　しかし、途中で悠希さんは妻の方を見た。

「彼に浮気の事実はありません。それでもこの離婚を望んでいるのですか？　このままでは大切な人を永遠に失ってしまいますよ」

　その問いに妻だけでなく夫も驚いたような表情を浮かべた。

　そして、依頼人は妻を見据えた。

「信じてくれ。俺は絶対にやましいことなどしていない。それでも離婚したいというのなら……俺は家も財産もすべて譲ります」

　妻の言葉を聞く前に、夫がいきなりとんでもないことを言い始めて、裁判記録を取っていた私も驚いて顔を上げた。悠希さんが問いかけた一言も意外だったが、まさか依頼人がそんなことを言うとは思わなかった。

　聞いていた話では、夫は一円も払いたくないからと、裁判に勝つ気で弁護人を雇ったはずだ。

「静粛に」

　裁判官の声に法廷が一瞬シーンと静まり返る。

　その時、ボソッと妻が言葉を発した。

「――和解したいです。申し訳ありません」

　しばらく無言の時間が続いた後、裁判官が両方の弁護士を見た。

「よろしいですか？」

「はい」

　悠希さん、そして妻の弁護士も静かにうなずいた。

　まさかこんな形になるとは思っていなかったが、閉廷後ふたりは私たちに謝罪をすると、一緒に帰っていった。

「男と女のことはわからないな。人騒がせな」

　まだ、裁判記録や書類などやることはたくさんあるが、とりあえずこの裁判は丸く収まった気がする。

「沢渡先生、珍しいですね。あんなことを言うなんて」

　帰ろうとしていた私たちの前に、妻の弁護を担当していた先生が歩み寄る。山岸先生に似た雰囲気の男性だ。

　彼は、冷徹と噂される悠希さんの発言に驚いたように、肩をすくめていた。

「勝つことにこだわるかと思っていましたよ」

　幾分嫌みにもとれるその言葉に、私は「あの」とつい声を出しそうになった。

　それを悠希さんが制する。

「お疲れ様でした。宮下君行きますよ」

　不敵な笑みを浮かべた悠希さんに、相手の先生もそれ以上は言えないようで、一歩後ろに下がった。

「めんどくさいな」

　いつもの悠希さんらしくないそのセリフに、私は驚きつつ車に乗り込む。

「お疲れ様でした。そしてすみません」

「どうして天音が謝るんだ？」

　そう言った私に、悠希さんは運転するためか眼鏡をサングラスに変え、ハンドルを握る。エンジンの始動音がして、涼しいエアコンの風が肌を撫でた。

　私が昨晩ボソリと言ったことで、悠希さんがあの発言をしたのだとしたら、さっきの弁護士の先生の暴言は私のせいだ。

「別にあんなのどうってことない。勝つためだけに俺は弁護をしているわけじゃない」

　そのセリフに私は小さくうなずいた。

　依頼人を守るのが弁護士の仕事。それならば、離婚問題のように人の気持ちが関係する裁判は、やはり依頼人に寄り添いたい。そう思ってしまう私は甘いのだろうか。

「いや、最近はそうなっていたかもしれないな……」

「悠希さん……」

　最後はため息交じりに呟く彼に、複雑な思いが心の中に広がる。弁護士として裁判に臨む以上、勝つことは大切に決まっている。

「天音はそのままでいい」

　そんな私の迷いを払拭するように、力強く言ってくれた悠希さんの気持ちが嬉しい。

「はい」

　しっかりと前を向いて返事をすると、さっそく気持ちを切り替えて、帰りの飛行機の時間を確認しようと、スマートフォンを取り出した。

　そこで、思わず目にした事態に息をのむ。

「天音？　どうした？」

「あの、かなり強風で飛行機が……すみません」

　新しん千ち歳とせ空港の国内線のほとんどの発着便が欠航になっていたのだ。もちろん羽田便もだ。

　その他の交通手段を一応調べるも、陸路で東京まで戻るのは現実的ではない。秘書としてどうにかしなければ――そう思っていた私の横で、悠希さんは車を路肩に止め、いきなり車を降りると、スマートフォンを取り出しどこかへと連絡を始めた。

　少しして車内に戻ってきた彼は、私を見て微笑んだ。

「これは誰も悪くないだろ？」

　帰ることができない以上、どこかにホテルを取るべきかもしれない。そう思いながら旅行予約サイトを開いていると、車が発進した。

「悠希さん、どこへ？」

　先ほど空港に向かっていた方向とは違い、私は慌てて問いかける。

「天音、ここからはもうプライベートだ。仕事は終わり」

「あの……」

　意味がわからず問いかけると、悠希さんはまっすぐ正面を見据えたまま続ける。

「飛行機が飛ばないんだろ？　それならもう帰るのは諦めよう」

　なにか考えがあるのだろうか。詳しいことはわからないが、私は黙ってうなずいた。

　札幌市内から走ること一時間弱、車は景色が美しい山へと進んでいた。

　やがて落ち着いた雰囲気の建物が見えてきて、悠希さんはゆっくりとそのエントランスに車を停めた。

「いらっしゃいませ。お待ちしておりました」

　和服姿の美しい女性が出迎えてくれて、その後ろから制服姿のベルボーイが笑顔でやってくる。

「女将おかみ、無理を言って申し訳なかった。空いている部屋で構わない」

　そこで初めて、ここが高級旅館で、悠希さんが予約をしてくれたことに気づく。さっき車を降りた時に電話をかけたのだろう。

　いつも同じ家に住んでいるとはいえ、こういった宿にふたりきりで泊まるのは初めてで緊張する。

「いいえ、ちょうど最上階のキャンセルが出たんです」

　その言葉に悠希さんは「よかった」と笑みを浮かべた。

「奥様、荷物を」

　待機していたベルボーイが私の持っていたバッグに手を伸ばす。

「ありがとうございます」

　お礼を言いつつも、奥様という響きが慣れなくて少し照れてしまう。

　今日は弁護士の沢渡先生のパラリーガルとして来たのに。そんなことを思っていると、悠希さんは私に笑顔を向けた。

「さあ、行こうか」

　女将に案内されて館内へ。エレベーターの中からは旅館のすぐ横を流れる川が見え、その美しい景色に見入ってしまう。

「天音、部屋からもよく見えるから」

　そう言うと、悠希さんはあろうことか、エスコートするように私の腰に手を添える。

　つい声が出てしまいそうになるのを必死に耐え、笑顔を張り付けた。

　そして、最上階にある部屋に一歩足を踏み入れた私は、思わず「すごい……」と声が漏れてしまった。

　ホテルの一室を想像していた私だったが、目に飛び込んできたのは、リビング、そして、八人掛けの大きなダイニングテーブル。

「温泉の内風呂がふたつ、外に露天風呂がひとつあります。そしてベッドルームが、リビングを挟んで右手と左手の扉の向こうにひとつずつございます」

　女将の案内中も、その豪華さに驚いてしまう。和と洋がミックスされた美しい家具や調度品が使われていて、天井も高く、窓からは美しい景色を見ることができる。

　まさかこんな素敵なところに来られるなんて思いもしていなかった。

「あと、ご依頼のお洋服などは、すべてメインベッドルームのクローゼットにご用意しております」

　こういった依頼にも慣れているのか、女将は当たり前のように笑顔で私に見せてくれた。

「ありがとうございます」

　気後れしつつもそう答えると、彼女は綺麗な所作で腰を折った。

「あとはこちらで」

　悠希さんが言うと、彼女は音もなく部屋を出ていった。

「こんなすごいところ……」

　最上階のスイートルーム。思わずキョロキョロとしてしまう私を見ながら、悠希さんは大きなソファに腰を下ろした。

「天音、今日は朝から疲れただろ？　部屋に露天風呂もあるけど、ここは大浴場がとてもいい温泉で広いから、入ってくるといい」

　その言葉に、私は仕事で来ていて、まだやることも残っていると思い出した。

「それならば悠希さんが。私は今日の裁判記録をまとめて、書類を作成しておきます」

　運転をしてもらい、裁判をしたのは悠希さんだ。私なんかよりよっぽど疲れてるはずだ。

　そう言ってバッグからパソコンを出していると、悠希さんは内線電話をかけていた。

「天音、命令だ。十分後に二階のリラクゼーションサロンに行くこと」

「え？」

　意味がわからず、私は聞き返す。

「そして、ゆっくり温泉に入ってこい」

「悠希さん……」

　その心遣いに嬉しさと、なんと表していいかわからない胸の疼うずきを感じる。

　本当に素敵な人すぎる。

「わかりました。行ってきます」

　甘やかしでしかないが、彼の厚意をありがたく受け取ると私はサロンへと向かった。

　エレベーターを降りると、目の前にはモダンな入り口があり、すぐに「沢渡様、お待ちしておりました」と声をかけられた。

　最上級のおもてなしとは、こういうことかと驚きを通り越して放心状態の私は、大きな風呂でゆっくり温まった後、個室のリラクゼーションルームへ。今はベッドに横になり、全身マッサージをしてもらっている。

　照明が落とされていて、アロマのいい香りがする部屋は、それだけでホッとできる。

　初めは少し緊張していた私も、いつの間にかうとうとしていたようだ。

「お疲れ様でした」

　その言葉にハッとして、目を開けた。

　日頃疲れていたことすら気づいていなかったようで、身体がかなり軽くて驚いてしまう。そしてなにより肌がすべすべで、とてもいい香りがする。

　リラックス効果の高いアロマのお陰で、本当にゆっくりとできた。

　お礼を伝えて部屋に戻ると、リビングのソファでパソコンを操る悠希さんの姿が目に入る。

「おかえり」

「ありがとうございました。とってもゆっくりできました」

　よく見ると、悠希さんもお風呂に入ったのか、カチッとセットした髪ではなく、前髪が額にかかっている。そして浴衣がとても似合っていた。

「それはよかった」

　そう言いながら、悠希さんは私をなぜかジッと見つめる。

「あの、どこかおかしいですか？」

　メイクは軽くしてきたし、どこも変なところはないと思うも不安になる。

　たくさんあった色浴衣の中から、黒地に赤の牡ぼ丹たんの花があしらわれたものを選んだのだが、少し派手だっただろうか？

　自分を見下ろし、浴衣の柄を確認していると、悠希さんがこちらへやってきた。

「いや、いつもと雰囲気が違うから驚いただけだよ。似合ってる」

　少しだけ照れたようにも見える彼に驚いてしまったが、嬉しさで笑顔になる。

「ありがとうございます」

　なんとなく気恥ずかしい雰囲気に私は外に視線を向けた。




「夫婦の問題はわからないな」

　あの後、部屋に懐石料理が運ばれてきて、おいしくいただいた。

　八寸や椀物などどれも見事で、なかでもメインの肉料理のとうや湖こ和牛のステーキは最高級の霜しも降ふりで、舌で蕩とろけていった。

　料理に合ったお酒をたくさん用意してもらって、珍しく悠希さんも酔っているのか、ボソッと口にした。

「そうですね。いろいろな夫婦の形がありますよね」

　私は両親の姿を思い出す。あの事件の時、『夫は絶対にそんなことをしません』と、毅然とマスコミに言い放った母。三人で引っ越してからも、慣れないパートをしながら家計を支えていたが、いつも家の中は明るくて、笑顔が溢れていた。父も母もお互いをどれだけ愛していたかわかっていた。

「今回の件はお互いがすれ違っていただけだったのかもしれない。でも、世の中には憎み合う夫婦も多い」

　確かに昨夜見ていた資料の中には、さまざまな事例があった。夫が事業に失敗し、妻がそれを不満に思い、常に夫を責め立てていた。夫はそんな妻の態度に嫌気がさして浮気をした。そんな夫婦もいた。

「確かに本当の愛があれば、どんなことになっても夫と助け合って生きていける気がします」

　両親を思い出してそう言えば、悠希さんは自嘲気味な笑みを浮かべた。

「それは理想だな。結婚はこうして利害が一致している方がうまくいく気もする」

　その言葉にズキッと心が痛む。やはり悠希さんには愛など必要ないのだろう。

「俺の父親には会ったよな」

「はい。とても尊敬できる方です」

　勤務先のグループの社長、そして義理の父としてもよくしてもらっている。

「そうだな、そう見えるかもしれない」

「え？」

　その含んだ物言いに、私は問いかけた。

「父は尊敬できる人だが、結婚は失敗している。今の母は、俺の産みの母親じゃないんだ。俺は物心ついた時から実の母だと思っていたが、一度事故で輸血が必要になった際、母と血液型が合わなかった」

「そんな……」

「その時初めて、俺は実の母親の存在を知った。実の母親は俺が物心がつく前に、家を出ていったそうだ。俺は血の繋がらない母に騙されていた気がして、真実を隠されていたことに怒りを感じた。実の母は俺を捨てたんだろう。そんな母親の血が流れている俺が、結婚なんて向いているわけがない。今回の結婚もそんな俺を見かねて父がお膳立てしたものだ」

「そうだったんですね」

　初めて聞く彼の過去に私はキュッと唇を噛んだ。

「俺は愛がわからない人間だし、誰も幸せにできない」

　そう言いながらどうして、そんなに切なそうな瞳で私を見るのかわからない。こんな結婚をしたことに罪悪感を持っているのだろうか。でも、これは私が言い出したことだ。悠希さんが悪いと思うことなどない。

「私は幸せにしてほしいと思っていません」

「天音？」

　少し微笑みながら言った私に、悠希さんは意味がわからないといった表情を浮かべて視線を揺らがせる。

「私もあの家を出たいだけで結婚を迫ったんです。悠希さんが気にすることなんてないんです」

　この気持ちに嘘はない。私は彼のことが好きだし、こうして一緒にいられるだけで幸せだ。あの虐げられた日々を思えば、どれだけ恵まれているだろう。

　きっと、この結婚が終わった後、私は二度と結婚することはない。一度も好きな人に抱かれることを知らずに一生を終えるなら、チャンスは今しかないと思った。

　私は目を閉じて大きく息を吐くと覚悟を決める。

「気持ちはなくても大丈夫です。だから本当の夫婦にしてくれませんか？」

　私みたいな魅力のない人間がそんなことを願うのは図々しいと思う。でも、私は身体だけでも繋がりが欲しい。

「天音？」

　一世一代の勇気を振り絞った私に、完全に戸惑った声音の彼が私の名前を呼ぶ。

「私、ずっと誰ともお付き合いしたことないんです。このまま人生が終わるのは嫌なんです」

　もちろん誰でもいいなんて思っていない。でも、本当の想いを伝えてしまえばきっと、悠希さんは私をそばにおいてくれないと思う。

　だから、この気持ちは隠していくから。

「抱いてください」

　きっぱりと言った私に驚いたのか、悠希さんがその場に立ち上がる。

「そんな風に自分を安売りするな。いつか愛する人ができた時にしろ」

　私の顔を見ることなく、悠希さんは立ち上がるとテラスへと行ってしまった。

　やっぱりダメだったか……。

　こんな素敵な場所に来たせいか、浮かれて身のほど知らずなことを口走ってしまった。私なんかに彼が魅力を感じるわけがない。こんな女らしくもない私。

　彼の周りにはハイレベルな女性ばかりいるはずだ。そんな人たちですら、彼の心を掴めなかったのに、私みたいななにも持っていない人間なんか……。

　涙が零れそうになるのがわかり、私は寝室へと逃げ込んだ。泣いている私を見れば、優しい悠希さんはきっと気にするはずだ。だから見せないようにしないと。

　キングサイズのベッドに倒れ込むと、枕に顔を埋めた。そして漏れる嗚お咽えつを隠すように、ギュッと唇を噛みしめた。

　身体だけでも好きな人と繋がりたいなんて思った私は、ずるくて卑ひ怯きょうな人間だ。これ以上望んだらいけない。

　そう思っていた時だった、肩に触れられたと思った途端、くるりと身体の向きを変えられた。

　私の上にまたがり、切ない目で私を見下ろす悠希さん。

　しばらく無言で見つめ合っていると、不意にゆっくりと唇がふさがれる。

　驚いて目を閉じることすらできなかった私は、初めてこんなに至近距離でブラウンの瞳を見た。

　目を閉じず唇だけが触れ合っている今の状況に、わけがわからない。

　でも、今一番近くに彼がいることだけが現実だった。

「俺は誰も愛せない。それでもいいのか？」

　驚きすぎて、固まっていた私だったが、その言葉に小さくうなずいた。

　このチャンスを逃したら、きっと私は愛する人に抱かれることは一生ないだろう。

　彼の瞳にはまだ迷いのような揺らめきがある。

「私でもその気になれますか？　こんな女らしくない私でも……」

　そう言うと彼は真剣な瞳のまま、縫い留めていた手を離し、するりと頬を撫でた。

「誰がそんなことを言った？　天音は綺麗だ」

「っ」

　まさかそんな言葉をもらえると思っていなかった私は、また涙が零れ落ちる。

「私なんかって言葉は禁止したはずだ」

「そうはいっても自信なんてない……」

　正直に思いを吐露すると、彼は私の浴衣に手をかけた。

　ドクン、ドクンと自分の鼓動がうるさくて、自ら誘ったにもかかわらず固まってしまう。

　これではやめると言われてしまう。そんな思いから、必死に手を伸ばして彼の頬に触れた。

　緊張でどうにかなりそうだけれど、拒否はしていない。そう伝えたかったのだ。

　そんな私の手を彼が握った。

「俺も余裕がない。やっぱりやめたいと言われても止まれる自信がない。今までひとつ屋根の下にいる天音にどれだけ触れたいと思っていたかわかるか？」

　その熱の孕はらんだ瞳に、さらに心臓は大きく高鳴る。ただの欲求だとしても、そんな風に思っていてくれただけで十分だ。

「言いません」

　声が掠れてしまったが、そう伝えると、悠希さんはゆっくりと浴衣の腰ひもを外し、胸もとの合わせを広げると、私の鎖骨に触れ口づけた。そして何度も私の身体に口づけながら、あっさりと浴衣も下着も脱がしてしまった。

　私は羞恥から目を閉じていたが、なんとなく視線を感じて少しだけ目を開けた。

　なにも身にまとっていない私を見下ろす彼に、慌てて隠そうと身体をひねるも、すぐに制される。

「見せろ」

　その言葉と同時に頭上で手を縫い留められてしまい、身動きがとれなくなる。

「綺麗だ」

　私を愛していないのに優しく触れてくれる彼に涙が出そうになる。

　どんな女性にもそんな熱のこもった瞳を向け、甘いセリフを囁いていたのだろうか。

　とびきり綺麗な女性たちを相手にしてきたはずの悠希さんに、私はつい逃げ道を作るように口を開いた。

「女性らしくもないし、胸も大きくないし、楽しんでもらえるような身体じゃないですけど、今日はエステにも行かせてもらったし……」

　なにを言っているのか自分でもわからない。綺麗だなんて褒められることにも慣れていないし、それ以前にこういったことが初めてなのだ。

　今の私はきっと全身真っ赤だと思う。それぐらい身体が熱くて仕方がない。羞恥心の中にも、大好きな人に触れられる喜び。こんな感覚が自分にあったことに驚いてしまう。

　ささやかな胸に彼の手が触れ、もう片方の胸に彼の唇が落とされる。

　まるで電流が流れたかのような感覚に、自分のものとは思えない甘ったるい声が出て、私は唇を噛んだ。

　手で口を覆いたいが、今も頭上で縫い留められているためそれも許されない。

「天音、唇は噛むな。素直に声をあげて、反応してくれた方が俺は嬉しい」

「でも……」

　声を出したことなどないし、まさか自分がこんな風になるなんて想像もしていなかった。

「そんなことを考える余裕があるのがいけないな……」

　不穏な言葉が聞こえたと思うと、悠希さんは私の手首から手を離し、いきなり誰も見たことのない場所に触れてきた。

「んッ」

　鋭すぎる快感に、どうやったら声を我慢できるかなんてわからない。

「ダメ、悠希さん」

　しびれるような快感に理性を持っていかれそうになり、私は懇願するように首を振ってみせる。

「天音がいいって言ったんだろ」

　そう言うと、手と唇の動きを激しくする。

　何度も絶頂に導かれて、もうなにも考えられないほどぼんやりしていた私に、彼が問いかける。

「天音、本当にいいんだな？　俺のものにして」

　今さらやめると言われたら、もうおかしくなりそうだった。

「早く、して……」

　なにも考えられなくなっていた私は、そう言って彼に手を伸ばした。

「煽あおるなよ、これ以上」

　その声が聞こえたと思ったと同時に、一気に彼が入ってきて圧迫感で息が止まる。

「天音、息をしろ」

　なじむまで待ってくれているのか、動くことなく、何度も私にキスをしてくれる彼に、私は大きく息を吐いた。

「いい子だ」

　優しく髪を撫でられて、愛する人とようやくひとつになれたことに嬉しさが募る。

　目の前には額に汗が光り、苦痛にも見える彼の顔があった。

「大丈夫です。だから好きにして」

「天音、お前って」

　そう言うと、悠希さんは律動を開始した。少しの傷みの後、さんざん慣らされていた私の体はすぐに快感を拾い始めた。

　何回目かわからない交わりの後、私は意識が飛びそうになる。

　その時、悠希さんの声が聞こえた気がした。

「悪い、天音」

　どうして謝るの？　愛がないのに抱いたから？

　そう尋ねたかったが、それは叶うことなく眠るように意識を失った。










明らかになる事実と策略




　北海道から帰ってきた日から、気づけば三カ月が経ち、夏の暑い日差しは穏やかになり、過ごしやすい季節になった。

　そんな中、一番の変化は、私が悠希さんの部屋で一緒に眠るようになったことだ。

　初めて抱かれた後、彼が呟いた謝罪の言葉が気にならないと言ったら嘘になるが、少なくとも私と一緒に眠ることが嫌ではないようで、多少は心を開いてくれたのかと嬉しさが募る。

　誰かと一緒に眠ることなど数十年ぶりの私は、初めての朝、隣に眠る悠希さんを見て泣けてきたほどだ。

　体を重ねる日もあれば、なにもせず抱きしめられながら眠るだけの日もある。愛がない結婚とはいえ、幸せすぎて怖いぐらいだ。

　今日も、悠希さんの寝顔をこっそり数分眺めた後、私は彼を起こさないようにベッドを出てキッチンへと向かう。

　お互い仕事をしているといっても、私の方が帰る時間が早いため、料理は私が担当している。忙しい彼にはきちんと食事をとってほしい。

「おはよう、今日もありがとう」

　スーツに着替え、ジャケットを片手に階段を下りてくる彼に、笑顔で挨拶を返す。

　一緒に食事をとった後、先に出かける悠希さんを見送るためにリビングを出た。

　広い玄関には日差しが降り注いでいて、スーツ姿の悠希さんに見み惚とれてしまいそうになる。

「行ってくる。午後からは事務所に戻るから」

　今日は朝から謁見に行くため、いつもより少し早い出社の彼。

　今はこの姿になっても、仕事の口調になることはなく表情も穏やかだ。初めの頃が嘘のようで、心を許してもらえているようで嬉しい。

「はい、いってらっしゃい」

　彼を見上げてそう伝えると、悠希さんはリップ音を立ててキスをする。それはだんだんと深くなってきて彼の手が腰に回る。

「遅刻しますよ……」

「うん、そうだな」

　キスの合間にそう言うも、一向にやめる気配がなくて私はそのまま流されそうになり、慌てて筋肉質な彼の胸を手で押して軽く睨みつける。

　最近こうして私をからかって楽しんでいる気もする。

「最近の悠希さん、意地悪です」

　今のキスで涙目になってしまっていて、説得力はないかもしれない。

「朝から天音がそんな顔をしているのが悪い」

　放心状態の私をよそに、クスッと笑うと悠希さんは出かけていってしまった。

　いったいどんな顔をしているというのだ。

「甘いな……」

　パタンと閉まった扉に向かって呟いて、自分の唇に触れる。本当の新婚夫婦のような気がしてしまう。

　愛しいと思ってくれているのだろうか？　このまま幸せにふたりで生きていける？

　そんな淡い期待を持ってしまい、慌てて自分を戒いましめる。今まで幾度となく襲った悲劇を思い出せば、幸せが怖いのも仕方がないかもしれない。

「いけない、急がないと」

　ぼんやりとしていた私は、自分も出勤時間が迫っていたため、急いで支度を始めた。

　少し肌寒くなってきたこともあり、ブラックのパンツに落ち着いたベージュのニット、その上から薄手のジャケットを羽織る。

　十月は私が一番好きな季節かもしれない。木々が色を変え始めた街並みを見ながら、私は事務所へと足を踏み入れた。

「おはようございます」

「おはよう」

　すでに来ていた人たちに挨拶をしつつ、コレットシステムズの案件はチームで業務を行っているため、山岸先生たちのもとへと向かう。

「宮下さん、この件ヒアリングお願いできる？」

　山岸先生の声に、私が「はい」と返事をしてくるりと椅子を回せば、ジッと彼の視線を感じた。

「山岸先生？」

　普段から女性との距離は近い人だし、悠希さんとは真逆のタイプの山岸先生だが、こんなにマジマジと見つめられたことはなく、少し後ろに下がった。

「天音ちゃん、顔色が悪くない？　リップの色かな？」

「え？　そうですか？」

　その言葉に自分が恥ずかしくなってしまう。ただ心配してくれただけなのに、なんて自意識過剰なのだろう。

　恥ずかしさを隠すように、手で自分の顔をあおぎながら彼の言葉に頭をひねる。

　自分ではあまり気にしてはいなかったが、顔色が悪いだろうか？

　リップの色も特に変えていない。しかし、そう言われれば少し胸やけがするかもしれない。悠希さんに喜んでほしいばかりに、夕食をたくさん作っているから、食べすぎただろうか。

「本当に山岸先生って女の人をよく見てますよね。さすがです！　彼女が三人いるって噂で聞きましたよ」

　桜木さんの言葉に、私はクスッと笑いながらも昨日の夕食を思い出していた。

「そんな言い方ないだろ？」

　ため息交じりの山岸先生は桜木さんといつも通りの会話を繰り広げている。

「でも天音ちゃん、本当に少し顔色が悪いわよ？　慣れない仕事で疲れたのかしら？」

　隣でそんなやりとりを見ていた友麻さんが、ジッと私の顔を見つめる。ほぼ毎日顔を合わせている彼女にまでそう言われてしまい、私は思い当たることを探す。

　もうすぐ生理がくるせいもあるかもしれない。そこまで考えたところで、ハッとカレンダーに目を向けて、冷や汗が零れ落ちそうになる。

　最近忙しくすっかり忘れていたが、予定日はとっくに過ぎていた。

　元来私は生理不順になることはほとんどない人間だ。結婚や引っ越しなどいろいろあったため遅れているのだろうか。

　もしかしたら……という考えを追い出そうとするも、一度よぎった可能性が頭の中を駆け巡る。

　悠希さんはいつでもきちんと避妊をしてくれていた。会ったばかりの時も、『人を愛さない。子供なんてもっと必要がない』と言っていたし、私以上にそのことには気を付けていたはずだ。しかし確証はない。

「天音ちゃん、大丈夫？」

　山岸先生が顔を覗き込んできたが、そんなことを気にすることができず私は呆然としていた。

「早めの休憩に行ってきたら？　昼から沢渡先生も戻られるでしょ？」

　友麻さんの提案に、私がすることはひとつしか思いつかなかった。

　すぐ近くにドラッグストアがあったはずだ。

「あの、ありがとうございます。それでは少し早いですが休憩いただきますね」

　パソコンを閉じると、私はバッグを持って立ち上がった。

　まだ昼前ということで外に事務所の人がほとんどいなくてホッとしつつ、人目を気にしながらドラッグストアへと向かい、妊娠検査薬を購入した。

　本当なら会社ですべき検査ではない。そうは思うも、この不安をどうしても拭ってしまいたかった。

　バッグを持ったまま、トイレの個室に入り、呼吸を整えてから検査をする。

　箱には十分ほどで結果が出る、そう書いてあるが……。そんな時間を要することなく、くっきりと浮かび上がるライン。私は頭が真っ白になっていく。

　どうしよう。悠希さんに話さなければ。そう思う気持ちと、知られたらもう一緒にはいられない――。そんな気持ちが交錯する。

　とりあえず、まだ検査薬だけだ。間違いということだってある。

　背中に冷汗が流れ落ちるのを感じながら、しばらくトイレの中で放心していた私だったが、休憩時間が終わるということを思い出した。

　仕事はしなければ。そう思いフロアへと戻った。

「大丈夫？　やっぱり顔色が悪いけど」

「はい、ありがとうございます」

　友麻さんに曖昧な笑みを浮かべる。内心はまったく穏やかではない。

「宮下さん、ちょっといい？」

　フロアの入り口から聞こえた声にドキッとした。それは紛れもなく悠希さんの声だ。いつの間にか出社してきていたのだ。

　果たしていつも通り振る舞えるだろうか。ドキドキと心臓の音がうるさくて返事ができない。

「天音ちゃん、沢渡が呼んでるよ？」

　山岸先生の声に、私は無言で立ち上がった。

　俯いたまま自分のパソコンを手にすると、悠希さんの個室へと行く。

「宮下さん、Ｓ社の答弁書の清書はできてますか？」

　冷静な抑揚のない声は、仕事用だとわかっているのに、なぜかキュッと胸が締めつけられる。

　妊娠しているかもしれないことを伝えたら、どんな反応をしますか？

　心の中で問いかけていると、返事が一瞬遅れた。

「あっ、はい」

　私がそう答えたところで、小さくため息が聞こえた。

「なにかありましたか？」

　明らかに変な態度をとってしまったのだから、怪訝に思われても仕方がない。しかし、今この場で話せる内容でもないし、悠希さんの反応が想像もつかなくて怖い。

「いえ、なにも……」

　それだけを言うとすぐに言われた資料を手渡した。悠希さんはなにも言わずに確認する。

「問題ありません。戻って結構です」

　朝までは幸せだったのに、今は気まずい空気が流れている。それは私のせいだと理解はしていても、なにもなかったように振る舞える余裕がなかった。




　その日から数日、バタバタと忙しく定時で帰れる日がなく、産婦人科へ行く時間がなかった。しかし、今日は比較的仕事も落ち着いているし病院で確認したい。

　あれから、少し疲れたことを言い訳に、家でも悠希さんと距離を取ってしまっている。そんな私を悠希さんは心配してくれているのに、夜も避けるように背中を向けて眠っていた。そんな私に彼はきっと、なにかを感じているとは思うが、時間が欲しかった。

「あの、今日は定時に帰らせていただいてもよろしいですか？」

　私のその問いに悠希さんは怪訝そうな表情をした。今までもほとんど残業がない私だが、悠希さんが忙しい時は率先して仕事を引き受けていた。こんな申し出をしたのは初めてだったので不審に思ったのかもしれない。

　しかし、もちろん悠希さんはそれをＮＯと言うような上司ではない。

「もちろんです。仕事さえきちんとしてくれれば、あとはなにをしようが問題ありません」

　仕事をしてくれればそれでいい。そう言われたことにショックを受けてしまった。

　ただ、定時に帰る許可が欲しかっただけだが、思わぬ冷たい物言いに心の中が冷たくなっていく。

　結婚だって悠希さんにとっては仕事の一部だ。予想外の妊娠など決して歓迎されるわけもない。

　とりあえずはっきりさせるしかない。もしかしたら検査薬が間違っている可能性だってある。

　私は悠希さんの部屋を出て休憩室へと行くと、スマートフォンで少し離れた場所の産婦人科を予約した。




　なんとかその日の仕事を終え、私は数駅電車に乗り、予約していた産婦人科へと向かう。

　ピンク色のかわいらしい外観の病院で、小さな赤ちゃんを連れたお母さんや、お腹の大きな女性がたくさんいて雰囲気も明るい。

　受付の女性に保険証を提示すると、問診票を渡された。

〝来院の理由〟

　その文字にヒヤリとしてしまう。いくつかの選択肢から、【妊娠の確認】の項目をチェックした。

　本当に妊娠していたらどうしようと、ドキドキして仕方がない。

　幸せそうにお腹をさする女性の姿に、私も自分のそれに視線を向けたりして待っていると、「沢渡さん」と名前が呼ばれた。

　一瞬誰のことかわからなかったが、戸籍上私は沢渡姓で、保険証もその名前だ。

　結婚したんだと、初めて実感したかもしれない。そんなことを思いながら、診察室へと足を踏み入れた。

　椅子をくるりと回して私の方へ向いた先生はとても優しそうな女性で、手に持っていた問診票に視線を落とした後、私の顔を見た。

「それじゃあ、診てみましょうね」

　穏やかな声に、かなり緊張しつつ私はベッドに横になった。ひんやりとした超音波がお腹に当てられる。

　少しして先生はモニターを見ながら、ある場所で映像を止めた。

「わかるかな？　これが赤ちゃん。心拍も確認できるわね。八週ぐらいかな」

　小さな豆のような形の中に、確かにドクドクと動いているものがある。

　それを見て私はなんとも言えない気持ちが沸き上がってくる。涙が出そうになるのをこらえつつ、私はハッとする。

「あの、本当に少しお酒も飲んでしまったのですが大丈夫ですか？」

　悠希さんにどう伝えるか考えていたはずの私だったが、口から出たのは赤ちゃんを心配する言葉ばかり。そんな自分に驚きつつ先生に必死に尋ねていた。

　もうこの子を守ろうと思っている自分。産むか産まないかなんて悩むまでもなかったのだ。

　離婚をして家を出るとなると、今の仕事もやめることになるだろう。まだ勤めて半年も経っていない。中途半端なことをするのは最低だが、どこか遠い土地へ行って、パートでもなんでもしてお金を稼げば、この子とふたり生活はできる。

「大丈夫よ、それぐらい。知らなかったんだしこれから気を付ければいいわ。あと、今の時期は夫婦生活はやめておいてね」

　赤裸々な言葉に真っ赤になってしまう。確かに同じベッドで寝ているから、抱かれることも多い。気を付けなければいけないことだ。それにはやはりきちんと妊娠のことを伝えなければ。

　また振り出しに戻ったような気持ちになっていると、先生がまだまだ小さくて、赤ちゃんだとわからないぐらいの写真を私に渡してくれる。

「母子手帳ももらってきてね」

「はい」

　静かにそう答えると、私はお礼を伝えて診察室を後にした。

　既婚ということもあってか、産むか産まないかの質問はもちろんなく、むしろ『おめでとう』という雰囲気が漂う。

　次の予約を取ると、私は病院を後にした。

　いろいろなことをぐるぐると考えていた私は、ぼんやりと夕方の街を歩いていた。

　ベビー用品や小さなワンピースが飾られているのが目に入り、一軒のショップの前で足を止める。

　子供を持つなどとうに諦めていたが、新しい命が確かに今、ここにいる。

　そんな感慨にふけりながら私は家へと戻った。

　玄関のドアを開けると、いつも誰もいないその家に、明かりがついていた。

　もしかして悠希さんが帰っているのだろうか。腕時計を確認すると、もうすぐ二十時になろうとしていた。

　まさか自分でもこれほど長い間、歩いていたとは思わず驚いてしまう。

　定時に帰ったのに、連絡もせずこんなに遅くなってしまった。それに夕飯の準備もしていない。

　慌ててリビングを開ければ、まだスーツ姿の彼が立っていた。

「どこに行ってたんだ」

　まるで検事と対峙する時のような冷静な口調で問いかける彼に、私は目を泳がせる。

　正直に話すなら今このタイミングがいいだろう。けれど今の悠希さんからは怒気が感じられて、とても妊娠を打ち明けられる雰囲気ではない。

「ごめんなさい、少し買い物を」

　苦し紛れの言い訳に、悠希さんは私の手もとを見た。

「なにも持ってないのに？」

　いつもの仕事用のバッグ以外、私はなにも手にしていない。病院へ行ってブラブラしていただけだ。

「それは……」

　どうしよう、なにから伝えればいいのだろうか。そう思っていると、いきなり悠希さんにドンと壁に囲われた。そして、なにも言葉もないまま、口をふさがれる。

　今までのような優しいキスではなく、罰するかのような強引なキスに私は驚いて目を見開く。

「秘密は持っても構わないが、今は俺と結婚していることを忘れるな。それとも、もうやめたくなったか？」

　怒気を含んだその言葉は、最後は冷笑に変わる。冷ややかな彼の表情に、頭から氷水をかぶったように身体が冷たくなっていく。

　確かに私たちは離婚前提の政略結婚をした。そうだ、ただ、私たちはそれだけの関係だ。

　もしこの子を産んではいけないと言われたら？　そんな気持ちが頭を巡る。

　なにも言えずにいると、彼は私の服を脱がし始めた。荒々しく、ただ義務のように愛あい撫ぶする彼。

　そこで病院の先生の言葉が頭に浮かぶ。

　赤ちゃんが――。

「嫌！」

　とっさに私は思い切り彼の胸を押した。まさか私が拒むとは思っていなかったのか、驚いて目を見開いた悠希さんのブラウンの瞳とぶつかる。

「妻の役目も果たせないのか？」

　悠希さんからそんな言葉が出たことが信じられなくて、絶望に似た気持ちが襲う。

　そうだ、私はもう役目も果たせない。

「離婚してください……」

　この子を守るには、今はそれしかない気がした。いろいろなことがあり、考えてから話すことができない。

　零れてしまった言葉に、自分でもハッとしたが、言ってしまったことは取り消せない。心の中はぐちゃぐちゃで、もうなにがなんだかわからなかった。

　ついこの間まで彼のことが大好きで、幸せだったのに……。

　妊娠すると情緒不安定になると聞いていたが、それも関係しているのかもしれない。

　ポロポロと涙が零れ落ち、血が滲みそうなほど唇を噛みしめていた。鉄分の味がして、私はそのことに気づいた。

「離婚は認めない。まだ契約中だ」

　そう言うと、悠希さんはなにも言わず二階へと上がっていってしまった。

　どうしてこんなことに……。ズルズルと床へと座り込んだ。

　やっぱり彼には愛などなく、妻としての役割を果たせる人しかいらないのだ。

　宮下の家の名前と、結婚という事実だけがあればいいのだ。

　でも……。

　どうしていいかわからず、私はその場で泣き続けた。




＊　＊　＊




　自分の部屋へ戻ると、俺はドン！と壁を思い切り叩いていた。手に痛みが走るも、そんなことは気にならなかった。

　ここ数日、天音の態度がおかしいとは思っていた。

　そして今日事務所に戻った時に、天音と山岸が親密そうにしている姿を見かけてしまった。

　その時の、鈍器で殴られたような心の痛みと苛立ち。

　俺のものになにをしている。天音もどうして山岸にそんな笑みを向けているんだ。

　初めて感じた醜い独占欲に唖然としてしまった。

　しかし、俺はそのことを天音にもちろん伝えることなどできなかった。

　仕事中も天音の態度はどこかおかしく、定時に帰りたいと初めて言われた。

　そして夕方、気になって山岸の部屋を確認すれば、案の定、彼の姿はなかった。

　考えたくもないが、もしかして一緒にいるのか？

　俺のような男より、社交性もある山岸の方がよくなったのだろうか。

　考え始めれば止まらない、どす黒い感情。

　こんなことがなければ天音に対する思いに気づけない俺はどうかしている。

　今まで周りにいた女性に対してなんの感情も持ったことはないし、とりあえず男としてこうしておけば女性は喜ぶ。そんなことを考えて、スマートな対応をしてきた。

　誰かを愛することなど俺にはない。だからこそ離婚をしようとしている男女を見て、こんなにも憎しみ合うくらいなら結婚などしなければいいのに。そう思っていた。

　ストーカーをする男の気持ちも、貢ぐ女の気持ちも理解できなかった。

　しかし、天音が他の男に気持ちが向いているかもしれない。そう思った途端、なにも考えられず唇をふさいでいた。

『好きな人ができた』

　そんな言葉を聞いてしまったらどうすればいいのか。その思いからだったが、天音の怯おびえた顔を見てハッとした。

　こんな最低な結婚をしたにもかかわらず、いつも俺に笑顔で接してくれていた彼女をあんな顔にさせてしまった。

　俺に触れられるのを拒絶された事実に打ちのめされる。

　もう終わってしまうのか。俺のことなど嫌になってしまったのだろうか。

　そうであっても、さっきみたいに一方的に自分の感情をぶつけるなんて最低だ。

　俺はそっと部屋を出ると、リビングへと向かう。天音はもう自分の部屋に戻っているはずだ。

　そう思っていた俺だったが、ソファに小さく丸まっている彼女を見つけた。

　眠っていたが、目じりにははっきりと涙の跡があった。泣かせたくなんてないのに。

　そっと、抱き上げても疲れているのか、起きる気配はない。

　いつも通り俺の隣に寝かそうとも思ったが、先ほどみたいにまた拒絶をされてしまったら、俺は自分でもどんな態度をとってしまうのか、想像がつかなかった。

　彼女の部屋にそっと寝かせ、目もとの涙を拭う。

「ごめん……」

　起きている本人に伝えなければいけない言葉を、眠る天音に小さく呟いた。




＊　＊　＊




　翌日、目を覚ますと柔らかなベッドの上にいる自分に驚いた。

　昨日は少しだけ気持ちが悪くなり、ソファに丸まったところまでは覚えているが、それからの記憶がない。

　きっと悠希さんが運んでくれたのだろう。

　昨日、悠希さんはただでさえ気分を害しているようだったのに、妻として抱かれることも拒否してしまった。でも、赤ちゃんを守るためにはそうするしかなかったのだ。

　悠希さんにとって子供は不要なものだから、妊娠が知られてしまえば無理やり堕だ胎たいさせられてしまうかもしれない。私にはそんなことは絶対にできない。なんとしてもお腹の子を無事に産まなければと決意を新たにする。

　ベッドから降りて、ワンピースに着替える。なるべく身体を締めつける服装は避けたかった。

　いつもより少し早い時間だったが、朝食を作るためにキッチンへ向かった。

　一番に早炊きモードで炊飯器をセットして冷蔵庫を開ける。そしておかずを作っていく。炊飯が終了した音を聞いて開けると、途端に吐き気を感じて、うっと手で口を押さえた。

　今まで平気だったのに、妊娠しているとわかった途端つわりは始まるものだろうか。

　ため息交じりに息を止め、炊き立てのご飯をしゃもじで混ぜる。味噌汁や卵焼きの匂いは平気で、安堵しつつ支度を続けた。

　ダイニングテーブルにそれらを並べると、私は自分の部屋へと戻った。

　昨夜の状態からどんな顔で彼と会えばいいのかわからないし、あまり食欲もない。

　どんどんと彼との溝が開いてしまう気がしたが、離婚を切り出したのだから当然なのかもしれない。

　しかしその反面、寂しくて、不安で仕方がない。本当にこんな私がひとりで子供を産んで育てられるのか。

　やはり悠希さんに話すべきかもしれない。

　そんなことを悩んでいる間に、いつの間にか出勤の時間になっていた。

　悠希さんはきちんと食事をして、出かけただろうか。

　出勤の支度を済ませ、少し重い身体を奮い立たせて、部屋を出た。

　一階はシーンと静まり返っていて、テレビの音もしない。テーブルに目を向けると朝食はなくなっており、キッチンへ行けばきちんと食器が洗われていた。

　食べてくれたことは素直に嬉しかったが、なにも声をかけてくれなかったことに寂しくなる。

　私はいったいどうしたいのだろう。

　離婚は認めない。そう悠希さんは言っていた。

　これからどうしよう……。

　そんなことを思いながら、私はいつも通り仕事へと向かった。




　それから数日、私たちは結婚当初のような生活に戻っていた。

　いや、それ以上にひどいかもしれない。あの頃は朝食だけは一緒に食べていたが、今はそれも別々にしている。

　私はつわりがひどくなってきたせいで食べられるものが限られていて、パンしか喉を通らない。リンゴも多少食べられる時もあるが、高い確率で無理な日が多い。

　そんな姿を見せるわけにいかなくて、私は悠希さんと顔を合わせないよう部屋に閉じこもっている。そんな私に、彼もなにも言ってこない。

　昨日も、仕事帰りに病院へ健診に行ったのだが、体重の減少と栄養不足で、このまま続くと入院もあると言われてしまった。赤ちゃんのためにきちんと食べなければと思っているのに、どうしても身体が受け付けない。

「天音ちゃん、今日のお昼それだけ？」

　会社でのランチも、ゼリー飲料やパンなどを持ってきて食べるようになった。

「はい、ちょっと食欲がなくて」

「それって、沢渡先生のせい？」

　ズバッと言われてしまい、私は口ごもった。

　お昼休憩の時間ということもあり、近くには他の人たちはいない。

　私と悠希さんとの関係が悪くなっていることは友麻さんも気づいているようだ。

　苦笑した私を見て、友麻さんは大きなため息を吐いた。

「最近のふたりを見ていて、うまくいっていると思ってたんだけど……。なにかあった？　やっぱり沢渡先生の問題？」

「そんなことないです。本当に先生はよくしてくれてます」

　その言葉に嘘はない。悠希さんは優しくしてくれていた、こうなってしまったのは自分が避け始めたからで、彼に責任はないのだ。

「そう、それならよかったけど……。先生はいろいろな人を見すぎてる上に、ご自身のご両親のこともあって、結婚や恋愛を難しく考える傾向にあるから……」

「そうですね……」

　北海道で聞いた話では、実の母親をよく思っていないようだったし、隠し事をしていた今のお母様のことも信用できないみたいだ。

「弟さんとも、昔はとても仲がよかったと聞いていたけど、今は少し疎遠になっているのかも」

　その後、友麻さんは弟さんについても教えてくれた。瑠る偉いさんという名前で、今はＳＡＷＡＴＡＲＩの関連会社で重要なポストについているらしい。

　いきなり大切な弟と半分血が繋がっていないと知った時、人はどんな感情になるのか、私では想像もできない。そんな背景があるからこそ愛や恋など信じていないし、政略結婚をなんとも思わなかったのだろう。

　私は確かにいろいろなことがあったが、両親の愛情を疑ったことはない。ずっと愛のある結婚を夢見ていたし、結婚は互いの想いが通じ合ってするものだと思っていた。でも、悠希さんの過去からすればそれは必要ないのかもしれない。

「別に今のお母様にひどくされたとかはないそうよ。血の繋がりがないのによくしてくれたって言っていたもの。それにそのことを天音ちゃんにも話してたのね。それなら安心だわ」

　信用はしてくれているかもしれないが、愛情とは別だ。

　複雑な思いで私は友麻さんの話を聞いていた。悠希さんの話題が出て、また気分が沈んだせいか、目の前のゼリー飲料が喉を通らなくなっていく。

「なにか思い違いで喧嘩したのかなって思ったの。私が話したことは内緒にしてね」

　苦笑交じりに言う友麻さんに、私はうなずいて理解したことを伝える。

「それにしても、合併もうまくいきそうだし、今日は祝杯かな？」

　話を変えるように明るい声で友麻さんが言うと、私に視線を向ける。

「多分、山岸先生がお祝いで飲みに行こうって言い出すと思うわ」

　コレットシステムズのＭ＆Ａの件は、最終合意を終え今日あたりで終了する予定だ。

　しかし、これだけつわりの症状があると、悠希さんでなくても、誰かに気づかれてしまうのでは。そんな不安もあった。

　もし祝杯の席が設けられたら、なんとしても避けたいところだが……。

「ただいま」

　そう思っていた矢先、山岸先生の声が聞こえて私たちはそちらの方を見た。声の感じからも、うまくいったことがうかがい知れる。

「さあ、今日は飲みに行こうか」

「さっそくですね」

　そんな会話が繰り広げられているその後ろに、悠希さんの姿が見えてドキッとしてしまう。

　普通に接すればいいのに、妊娠を隠しているせいか後ろめたくて視線を逸らしてしまった。この態度がいけないことはわかっているのにと、自己嫌悪に陥っていく。

　こんな私をよそに後ろでは話が進んでいった。

「今日は祝杯だな。天音ちゃんももちろん参加だよな」

　考え事をしていた私は、ほとんどなにも話を聞かないまま「はい！」と返事をしていた。

「沢渡も今日ぐらいは行くだろ？」

「ああ」

　悠希さんの返事を聞いて、私もようやく自分が承諾していたことに気づく。

「ええ！　沢渡先生と山岸先生も参加する飲み会ですか？　私たちも行っていいですか？」

　いつの間にか、他の事務の女性やパラリーガルたちがそう口にする。

「ああ、みんな今日はお祝いしよう」

　いつも楽しいことが大好きな山岸先生のその言葉に、一気にフロア内は盛り上がっていった。私だけ今さら行かないなど到底言える空気ではない。

　小さくため息が零れ落ちた。




　定時を少し過ぎて、集まることになったのはＳＡＷＡＴＡＲＩビルの最上階。

　こういった社内の集まりや記者発表会、レセプションができるように、広いラウンジのようなスペースがあり、依頼をすると一流の料理人やホテルスタッフも来てくれるらしい。

　高い天井にはシックな照明が飾られ、ゆったりと座れるソファや、立ったまま飲めるバースペースなど、モダンでおしゃれな空間は別世界のような気がした。

　今日のこの会は、桜木さんが手配をしてくれたようで、一流ホテルの名前が入ったコックコートを着たシェフがオープンキッチンで料理を振る舞い、バースペースには品のよいバーテンダーがいて、各々好きなアルコールを頼むようになっていた。

　結局どこから聞きつけてきたのか、受付の女性や、その女性目当ての弁護士の先生、関連会社の営業マンなどたくさんの人で溢れかえっている。

　山岸先生の顔の広さに驚きつついると、彼が私たちに手を振る。

「こっちこっち」

　もはやただのパーティー会場のような雰囲気に苦笑しつつ、私はとりあえず隅の人の少ないソファへとひとり腰を下ろした。友麻さんは昔からの知り合いがいたようでそちらへ行ってしまった。

　人も多いし、アルコールはもちろん口にできない。やはり断るべきだったと思ったが、なんとなく盛り上がりを見て言えずにここまで来てしまった。

　それを後悔していると、たまに挨拶をするぐらいの弁護士の先生がいきなり横に座った。

「宮下さんだよね？」

　顔は赤く酔っているとひと目でわかるその人は、私の肩に手を回す。それがゾワッと嫌悪感へと変わった。

　やめてほしい。とっさにそう思うも、それをグッとこらえて笑みを浮かべる。

「前からかわいいと思ってたんだよね」

　ニコニコと笑っているが、アルコールの匂いも混じり、吐き気が襲いそうになる。

　チラリと無意識に助けを求めるように、フロアに目を向けて悠希さんを探すと、山岸先生と一緒に、たくさんの女性に囲まれていた。

　甘ったるい声、そして彼の腕に添えられた女性の細い白い手。

　――触れてほしくない。

　そんな気持ちと、今置かれている自分の状況に、この場から離れたくて勢いよく立ち上がった。

　あっ……。

「宮下さん!!」

　声をかけてきた弁護士の男性が私の名前を呼ぶも、目の前が真っ白になる。

　ふらついて倒れそうになり、反射的にまずいとソファに手をつく。その場にしゃがみ込んで目を閉じて、なんとか意識を保とうとするも、グラグラと地面が揺れている気がした。

「天音!!」

　そんな時、大好きな人の慌てたような声が聞こえた気がして、意識が一瞬戻る。

　目を開けると、悠希さんの心配そうな顔があった。

「なにかしたのか！」

　めったに声を荒らげることのない彼のその怒声に、私に声をかけていた男性が大きく首を振って否定している。

「どうした？　大丈夫か？」

　その言葉を聞きながら、私は一生懸命に彼に手を伸ばす。そうすると、しゃがみ込んだ彼の胸に抱きしめられた。

　悠希さんの香りに包まれ、心の底から安堵して、大きく息を吸う。

　これほどまでに私は彼を求めている。こうして抱きしめられるだけで、今までの不安も、寂しさもすべてが消えていく気がした。

「なにもしてません。彼女が立ち上がったら倒れたんです」

　ようやく男性も冷静になったようで、悠希さんに説明するが、次の瞬間ふわりと身体が浮き上がった。

「岸田さん、すぐにうちの車回させて」

　友麻さんにそう言うと、悠希さんは私を抱き上げたまま会場を後にした。

　こんな形でパーティー会場を出てはいけないと思うも、あのままあそこにいることは私には難しかった。しかもこれでは私と悠希さんの関係が露呈し、迷惑がかかってしまう。

「悠希さん、もう大丈夫……」

「山岸がいいのか？」

「え？」

　言われた言葉の意味がわからず、私は彼の腕の中で声をあげた。

「沢渡先生、最近ずっと天音ちゃん調子が悪そうですよ。気づいてました？」

　悠希さんと私の荷物を持ってきてくれた友麻さんは、少し呆れたように悠希さんに伝える。

　すると、私の答えを聞くことなく悠希さんは悲痛な表情を浮かべた。

　ビルのエントランスには運転手さんが待機していて、すぐに後部座席のドアが開けられ、悠希さんが私をそこへと下ろした。

「ありがとうございます」

　まだ、少し頭はふらふらしているが、友麻さんにお礼を伝える。

　悠希さんも荷物を受け取ると、私の隣に乗り込んだ。

「病院へ」

「悠希さん！　大丈夫ですから……」

　病院へ連れていかれたら、妊娠していることがわかってしまう。

　焦って大きな声を出したからだろうか、また目の前が真っ白になって、ポスッと彼の方へと倒れてしまう。

　そこで私の意識は今度こそ途切れてしまった。




　次に目を開けた時は、真っ白の天井が見えた。そして幾分身体が楽になっている気がした。

　ベッドに横になっていた私だが、右手が温かく、その方へと視線を向けた。

　私の手を握ったまま、ベッドに突っ伏すように眠っている悠希さん。反対を見ると腕には点滴が繋がれていた。病院にしては豪華すぎる個室で驚いてしまう。

　呼吸を整え、ベッドサイドの時計へと視線を向ける。深夜を回っていて、かなりの時間眠っていたことを知る。

　あれからずっと付き添ってくれていたことに、驚きと申し訳なさが募る。

「天音、大丈夫か？」

　動いたことで悠希さんを起こしてしまったようで、彼の瞳とバチッと目が合った。

　お互い話す言葉が見つからなくて無言の時間が続く。

　そんな沈黙に耐えきれず、私は視線を逸らすと口を開いた。

「ごめんなさい。迷惑をかけてしまって」

　パーティーも途中で抜けさせてしまった上に、病院まで連れてきてもらった。申し訳なくて、申し訳なくて、私はキュッと唇を噛んだ。

「そんなことはいい。俺こそ、天音の調子が悪いことに気づかず、無理をさせて悪かった」

　少し言葉を選ぶように話す彼に、妊娠のことを知られてしまったのだろうかと、嫌な汗が流れ落ちていく。

　知られないうちに姿を消すべきだったのに、私の決心がつかなかったばかりに、こんなことになってしまった。

　どうしよう。

　またもや目眩めまいがしそうで俯いた。

「貧血がひどいそうだ。きちんと食べてたのか？」

「いえ、それは……」

　確かにストレスや心配もあったかもしれないが、つわりがひどかったことも原因だ。

「悪い。食べられなかったんだよな」

　そう言うと、彼は一息ついて私に真剣な瞳を向けた。

「妊娠を伝えなかったのはなぜ？」

　単刀直入に言われ、私はベッドに横たわっているにもかかわらず、身体が固まってしまう。

「知らなかったわけじゃないな？」

　もちろん知っていた。母子手帳も持っている。

　答えない私に、悠希さんは髪をクシャッとして視線を落とす。

「こないだ離婚をしたいって言ったよな？　原因はこのこと？」

　それはそうだ。子供は必要ないと言っていた悠希さんに伝えるのが怖かったし、堕ろしてほしいと言われたらショックで立ち直れない気がした。

「あの、伝えられなくてごめんなさい。でも」

　言葉を止めた私に、悠希さんも俯いたままだ。そして呟くように私に問う。

「産みたくないのか？」

「違います。病院へ行って、赤ちゃんがいることがわかって、どうしても産みたいって思ったんです」

「じゃあ、どうして離婚なんて」

「それは」

　なんと答えるのが正解かわからず、そこで言葉を止めると、悠希さんは静かに息を吐いた。

「天音、離婚はしない。いや、できない」

「え？」

　その言葉の意味が理解できず聞き返すと、悠希さんは顔を上げてまっすぐに私の瞳を見た。

「子供には両親が必要だ」

　友麻さんの話を思い出す。本当の母親の顔を知らずに育ったからこそ、自分の子には同じ思いをさせたくないと考えたのかもしれない。

　責任感が強く、優しい人だ。子供ができたと知れば、そう言ってくれるのではないかと、心のどこかで思っていた。

　しかし、それは愛のない結婚を永遠にしてしまうということだ。

　本当にそれでいいのか。そうは思うも、この子のことを考えればこのまま、悠希さんのそばで産み育てることが幸せなのかもしれない。離婚すれば、身寄りもおらず働いてばかりになるはずだし、子供に寂しい思いをさせるのはわかりきっている。

「いいな、天音」

　拒否することなど許されない強い声音に、悠希さんの決意がはっきりとわかった。責任からくる言葉なのだろうが、私はそれを拒否することはできない。

「はい」

　そう伝えると悠希さんは立ち上がった。

「目が覚めたことを伝えてくる。あと、申し訳ないけど病院もここへ変えてもらう」

「ここは？」

「沢渡記念病院。うちのグループの病院だ」

　都内一大きな総合病院で、私ももちろん名前は知っている。まさかこの病院までＳＡＷＡＴＡＲＩの系列だったとは。

　宮下の名前など、必要ないぐらいＳＡＷＡＴＡＲＩは名実ともに一流企業だ。過去の血筋にあぐらをかいている宮下とはまるで違う。

「わかりました」

　素直に了承した私に背を向けた悠希さんだったが、くるりと踵きびすを返すとこちらへ戻ってくる。そしてそっと私の頬に触れた。

「大切にするから、お腹の子と一緒に天音のことも守らせてくれ」

　本当に心配するような瞳を向けられて、私は胸がいっぱいになる。

『私は悠希さんが大好き』と、今すぐそう声を大にして伝えたい。

　でも、それは彼の負担になるだけ。今は私とお腹の子を認めてくれただけで幸せだ。

「はい、よろしくお願いします」

　私の答えを確認すると、悠希さんは小さくうなずいて病室から出ていった。

「パパがあなたのこと、守ってくれるって。よかったね」

　そう呟いて、自分でも理由がわからない涙が零れ落ちた。










陰謀




　あの日以来、私たちはうまくやっていると思う。

〝守る〟

　その言葉を実行するように、悠希さんはかなり過保護だ。

『仕事も無理はしてほしくない』

　そう言われたが、彼に妊娠の事実を伝えられたことでストレスが減ったのか、食事もできるようになり、仕事は続けさせてもらっていた。

　私の長年の夢だからと認めてくれ、協力してくれている彼に感謝だ。

　先日倒れた一件で、所内にも私たちが夫婦だと知れ渡り、結婚していることを公表した。

　やっかみなどあるかと思っていた私だが、驚くほどなにも言われず、みんな今まで通りに接してくれている。表立ってなにも言ってこないのは、相手がグループ会社の御曹司の悠希さんだからだろう。

　妊娠したことはまだ伝えていないが、友麻さんにだけは打ち明けると、驚きながらも喜んでくれ、いろいろ気を使ってくれている。

　そして、悠希さんはといえば、心配だからという理由で、自分の部屋に私のデスクを運んでしまった。

　ふたりして、私のためにパンやリンゴをたくさん買ってきてくれて、食べきれなくて困ったりすることもある。




　そんな毎日を過ごしていると、あっという間に安定期に入り、つわりもおさまった。

　十二月の街はイルミネーションが美しく、クリスマス一色だ。そんな街を眺めながら私は家路へと就く。

「奥様、夕食は今日はビーフシチューなので温めてくださいね、あと冷蔵庫にサラダや作り置きも入ってますからね」

　家に入って暖かい空気にホッとしたところで、家政婦の小こ林ばやしさんがにこやかに声をかけてくれる。

『絶対に無理をしないこと』

　悠希さんはそう言って、あっという間に沢渡家からベテランの家政婦さんを連れてきてくれた。

　私はコートを脱ぎながら、小林さんにお礼を伝える。

「ありがとうございます。嬉しいです。寒かったのでちょうど食べたかったんです」

「今日の隠し味、当ててくださいね」

　茶目っ気たっぷりにそう言うと、小林さんはクルクルと鍋をかき混ぜる。

　料理のことなど教えてもらえて頼もしい存在だ。

　悠希さんのお母様とはまだお会いできていないが、赤ちゃんが生まれることを楽しみにしていると聞いていて安堵している。

　妊娠したことで離婚がなくなったのだから、きちんとご挨拶はしたいと思う。

　少し大きくなったお腹を撫でながら、私は小さく息を吐いた。

　小林さんが帰った後、私はリビングのソファに座って、育児書をぼんやりと眺めていた。

　妊娠中は情緒不安定になるのか、ひとりになるといろいろと考えてしまう。

　確かに、今はうまくやっていると思う。しかし、本当にこれでいいのか、そう思う日ももちろんある。

　離婚前提で結婚をして、愛は必要がないという悠希さんを、この子で縛りつけている。もちろん私はできるなら、彼に好かれてずっと一緒にいたい、そう思っていたが、一生愛されないことは寂しさを感じることもある。

　そんな時、玄関の鍵を開ける音に気づいて、私は我に返ると悠希さんを出迎えるために立ち上がった。

「おかえりなさい」

「天音、いつも言ってるだろ？　迎えはいいって」

　心配そうに私のお腹と顔を見ながら、悠希さんは苦笑交じりに言葉を発した。

「大丈夫ですよ。体調はすごくいいんです」

　笑ってみせれば彼はホッとしたような表情を浮かべた後、私の頬に手を伸ばし、優しくキスをする。

　本当の新婚のようだからこそ、欲張りになり、愛されてると勘違いしそうになるのかもしれない。

「天音？　どうした？」

　先ほどの気持ちを引きずってしまっていた私を気遣うように、悠希さんが顔を覗き込む。

「なんでもありません。今日は小林さん特製のビーフシチューなんですよ」

　なんとなく空元気になってしまったのが自分でもわかったが、そのまま彼をリビングへと促す。

「早く着替えてきてくださいね。一緒に食べましょう」

「わかった」

　あえて元気だということをアピールするために、自分の気持ちをごまかすように笑顔を作るのは最近の私の悪い癖だ。

　ビーフシチューを皿に盛りつけ、冷蔵庫からサラダを取り出した。

　悠希さんのためにワインを用意していると、あっという間に着替えた彼が、私の手からワインを抜き取る。

「後は俺がやるから、天音は座ってろ」

「だけど、最近体重が増えすぎてるんです」

　病院でも体重管理を厳しく指導されていることもあり、そう伝えると、悠希さんは少しムッとした表情を浮かべた。

「つわりがひどい時、体重がむしろ減っただろ？　まだ大丈夫だ」

　なんだかんだ言い訳を作って、私に無理をさせないようにしたがる彼に苦笑する。

「動かなくてご飯もたくさん食べてばかりですよ？」

「それでいい」

　とうとう、背中を押されて椅子に座らされてしまい、私は諦めて彼がキッチンに立つのを眺めていた。

　子供が産まれても、こうしていい夫であり、いいパパでいるように努力をしてくれるのが想像ができる。

　きっとこれでいいんだ。この子にも両親がいた方が――。

　そう思いながら小林さんの作ってくれたおいしいシチューを口に運ぶ。

「あ、今週末の日曜日は夕食はいらないから」

　その物言いに少し引っかかった私はスプーンを置いて、前に座る悠希さんに視線を向けた。

「接待の予定は入ってなかったですよね？　誰かとお約束ですか？」

　同じ職場だからこそ予定がわかっているだけに彼に問いかけてしまったが、休日の予定を私が聞く権利はないと、口に出したことを後悔する。

「いや、沢渡の家の恒例行事」

　沢渡家の？　意外な答えだったが、一応は沢渡家の嫁である自分が呼ばれていないことが引っかかる。私では力不足だからだろうか。

　気づかないうちに俯いていたようで、悠希さんが小さく息を吐いた。

「違う、天音が思っているようなことじゃない」

「え？」

　私の考えがわかったようで、悠希さんは真面目な顔をして私に語りかける。

「毎年、ＳＡＷＡＴＡＲＩグループのクリスマスパーティーがある。宮下家も出席しているはずだ。天音は会いたくないだろう？」

　確かに毎年この時期、円花や叔母はパーティー三ざん昧まいだったことを思い出す。そのひとつに沢渡家のパーティーもあるのだろう。

「それに、ホテルで行う大規模なパーティーで、かなりの人数も来る。身重な天音になにかあったらいけない」

　円花たちが来ること、そして私が妊娠中であることを考慮してくれたのはとても嬉しいが、私は彼の妻だ。

「私が行ったら迷惑ですか？」

「そんなことはない」

　間髪入れずに否定してくれた彼に、私を恥ずかしいと思っているわけではないことを知る。

「いつまでも逃げていられないですし、円花たちにもきちんと結婚したところを見せつけたい。そんな性格の悪いことを思ったらいけないですね」

　ほんの少しだけ意地悪なことを思ったのは事実だ。

　でも、今こうして悠希さんの隣にいるのは私だと、円花たちに認めてもらいたい。そして宮下の家と決別したい。悠希さんと生きていくという自信が欲しかった。

　こんな自分勝手で汚い自分を恥じつつ、私は慌てて言葉を続ける。

「でも、私じゃやっぱり悠希さんに恥をかかせてしまいますよね。小林さんにも夕食が必要ないことを伝えておきますね」

　まだビーフシチューは残っているが、慌てて言葉を重ねると、食器を片づけるために立ち上がった。しかし、そんな私の手を悠希さんが握って制する。

「一緒に行こう。俺の妻は天音だよ。見せつけてやればいい」

「悠希さん……」

　優しく見つめてくれる瞳に、私は涙が零れそうになる。

　悠希さんは私の味方でいてくれる。それだけで強くなれる気がした。

「また明日の夜にでもパーティーに着ていく服を持ってきてもらうから」

　ここはその厚意を受けるべきだと私は小さくうなずいた。




　そして、日曜日。私はパーティー会場となるホテルの広い個室にいた。

　先日選んだドレスを身にまとい、プロのヘアメイクさんにメイクも髪型も整えてもらった。鏡の前に悠希さんと一緒に立つと、それなりだと思う。

「うん、綺麗だ」

　臆面もなくそう伝えてくれる彼に恥ずかしくなるも、確かにいつもの私に比べれば別人のようだ。

　落ち着いたベージュのハイブランドのロングドレス。一枚一枚カッティングされたフワラーモチーフが美しいドレスで、ローパンプスを履いているにもかかわらず、とてもスタイルがよく見えた。

　メイクもヘアスタイルもプロの手にかかれば、これほどまでに変わるのかと自分でも感心してしまう。

「体調は？　大丈夫？」

「はい」

　本当に今日は調子がとてもいい。久しぶりに円花たちに会うのは緊張するが、私の事情を知る悠希さんがいてくれて心強い。

「じゃあ、行こうか」

　微笑んで私に向かって手を差し伸べてくれる彼の手に、そっと自分の手のひらをのせた。

　今日の悠希さんはブラックの細身タイプのタキシードに、ホワイトのシャツにブラックの蝶ネクタイ。それがとても似合っている。本当にどこかの王子様のようだ。

　大きく息を吐いて廊下に出ると、すぐにそこにいた人たちの視線が向けられるのがわかった。

　緊張で足がもつれそうだが、悠希さんの力強いエスコートに私は姿勢を正す。

　スタッフが扉を開けると、眩まばゆい光が目の前に現れる。天井にはシャンデリアが飾られていて、華やかにドレスアップした人たちがたくさんいた。

　沢渡家のパーティーともなれば、官僚や政財界の大物、海外からのお客様も多く、テレビの中で見たことがある人も多くいた。

　場違いな気持ちになりそうなのを、なんとか隠し微笑む。

　すぐに悠希さんに気づいた外国人の夫婦がこちらへとやってくる。

　にこやかに挨拶をする悠希さんが、私を紹介してくれる。私も笑顔で挨拶できてホッとしていると、悠希さんのご両親の姿を見つけた。

「母を紹介するよ」

「はい」

　悠希さんとは血の繋がりのないお義母様について結局詳しいことは聞けないままだが、お義父様とは何度か顔を合わせている。

「天音さん、久しぶりだね」

「ご無沙汰しております」

　お義父様は、悠希さんが三十年たったらこうなるのかもしれないという雰囲気を持ったダンディーな男性で、やはり優しい瞳が印象的な方だ。

　そして、その横に立っていたのは、美しい着物に身を包んだ女性だった。年齢は五十代後半だと聞いているが、とても若々しく見える。

「天音、母の弥生やよい」

　悠希さんの紹介に、お義母様は柔らかな笑みを浮かべた。

「初めまして。ずっとお会いしたいと思っていたの。そして顔合わせに出席できずにごめんなさいね」

「天音です。ご挨拶が遅くなり申し訳ありません」

　丁寧に腰を折ると、お義母様は慌てて私を気遣うように顔を覗き込む。

「安定期とはいえ無理はしないでね。大切な身体よ」

「本当だ」

　お義父様も同意するように、私を心配そうに見る。

　大切な沢渡家の跡取りがお腹にいるのだ。私の身体ではなく、お腹の子を心配しているのでは……そんなことを思ってしまった私は最低だ。ついつい悪い方向に考えてしまうのをやめなければ。

　自己嫌悪に陥る私をよそに、お義父様は悠希さんの肩をポンと叩く。

　お義父様も子供を授かったことは喜んでくれていると聞いてる。政略結婚としてはそれも私に課せられた仕事のひとつだったのかもしれない。沢渡家のためにも、この子を無事に産まなくては。

　そんなことを思っていると、沢渡家が懇意にしている人たちがやってきた。

　挨拶を終えた私は、悠希さんに声をかけると化粧室へと向かう。妊娠中ということもあり、どうしてもトイレが近い。

　急いで広間に戻ると、待ち構えていたかのように叔父夫妻と円花が現れた。以前と変わらない鋭い視線を向けられて、ドクンと胸が音を立てる。

　この数カ月でいろいろなことがあり、あの人たちに虐げられていたのはかなり昔のような気さえする。

「ちょっとどうなってるのよ？」

「どういう意味ですか？」

　唐突に円花から怒鳴りつけられて、私は静かに聞き返す。

「その姿でここにいるってことはうまくやったんでしょ？　どんな手を使ったのよ」

　私を見下すような円花の言葉に、顔をしかめた。どんな手と言われてもなにもしていない。

「そんなことより、お前がまだ妻の座にいるのに、どうして沢渡は宮下を援助しないのよ」

　私に顔を近づけた叔母が低い声で脅すように言う。そこで初めて悠希さんが宮下を援助していないことを知った。

　かりそめの結婚のため、そのあたりのことを聞いていなかった自分を恥じつつも、宮下の家と関わりを持っていないことにホッともする。もちろん宮下を助けてほしくない気持ちもあるが、これ以上悠希さんの面倒を増やしたくなかったのだ。

「ねえ、あんた……」

　そこでなにかを思ったのか、円花が私の全身に視線を走らせ、苦虫を噛み潰したような顔をした。

「そういえば、私、縁談なくなったのよね」

「え？」

　その言葉に、当初の話を思い出す。

　確か、叔父が新しい縁談を円花に用意すると言っていた。そのことだろうか。

「だから、もう一度替わりなさいよ。もともと私が結婚相手だったんだし、どちらが相手でもあの人は気にしないでしょ？　愛されているわけでもないんだし」

「円花、お前なにを言い出すんだ」

　叔父が慌てたように言えば、彼女は不敵な笑みを浮かべている。断られたのにもかかわらず、どこからその自信はくるのだろう。しかし、その表情に背筋が凍りそうになる。ただでさえ問題のある私と悠希さんとの仲をかき回すことはしてほしくない。

「いいわね。逆らうんじゃないわよ」

　円花は私の耳もとでそう囁くと、ヒールの音をさせながら横を通り過ぎた。

　その物言いに私が立ち尽くしていると、前から山岸先生が歩いてくる。

「天音ちゃん、どうしたの？　顔色が悪いよ」

　円花たちに会い、知らず知らずに放心してた私に心配そうに声をかけてくれる。

「なんでもないんです……あっ」

　久しぶりに円花たちに会って緊張したせいか、ふわっと一瞬立ち眩みのようになるのを、山岸先生が慌てて支えてくれる。

「さっき、君の妹が、君が体調が悪そうだって教えてくれたんだけど」

「え？」

　まさか円花がなにかを言ったのだろうか。どうしてわざわざ山岸先生に伝えたのか理解できない。

「円花と知り合いなんですか？」

「ああ、何度か沢渡に会いに事務所に来てたから……」

　もともと円花が悠希さんの縁談相手だったのだから、知り合いでもおかしくはないことに思い当たる。

「そうでしたね」

「でも、今は天音ちゃんは沢渡とうまくいってるんだよね？」

　ふらつく私を支えながら、山岸先生は椅子へと座らせてくれる。

　それにどう答えるべきかわからずにいると、悠希さんの横に立つ円花の姿が見えた。先ほどとはまるで別人のように、にこやかに彼の腕に手を回している。

　まさか本気でもう一度、彼とやり直そうとしているのだろうか。

　でも、今私のお腹には彼の子がいて、大切にしてもらっている。円花のところに行くようなことはない。そう何度も自分に言い聞かせる。

「沢渡を呼んでこようか？　多分今なら抜けられると思うし」

「大丈夫です」

　慌てて止めるが、私の声は届かなかったのか、山岸先生は行ってしまった。

　小さく息を吐くと気持ちを整えた。

　自分でこのパーティーに参加すると言った以上、きちんとしなければ。

　そう思っていた時、今度は懐かしい顔が近づいてくるのがわかった。

「宗次さん。お久しぶりです」

　叔母たちに付き添ってきたのだろう。宮下の家を出て以来初めて会う彼に、私は小さく腰を折った。

「天音ちゃん、少し話があるんだ」

「え？」

　神妙な顔つきの彼に、私は疑問に思いつつうなずいた。

　私が家を出た後、なにかあったのかもしれない。

　私はパーティー会場を見渡し、歓談している悠希さんを確認してから、宗次さんと会場の外へと出た。

「宗次さん？　ここからはスタッフの方しか……」

　スタッフオンリーと書かれた廊下へと向かう彼に、キョロキョロと周りを見渡しながら声をかけるがなにも返事がない。

　人ひと気けのない廊下で、いきなり足を止めた宗次さんが私を囲うように見下ろした。

「あの、宗次さん！」

　その行為に驚いて声をあげると、彼は声を封じるように私の口を手で押さえる。

「天音ちゃん、俺と一緒に逃げよう。あんな無理やりの結婚で不幸になることなんてない」

　いきなりなにを言っているのだろう。なんの問題もないかと言われたら、確かに問題だらけだが、今はお腹の子の親として悠希さんと歩んでいこうと決めたところだ。逃げることなんてできない。

　私が首を振ってなにかを話そうとすると、宗次さんはそっと手をどかした。

「宗次さん？　どうしてそんなこと……。確かに無理やりの結婚でしたが、それほど今は……」

　宗次さんの気迫ある雰囲気に、あえて明るく声をあげる。

「俺の前でそんな風に強がらなくてもいい」

　その言葉は頭の上で聞こえた。そこで抱きしめられたことに気づいて、私は驚いて目を見開いた。

「やめてください！」

　悠希さんの腕の中ではないことが、これほど居心地が悪いなんて。

　宗次さんの腕から抜け出そうともがいた時だった。

「なにをしているんですか？」

　ひやりとした声が聞こえて、私たちはその声の方を勢いよく見た。

　そこには息を乱した悠希さんがいて、目には怒りの色が濃く浮かんでいる。

　コツコツと靴音を鳴らして私たちの方へと歩いてくると、グイッと肩を抱かれて宗次さんから引き離された。

「私の妻だと知っての行為ですか？」

　殺気を感じる声に、宗次さんは一瞬怯ひるんだものの、すぐにネクタイをキュッと締め直すと悠希さんに向き直る。

「ええ、もちろんです。沢渡家のご子息ですね。愛のない結婚に不貞もなにもないでしょう？　彼女がなにをしてもあなたは気にしない」

「宗次さん！」

　いったい彼はどうしてしまったのだろう。どうしてこんなことを悠希さんに言うのかわからず、私は声をあげた。

「とりあえずこんな場所でやめていただけますか？　行くぞ、天音」

　それだけを言うと、悠希さんは踵を返して歩きだした。

「違うんです！　悠希さん！」

　確かに今の抱き合った状況だけを見れば、私の不貞現場を押さえられたようなものだ。怒られても仕方がないことだが、今のはまったくそんなのではない。私は絶対に不貞なんかしない。

　そんな思いで後ろから彼の腕を取り、話を聞いてもらおうと思った時だった。

「別に天音がなにをしようが勝手だが、誰かに見られるかもしれないところでは慎んでくれ」

　絶対零度のその声に、ひんやりとした汗が流れ落ちる。一気に血の気が引いていく気がした。

　愛のない結婚なのだから、別に私が誰となにをしようがどうでもいい。そう思っていることなんてわかっているつもりだったのに、最近が幸せだっただけに鈍器で頭を殴られた気分になってしまう。

　――彼との赤ちゃんがいるのに。私はこんなに好きなのに。

　絶望に似た気持ちが襲い、目の前が真っ暗になる気がして、そこで私の意識は途切れた。




　次に目を開けた時は、私はまたもやベッドの上だった。再び倒れてしまったことに泣きたくなる。

　前回と同じ沢渡記念病院の個室だった。あの後、パーティーはどうなったのだろう。

「沢渡さん。起きた？」

　カーテンから漏れている光から、翌日の朝だということがわかる。

「はい」

　顔見知りの看護師さんの声に、私はそちらへ顔を向けた。そして手に点滴が繋がれていることに気づく。

「ご主人、どうしても抜けられない裁判があるのよね？　まだ眠ってるからって仕事に行かれたわよ」

「ここにいたんですか？」

　あんなところを見られた上に、倒れてしまった私に怒っているとばかり思っていたので驚いてしまう。

「ええ、昨日も救急車で運ばれてきた時からずっと一緒だったわよ」

　救急車……。そんな大ごとになっていたことに申し訳なくなってしまう。

「倒れたのは血管迷走神経反射だったから、それについてはそれほど心配はいらないわ。ただ貧血がひどいわね。無理してない？」

　無理をしているつもりはなかったが、昨日、いろいろありすぎたのかもしれない。

　赤ちゃんに問題がないと聞いて、ホッと安堵する。

「無理しているつもりはないんですけど」

「そう、でも今日は一日ゆっくりしていてね」

　仕事に行けなければ、すぐに悠希さんに弁解はできない。会えない不安が募るが仕方がない。赤ちゃんを守ることが一番大切だ。

「わかりました」

「昨日のうちに、秘書の方がいろいろ準備してくれているから。なにか足りないものがあったら連絡してほしいって言ってたわよ」

　テキパキと検温や点滴を変えたりしてくれながら、看護師さんはそう言葉にした。

「わかりました。ありがとうございます」

　その後ろ姿を見送ると、横になり天井を見つめながら大きく息を吐く。

　なんとかメンタルを整えたかったのだが、あえなく失敗し、大粒の涙が頬を伝い、シーツを濡らしていった。

　やっぱり私は悠希さんに迷惑しかかけられない。その思いが心を真っ黒に塗り潰していった。
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「さすがと言っておきましょうか」

　ため息交じりに言われ、俺は努めて冷静に岸田に視線を向けた。

「なにがですか？」

　天音が倒れ一睡もしていないのに、傍目にはなにも変わらず勝訴したことだとわかっている。しかし、今そのことについて彼女と話すような気分ではない。

「お昼、どうされますか？」

　そう尋ねてきたのは、天音の病院へ行くかどうかを、遠回しに聞いているのだろう。

　病院からは逐一天音の状態を報告させていて、彼女が目を覚ましたことも知っている。しかし、昨日の今日で俺の顔なんて見たいだろうか。

　愛のない結婚だったにもかかわらず、俺は天音のことになると、まったく冷静になれない。そればかりか、嫉妬からひどいことを言い、天音を倒れさせてしまった。

　それでも、俺はもう天音を逃がしてやれない。子供がいるからとかではなく、彼女がいない人生など考えられない。

　あの後、男が宮下家の執事だと知った。あの男のもとで天音が働いていたことも。

　もしかしたら、昔は恋仲にあったのかもしれない。そんなことまで、昨夜は天音の寝顔を見ながら考えてしまった。初めての恋愛感情に俺は翻ほん弄ろうされている。

「天音のところに……」

　それでもきちんと自分の気持ちを伝えなければ。

　そう思い、そこまで言ったところで、内線電話が鳴り岸田がそれを取る。

「え……？　少々お待ちください」

　怪訝な表情を浮かべた彼女に、俺は嫌な予感がする。

「誰？」

　静かに問いかけると、岸田の口から出たのは予想外の名前だった。

「宮下円花様と、清子様です」

「は？」

　つい声が漏れていた。

　昨夜パーティーで会った時も媚こびるような態度を見せてきた。決していい話ではないだろう。だからといって会わないわけにもいかない。

「……通してください」

　かなり深いため息の後、俺はそう伝えた。

　数分後、受付の女性を伴って現れたふたりは、なぜか微笑みを湛えていた。

「本日はどうされたんですか？」

　つとめて冷静に言うと、当たり前のようにふたりは応接セットのソファに腰かけた。それを見て俺もデスクから移動して彼女たちの前に座る。

　岸田はお茶の準備をしているはずだ。

　それにしても、まじまじと円花を見ると、天音とは似ても似つかない。濃いメイクのせいか作り物のように見えて嫌悪感しかない。

　結婚話が出た時も、こうして何度もアポなしでやってきては、昼食に連れていけだの、どうでもいい話を聞かされた。

　相手にするのも疲れて、この女性と結婚をすることはありえないと断った。なのに、こうしてまた会うことになるとは……。

「お願い、いえ、ご提案をしに来ましたの」

「提案、ですか？」

　円花の言葉に意味がわからず問い返すと、彼女は満面の微笑みで俺のもとへとやってきた。

「あの時は、きっと私たちよくわかり合えてなかったと思うんです。もう一度私を知っていただければきっとうまくいきますわ」

　今さらなにを言っているのだろう？　断られたことを忘れたのだろうか？

　呆然としつつ、彼女たちの話を聞いていると、否定しないことをいいことに、今度は母親が話し始めた。

「あんな天音ではあなたも大変でしょう？　上流階級とは無縁の生活をしてきた子ですし、教養も品もないもの。その点、円花ならば、完璧に沢渡の嫁としてやっていけますわ」

　どうしてこんなことを言い出したのかわからず、俺は心の中でため息を吐く。

　今さら彼女たちの言い分を信じる気などさらさらないし、早く天音のもとへと向かいたい。

「いえ、私と天音さんは仲良くやっています」

　波風を立てたくなく、少し微笑んで言えば、今までとはまるで違う、般はん若にゃのような表情になった円花に俺は内心驚く。

「そんなことを言っていられるのも今のうちよ」

　その含みを持った言い方に、俺はやはりなにかあるのだと悟る。

「これ、見なさいよ」

　彼女はバッグから封筒を取り出すと、テーブルの上にバサッと置いた。

　なにを見せられるのかと、ため息をこらえつつ封筒を開けると、そこには数枚の写真が入っていた。

　山岸と見つめ合う天音、そして昨日の宗次という男と抱き合う天音。隠し撮りとひと目でわかるそれに、俺はすべてを理解した。円花はその場面に俺が出くわしたことを知らないのだろう。

「そのうち、あなた以外の子供でもできたと言ってくるかもしれないわよ」

「なに？」

「あの子は、そういう子なのよ。男なら誰でもいいの。犯罪者の娘は犯罪者よ。横領犯の父親がいる嫁なんて、沢渡の名に傷がつくんじゃなくて？　それにこの写真をどうしようかしら。よく考えて返事をしてちょうだい。どちらがお互いのためになるかを考えるぐらいできるでしょ？」

　言いたい放題に言わせてみたが、腹の中は煮えくりかえる思いだった。しかし、ここで感情的になることは得策ではないと思いとどまる。

　確実に昨日のことはこの人たちが仕組んだことだろう。それなのに天音を責めるようなことを言ってしまった俺は最低だ。

　少し冷静になれば、天音がそんなことをするわけがないとわかるのに。

　それにしても犯罪者の娘とはどういうことだ。父親が亡くなったことは聞いていたが……。

　頭の中でこれからのことを考えていると、目の前で小さな声が聞こえる。

「私にした方がいいわよ」

　円花がそう呟くと、母親が援護するように俺に声をかける。

「天音なんかより、この子の方が数十倍も美しいし、きっとあなたのよき妻になるわ」

　これ以上ここでなにを言っても仕方がないと、俺は小さく息を吐いた。

「わかりました。少しお時間をいただけますか？」

　冷静にそう伝えると、円花は満足げにうなずき立ち上がった。

「早めに返事をしてちょうだいね」

　スカートの裾を翻して、不敵にさえ見える笑みを浮かべて消えていったふたりに、俺は血が滲むほど手を握りしめていたことにようやく気づいた。

「お茶は必要ありませんでしたね」

　そう言いながら続きの間から現れた岸田に、俺は静かに言葉を発する。

「天音の出生について調べろ」

　つい、弁護士の仮面をかぶるのを忘れて俺が言えば、岸田は「はい」とだけ返事をして出ていった。

　天音をこれほど苦しめるやつらを絶対に俺は許さない。
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　いつの間にか眠っていたようで、昨日の悠希さんの冷たい表情を夢に見て、涙を流しながら目が覚めた。

　夢であっても、現実は変わらない。昨日のことを取り消すことはできない。

　宗次さんがどうしていきなりあんな行動に出たのか。考えても、まったくわからない。しかし、客観的に見れば、夫のいる身で他の男性と抱き合っていたことは事実だ。ましてや大事なパーティーで席を外した。到底許されることではない。

　どうしよう。ベッドに横になったまま顔を腕で覆い、ぐるぐると考えていると、廊下が騒がしくなって私は起き上がった。

「ここから先は関係者以外入室禁止です！」

　看護師の声が響いたと思った矢先、ガラッと扉が開き、鬼の形相の円花と叔母が入ってきた。

「早く出ていきなさいよ」

　え？

　言われた意味がまったくわからない。ここは沢渡の病院であり、私は患者だ。円花に出ていけと言われる理由などないはずだ。

　しかし、昨日のパーティーでの件もあるし、嫌な予感がしてジッと次の言葉を待てば、円花はゆっくりと歩いてくる。

「今、悠希さんにお会いしてきたの」

「え？」

　つい言葉が口をついて出ていた。昨日のパーティーで親しそうに話をしていたのを見たが、今日も会っていたというのか。

「昨日のパーティーであんた、なにかしでかしたんでしょ？　沢渡家の嫁として天音を認められないからって呼び出されたのよ。本当にいい迷惑」

　いかにも仕方がないからと言わんばかりの円花に、私は鈍器で頭を殴られたような気がした。あれは誤解だと否定をしたかったのに倒れてしまってできなかった。

「だから、天音はもういいわ。私と替わるようにですって。パーティーで私と会ってやっぱりあんたより、私の方が妻としてふさわしいと思い直したみたいよ」

「そんな。もう籍も入れてあります」

　それにお腹には赤ちゃんが……。

　そう伝えようと思ったが、円花はクスリとわけありげな笑みを浮かべた。

「別にいいのよ、私は正妻の座があれば。あんたがあの男のことが好きなら、陰でバレないように会えばいい。私は体形が崩れるから子供も産みたくないし、そのお腹の子は沢渡の跡取りとして引き取ってもいいわ。もちろん私は世話をしないけどね」

　なんてことを言っているのだ。どうしたらこんな考えになるのかまったく理解できない。

「どうして妊娠していることを……」

　確証を持って話をしている円花に、私は問いかける。

「そんなのすぐに調べられるわ」

　円花は不敵な笑みを浮かべた。きっと私のことは調査済みなのだろう。

「でも、離婚してすぐにあんたと会っているのがマスコミに知られたらまずいから、いったんあんたは宮下に戻りなさい」

「そんな！」

　悠希さんと話もしていないし、ようやく宮下家から出られたのだ。そんなことはできない。

　私に対する気持ちが愛ではなくても、家族になろうとしている途中だ。今までは円花たちの言いなりだったが、私には守るものができたのだ。『はい、わかりました』と言いなりになるわけにはいかない。

「天音、なに口答えしてるの！」

　後ろで私たちのやりとりを聞いていた叔母が、鬼の形相で私を睨みつける。

「嫌です」

　初めて彼女たちに向かって否定の言葉を口にした私は、ギュッと唇を噛むとふたりを見据えた。

「悠希さんと話をするまでそんなことはできません」

「なにを！」

　まさか私がこんなことを言うなんて思ってもいなかったのだろう。円花がカッと怒りに満ちた瞳で私に手を上げようとする。

　しかし、私はそのまま彼女から目を逸らすことはなかった。パンと乾いた音とともに頬が熱を持ったように痛む。

　こんな痛みなんてどうってことはない。そう思っていると、叔母がバッグから封筒を取り出した。

「円花、仕方がないわ」

　叔母から封筒を受け取った円花がベッドの上にそれを放り投げた。泣くまいとこらえながら中身を見た私は目を見開いた。

「どうしてこれが」

　そこには昨日の私と宗次さんとが抱き合っている写真が入っていた。

「それをマスコミに売れば、スキャンダルね。あることないこと話してあげるわ。あの男の弁護士としてのキャリアは終わるわね」

　円花の言葉に私は唖然としてしまう。ここまで汚い手を使うなんて。

「あんたが離婚しないというなら、あの男の地位も名誉もなにもかも落としてやる。あの男がどうなろうと私には関係ないことだもの」

　たくさん人間の汚い部分も見て、人を信じられなくなったと口では言っていた悠希さんだが、本当はとても優しい人だ。

　氷の弁護士などと言われているが、今でも無償に近い形でＤＶにあった女性の弁護や離婚調停、親権問題に苦しむ人たちの依頼を受けていることを知った。

　彼が弁護士という仕事にどれだけ誇りを持っているか、私はこの数カ月それを間近で見てきたのだ。

　宮下家のような家柄だけで中身のない私たちに振り回されてしまった彼は、完全に被害者だ。

「いい加減にしてください！」

　ガラッと扉が開き、ドクターや看護師がそう叫ぶ。その後ろから「待ってください」という宗次さんの声も聞こえた。

「看護師たちを引き留めておきなさいって言ったでしょ！」

　叔母の声に、部屋に入ってきた宗次さんは「すみません」とだけ口にした。

「沢渡さん、何事ですか？　ご主人に連絡しますか？」

　看護師の言葉に私は小さく首を振った。

「大丈夫です。私の身内です」

　最後は声が震えてしまったが、またあの家に連れ戻されることを想像するとそれも仕方がない。

「わかればいいのよ。宗次、天音を連れてらっしゃい。私たちは松原の車で先に帰るから」

「はい」

　円花の言葉に、宗次さんは小さく頭を下げたまま、彼女たちを見送った。

　まさか二台の車で病院に来ていたとは。その周到さに感心さえしてしまう。そうまでして、私とは同じ車に乗りたくないのだろう。

「え？　大丈夫ですか？」

　状況がわからない看護師が、私たちの顔を交互に見る。

「あの、主人には私から連絡をします。いろいろご心配をおかけしました」

　笑顔を作って言えば、看護師は怪訝そうな表情をしたが、私がそう言うならとしぶしぶ納得したようだった。

　その後、退院の許可をもらった私は悠希さんがやってくる前に病院を後にした。

　宮下の家の車に乗るのは、いつも連れ戻される時だけだ。

　そんなことを思いながら、宗次さんの運転する車の後部座席から窓の外を見る。

　悠希さん、大好きでした。

　絶対にこの子は守ります。ごめんなさい。

　それだけをずっと、心の中で呟き続けた。










それぞれの思い




　その後、私は久しぶりに屋敷へと戻り、本邸の階段を見つめた。

　いつも、この階段を見るのはいいことがない時だ。暖房が入っているはずだが、建物が古いせいか足もとから寒さを感じる。

　私の部屋はまだあるのだろうか。そんなことを思っていると、前を歩いていた円花が振り向いた。

「天音、あんたが使っていた離れは、今はもう物置になっているのよ」

　物置になったことを知っても、それほど驚きはしなかった。私の部屋などあるわけがない。

「宗次、どこか物置でも天音に与えておきなさい」

　叔母のその言葉に、ため息が零れそうになる。どこでもいいが、あまり寒いのはお腹の赤ちゃんに悪いはずだ。せめてストーブだけでも宗次さんに用意してもらわなければ。

　そんなことを思っていた時だった。バンッと大きな音がして、玄関の木製の二枚扉がすごい勢いで開いた。

「悠希さん……」

　無意識に彼の名を呟く。

　そこには息を切らした悠希さんと、その後ろに友麻さんの姿もあった。

　離れると決めたのに駆け出したくて仕方がない。

　それをなんとか耐えて、彼の瞳をまっすぐに見つめた。

「あら、返事をしに来たのかしら？」

　そんな彼を見ても円花は特に狼ろう狽ばいする様子もなく、腕を組んで階段の上から彼らを見下ろす。

「ああ、そうだ」

　地を這はうような低い声で悠希さんは言うと、一歩ずつ私たちの方へと近づいてくる。

「天音もこうして戻ってきたし、私を選ぶ気になったってこと？」

　どうして悠希さんがここに来たのかはわからない。しかし、彼が円花の言いなりになどなるはずがない。

「黙れ、お前みたいな女、相手にする価値もない」

「なっ！」

　いきなり発せられたそのセリフに、ワナワナと円花の美しい顔が鬼のように変わっていく。

「お前との結婚を了承するわけがないだろう。天音を迎えに来ただけだ」

　彼の言葉に驚きで目を見開く。

　でも、あんな写真をマスコミに出すと脅されていることを彼は知らない。

「悠希さん、あの」

　そのことを伝えなければと口を開いたが、円花の声で消される。

「迎えに来た？　なんのためによ」

「俺の妻だからだ」

　その怒りに満ちた迫力に、円花は一瞬怯むもすぐに声を発する。

「なによ、こんな女と比べて私のどこが劣るというのよ！」

「お前のような女と天音を一緒にするな！」

　その迫力に、とうとう円花は座り込んでしまった。それを見て、悠希さんが私に視線を向ける。

「天音、大丈夫だから。来い」

　円花と対峙していた時とは別人のような、優しいその瞳に、私は絶対に大丈夫だと思えた。

　私は彼のもとへと向かうと、その手に身を任せる。ギュッと抱きしめられて、涙が零れてくる。

「悠希さん、悠希さん。ごめんなさい。本当にごめんなさい」

「天音、謝らなくていい。お前はなにも悪くない」

　泣きながら謝る私の背中を優しくさすってくれる。

「何事だ」

　誰かが連絡をしたのか、急いで会社から戻ってきた祖父と叔父が玄関から入ってくるのが見えた。

「パパ！　天音が」

　ガタガタ震えながら座り込んでいる円花の姿を見て、ふたりもただならぬ様子を感じたようだ。

　華やかな玄関ホールで、男同士が睨み合うのを私はただ見ていた。

「宮下会長」

　悠希さんは冷静な声で祖父をそう呼ぶと、後ろの友麻さんに私を預け、私の前に立ちはだかった。

「今回の落とし前をどうつけるつもりですか？」

「なんのことかわからんな」

　祖父はこの円花たちの暴挙を知っていたのだろうか。

「まず、円花さんと清子さんについてです」

　静かに言うと、彼はふたりへと視線を向けた。

「刑法により、盗撮については一年以下の懲役又は百万円以下の罰金に処されます」

　淡々と被告人を問い詰めるように悠希さんがそう言うと、円花が声をあげた。

「なんのことよ！　誰がそんなことをしたのよ」

　悠希さんはスマートフォンを取り出し、音声を流しだした。

　それは宗次さんと円花の声で、隠し撮りをするから私を抱きしめて不貞行為の現場を作るように指示されているものだった。

「宗次！　お前裏切ったの!?」

　焦りにも似た声に、宗次さんは悲しげな表情を浮かべた。

「俺は、本当に天音ちゃんが不幸だと思っていました。でも、この人を見てそれはまったくの誤解だとわかった。天音ちゃんの邪魔をしているのはあなたたちだ」

　宗次さん……。

「親父ももういいと言ってくれた。俺たちが仕えていた宮下家はもうない。解雇でもなんでもしてくれて構わない。そんなことで、大切な妹みたいな天音ちゃんが不幸になるなんて許されない」

　そう言うと、宗次さんは後ろにいた松原さんに視線を向けた。そうすると、松原さんも力強くうなずいた。

　いつも気にかけてくれていた宗次さんたちの気持ちに、ありがたさで胸がいっぱいになる。

「宗次さん、ありがとうございます」

　涙ながらにそう伝え腰を折ると、優しい瞳で宗次さんは私を見て首を振る。

「謝るのは俺の方だ。表立って助けられなかったことを今でも悔いている。本当に申し訳なかった」

　静かに頭を下げた彼に、私は何度も首を振る。

「こんなことで、病院から連れ出してしまった罪滅ぼしになるとはもちろん思っていないが、沢渡さんに連絡をしたんだ」

　その事実にチラリと悠希さんを見ると、少し複雑そうな顔をしていた。

「天音のことを守るのは俺だけでよかったが、まあ、今回は仕方がない」

　私の耳元で悠希さんはそう言うと、また円花たちに対峙する。

「偽装行為、隠し撮り、そして嘘偽りだらけの天音への脅迫。立派な犯罪ですね。あなたたちのような人を犯罪者と言うんですよ」

　言葉遣いは丁寧だが、氷の弁護士と言われる所以ゆえんの冷たい物言いは、敵には回したくないと本気で思うほどの迫力だ。

「そして……」

　悠希さんはそう言葉にすると、友麻さんに視線を送る。友麻さんは大きくうなずくと、スマートフォンでどこかへ連絡をした。

　そして数分後、玄関ホールの扉が開き、数人の男性が入ってきた。皆、ビシッとしたスーツ姿で寸分の隙もないが、中でも先頭にいた男性は端正な顔立ちでピリッとしたオーラを放っていた。その雰囲気は悠希さんとはまた違っているが、まっすぐに祖父を見つめる瞳は獲物を捕らえるように鋭い。

「東京国税局査察部、三さえ枝ぐさ彰あき斗とです」

　その瞬間、今まで後ろで成り行きを見ていた祖父が逃げるように階段の方へと走っていくのが見えた。

　いつもはゆっくりと歩いているところしか見たことがなかったが、こんなにも早く走れたなんて。変なところで感心してしまう。

「わしは知らん。勝手にこいつらがやったことだ。お前たちも勘当だ！」

「父さん！」

　かなり分が悪くなったことを理解したのか、息子たちを切り捨てようとした祖父の腕を叔父が掴む。

「今度は俺も切り捨てるのか！　自分の罪を兄貴に擦りつけたのに！」

「え？」

　私は驚きのあまり、手に持っていたバッグを落としたことすら気づかなかった。

「俺に命じたじゃないか！　ハッカーまで雇って、兄貴のパソコンに侵入したのを忘れたのかよ！」

　そこまで言うと叔父は力なく床に手をつきうなだれた。

「それでお前は今の社長の地位を手に入れたんじゃないか！　お前だって同罪だろ」

　祖父も冷静ではなくなったように、言葉を投げ捨てる。

「嘘……パパ。そんな……」

　円花も叔母も信じられないものを見るように目が虚ろになり宙を彷徨さまよう。

「父さん、俺たちを見捨てるのか」

「うるさい！　お前たちが、沢渡にうまく取り入らなかったからだろ！　沢渡の援助が受けられれば、まだ立て直せたはず……。いや、わしはなにも知らん。息子たちが勝手にやっただけだ」

　まだ往生際悪く祖父は言い、叔父の手を払おうと杖つえを振り回した。

「父さん!!」

　呆然と祖父や叔父のやりとりを見ていた私を、悠希さんが抱き寄せる。

「過去の事件も改めて捜査が入るだろう。もう自白をしたようなものだけどな。天音のお父上はなにもしていないよ」

　どうして悠希さんが父のことを知ってるのだろう。

　そんな私の疑問がわかったのか、悠希さんは優しい笑みを私に向けてくれた。

　ずっと、あの事件のことが心残りだった。父と母の名誉を守りたいと思っていた。まさかこんな風に真実が明らかになるなんて。

　ボロボロと涙が零れ落ちる。

『天音、父さんはお前と母さんがいてくれて本当に幸せ者だな』

　そう言って、いつも笑っていた父。私も幸せだった。

　音もなく流れる涙を、悠希さんがそっと拭ってくれる。

「宮下さん、今、あなたの会社にも一斉に捜査員が入っています」

　三枝さんの声が静かにホールに響いた。そのセリフに祖父は「うるさい！　わしは知らん！」と叫ぶ。

　終わった。そう思った時だった。

「結局、おじい様とお父様が犯罪者だから私がふさわしくないって言うなら、天音だってその宮下の血を引いてるのよ。沢渡家の嫁にふさわしくないのは同じじゃない」

　髪を振り乱し、いつもの可憐さはどこにいったかと思うほどの形相で、円花が負け惜しみのように言う。

　その言葉に、安堵した気持ちが粉々に壊れていく。

　どこまでいっても宮下家は、沢渡家に迷惑をかける存在でしかない。やはり身を引くべきだ。そう思って隣の悠希さんを見つめると、彼は微笑を浮かべていた。

「ふざけるな。俺はお前じゃなく、天音だから結婚したんだ。それを間違えるな」

　きっぱりと言い切った悠希さんの言葉が信じられなくて私はなにも言えない。

「それに、彼女のご両親は天音を本当に一番に考えていた」

「どういう意味よ！」

　余裕を見せる悠希さんに、円花が食ってかかる。

　彼の言葉の意味を理解できずにただ立ちすくんでいると、悠希さんは私の頬にそっと触れた。

「天音は本当にご両親に愛されていたんだ」

「え？」

　私は呆然としながら声をあげた。

「天音の父上は一度離婚をした後、再度結婚して、養子として母上の家に入っていた。だから、天音は宮下の家とはまったく関係がないんだよ。それぐらい天音を養女にする時に知っていたはずだ」

　悠希さんの追及に、祖父も叔父も俯いた。

「嘘、みんな知っていたの？」

　円花が叔父たちに詰め寄るも、なにも言わない。それが肯定ということだ。

　お父さん……。

　あの頃、父はもしかしたら祖父や叔父が事件に関わっているのではないかと疑っていたのかもしれない。でも、それを暴くことはしなかった。目的のためなら手段を選ばない宮下の家から私を守っていてくれたのだ。

　確かに保険証が母の姓になったことは知っていたが、事件のせいだと深く考えていなかった。離婚をしたと聞いたこともなかったし、両親はまったく変わらなかったから、そんな可能性を考えたことはなかった。

　子供でなにもわからなかったが、ただ貧しくても幸せだった。

　両親は私を心から愛してくれていたのだ。

　お父さん、お母さん……。

　私がそんな思いでいると、不意に気配を感じた。

「天音、あんただけ幸せになるなんて許さない」

「そうよ、どうして兄さんばかりなんだ」

　なおも続く叔父たちの悪態に傷つきそうになる私を、ギュッと悠希さんが抱きしめてくれる。

「天音、あんな言葉に耳を貸すな」

「はい」

　歴史ある宮下家はもうない。これが宮下の最後なのかもしれない。そんなことを思った。

「悠希、あとは俺たちが」

　名前の呼び方や雰囲気から、国税局の職員だという彼は悠希さんの知り合いのようだ。優しい笑顔で私に頭を下げてくれる。

「ありがとう」

　悠希さんは静かに頭を下げた後、私に視線を向けた。

「天音、行こう」

　まだ昨日のことについてなにも話せていないし、彼との関係がこれからどうなるかもわからない。それでも、悠希さんは私のために動いてくれた。それだけで今は十分すぎる。

　そう思うと、私は彼を見て大きくうなずいた。




　待機していた車の後部座席に悠希さんと私、そして助手席に友麻さんが座る。

　ゆっくりと宮下家のエントランスを車が出ていく。こんな気持ちでこの屋敷を後にするなんて、想像もしていなかった。

　誰もがどこかで道を間違えてしまったのだろうが、私は悠希さんのお陰でそこから出ることができた。

「天音、出してもいいか？」

　私がジッと屋敷を見ていたことがわかっていたようで、悠希さんが問いかける。

「はい」

　決別の意味も込めて答えると、「出してください」という悠希さんの声を合図に車がゆっくりと走りだした。

　そのまますぐに自宅マンションへと送ってもらい、彼と一緒に家へと入る。

　昨日の朝もこの家にいたのに、もっと長いこと留守にしていた気がする。落ち着かずにリビングに視線を彷徨わせた。

　悠希さんも私に付き添って昨日は家に帰っていない。

　昨日の朝、家を出たまま変わらない部屋。なにをどこから話せばいいのかわからず、とりあえず口を開く。

「お茶淹いれます……」

　話をしなければ落ち着かなくて、キッチンへと向かおうとした私だったが、いきなり後ろから抱きしめられた。

「本当にごめん。辛い思いをさせて……」

　初めて聞く震えている声に、私は彼の腕の中で動きを止めた。

「天音がそんな女性じゃないことは、一緒にいて気づいていたのに頭に血がのぼった」

「いえ、あんな場面を見たら誰でも怒ります」

　理由はどうであれ、妻があんなところで他の男性と密会していたのだ。それをとがめるのは当たり前だ。他の人に見られたら沢渡家の信用問題になるのは避けられない。

　あの時言われた『別に天音がなにをしようが勝手だが、誰かに見られるかもしれないところでは慎んでくれ』という言葉は正直、かなりショックだった。ただ、悠希さんがそう思っていたとしても、私が悠希さん以外の男性と親密になることなどありえない。

　それを伝えようとした時だった。彼は私の向きを変えると、お腹を気遣うようにそっと抱きしめる。

「違うんだ。あんなことまったく思っていない。天音に他の男が少し触れるだけでも嫌だったんだ」

　まるで私を想っているようなセリフに、信じられない気持ちになる。まさか彼が嫉妬をしていたなんて想像もしていなかった。

「そんな嘘……。だって私はただの形だけの妻で赤ちゃんの母親だから仕方なく……」

「違う！　俺は過去のせいで、家族とか、愛とかを信じられなくなった。でも、天音に会ってすべてが吹き飛んだんだ」

　彼は抱きしめていた腕を緩めると、私に真剣な瞳を向ける。

「初めがあんな出会いだったから、天音が俺のことを愛してくれるなんて思っていない。きっと伝えたら消えてしまう気がしていた」

　まさか悠希さんも同じように考えていたことに、驚いて目を見開く。

「だけど、もうこれからは遠慮しない。俺は天音を愛してる」

　はっきりと告げられたその想いに、私は涙が溢れそうになる。

「もちろんこれからもいろいろなことがあると思うし、喧嘩もすると思う。でも、俺は天音と本当の愛ある家族になりたい。だから、契約を終わりにしたい」

　私が夢見ていた愛のある未来を望んでいいのだろうか。嬉しくて、信じられなくてうまく言葉が出てこない。

「天音が俺にそんな気持ちを持てないことはわかってる。でも、必ず天音を振り向かせてみせる。だから」

　力強く伝えてくれる彼に、とうとう私は涙が零れ落ちる。

「There is no unstoppable rain.、本当でしたね」

「え？」

　心底驚いた表情の悠希さんの頬に、私はそっと手を伸ばして触れた。

「悠希さんが私に晴れ間をもたらしてくれました。あの日、あなたがいなかったら私はこの世にいなかったかもしれない……」

「あの時の……」

　そこでハッとしたように悠希さんは目を見開いた。

「アメリカから一時帰国した時、父に昔の知り合いが亡くなったからと葬儀に……」

「はい、あの時、悠希さんが私にかけてくれた言葉だけが支えだったんです。ありがとうございました。ようやくお礼が言えた」

「そうだ、あれは宮下の横領の冤罪事件……。そうか、どうしてすぐに思い出さなかったんだ」

　泣き笑いで伝えると、悠希さんは口もとに手を当て、しばらく昔を思い出しているのか、動きを止めた。

「運命だな。あの時天音に会ったことも、そして、こうしてまた再会したことも」

「はい。だから、私は抱かれる前から悠希さんが好きです」

　今まで言えなかった想いが、口から零れ落ちる。

「俺も、その前からきっと天音のことを好きだった。そして、今は誓える。愛してる」

　最後の言葉と同時に、キスが落とされる。温かくて優しくて、想いが流れ込むようなキス。

　何度もお互い微笑み合ってキスをする。それが心を満たしていった。




　その晩、一緒のベッドに入ると、悠希さんはいろいろな話をしてくれた。

　円花たちが事務所へ押しかけてきて、写真を見せて私と別れろと言ったこと。それを聞いて私も病室に円花たちがやってきて、別れなければこの写真をマスコミにばらまくと脅されたことを伝えた。

「天音の従妹には申し訳ないが、そんなことをしたらすぐに逮捕されることがわからなかったんだろうか？」

　幸せな気持ちで悠希さんの身体に体重を預けていた私は、彼の顔を仰ぎ見た。

「本当ですよね。でも、まさか祖父がすべての元凶だったなんて……」

　先ほどの叔父の言葉からも、あの事件のことが少しわかった気がした。

「きっと天音のお父さんは確証がなくても、思うことがあったのかもしれないな」

　そうかもしれない。父は叔父や祖父の話は一度もしなかったし、あの事件についても口にしたことがなかった。ただ、三人で幸せになろう。それだけをいつも口にしていた。そして、現実に私は幸せだった。

「しがらみの多い宮下の家のことはもう忘れなさい。そう言われていたんです。だから私ももう忘れていたんです。あの日、迎えが来るまで」

　そこまで言った私に、悠希さんが少し表情を硬くした。

「さっき、あの葬儀で会ってるって言ったよな」

「はい」

　なにかを思案するような表情の彼に、私は少し不安になる。

「もしかしたら、天音を宮下に引き取らせて、そんな辛い思いをさせることになった原因は、親父かもしれない」

　え？　お義父様が？

「あくまでも、さっきそのことを聞いた俺の推測だ。葬儀の後、天音のお父さんが亡くなったことを宮下へ連絡した可能性がある。一度父とも話をしてくるけど、もし、もしも、親父のせいだとしたら、謝罪してもしきれない」

　懇願にも聞こえる言葉に、私は笑みを浮かべる。

「どうして悠希さんが謝るんですか？　そしてお義父様もなにも悪くありません。あの時、宮下に連絡することは普通だったと思います。母にも親族はいなくて、身寄りは宮下だけだったので。親族に連絡がいっても不思議ではありません」

　そう伝えると、悠希さんは安堵の表情を浮かべた。

　その夜、私たちはお互いの体温を感じるように抱き合って眠った。

　これほどまで安心して、深い眠りについたのはいつぶりだったかわからなかった。




　年が明けた一月、私たちはお義父様に招待いただき、新年の挨拶を兼ねて沢渡家へと向かっていた。

　仕事も産休に入った妊娠七カ月、赤ちゃんも動くようになり、毎日ふたりで話しかけている。

　都内の一等地、高いコンクリートの壁に囲まれた邸宅にゆっくりと車は停車する。慣れた手つきで操作すると、静かに目の前のガレージが開いていく。中には高級車が何台も停まっていて、まだ数台分空いているスペースに悠希さんは車を停めた。

「天音、ほら」

　そう言いながら助手席に回り、悠希さんは私に手を差し出してくれる。

　気持ちが通じる前も過保護だったが、さらにそれは加速している。いや、大切にしてくれているのだと実感する。

　その手に手を重ねて私はそっとお腹を押さえながら、車から降りた。

　ガレージにある扉から中に入ると、まるで海外の映画に出てきそうな庭が広がり、その奥にはコンクリート造りのモダンな家屋が立っていた。宮下の歴史ある建物とは違い、近代的なその家に私は息をのんだ。

　黒い大きな玄関ドアが開き、ひとりの女性が現れた。

「天音さん、いらっしゃいませ」

「小林さん」

　いつもお世話になってる彼女に少しだけホッとするも、やはり緊張してしまう。

　お義父様から改まって話があると言われたことについて悠希さんからは心配することはないと言われていたが、やはり実父が横領事件に関わっていたことは事実で、宮下の娘との結婚は認めない、そう言われる可能性はゼロではない。

「天音、大丈夫だから」

「はい」

　室内へと案内をされ、長い廊下の一番奥の扉を小林さんが開ける。

　先ほどの庭が前面に見える。広いリビングは落ち着いた雰囲気のインテリアで揃えられていた。ダイニングテーブルは十人は座れる大きなもので、埋め込み式のテレビとホームシアターの前には高級そうな革張りのソファセットが鎮座していた。

「天音ちゃん、わざわざすまなかったね」

　私たちが来たのがわかったようで、立ち上がったお義父様は予想に反して笑顔を向けた。

「いえ、お邪魔いたします」

「座って、座って」

　丁寧に腰を折ると、それを制するようにお義父様が声をあげた。

「久しぶりだね、元気だったかい？」

「はい、私こそ、パーティー以来、きちんとご挨拶に来るのが遅くなり、本当に申し訳ありませんでした」

「いや、それは悠希が避けていたのも知っていたし、私もふたりの成り行きを見守りたかったんだ」

　そこに小林さんがお茶とお菓子を運んできてくれた。

「天音さんにはハーブティーにしてありますからね、むくみが取れるって聞いたので」

「ありがとうございます」

　そんな会話を小林さんとしていると、お義父様が慌てたように口を開く。

「むくみがあるのかい？　体調が悪い時にすまなかったね」

「いえ、大丈夫です。元気なんですけど、少しだけむくみが」

　いつもは凛りんとした印象なのにと、クスリと笑ってしまった。

　淹れてもらったお茶を一口飲めば、すっきりとした中にほのかな甘さもあり、とても飲みやすい。

　悠希さんもコーヒーを口にすると、一息ついた。

「それで父さん、話ってなんだ？」

　わざわざ改まって呼び出したことに悠希さんも思うことがあったのか、ふたりが視線を交わらせる。

「まず、こないだ悠希が電話で聞いてきた件だ」

　宮下の家に帰る原因になったのがお義父様かもしれないということだと思い当たり、お義父様の言葉を静かに待つ。

「……答えはその通りだ」

　予想通りだった答えに、私たちは特になにも言わずお義父様の話に耳を傾けた。

「あの時、私は宮下家の内情を知ることなく、いや、調べることなく天音ちゃんが戻ることで幸せになれると信じて連絡してしまった。本当に申し訳ない」

　沈痛な面持ちで頭を下げるお義父様を、私は慌てて制する。

「そんな、あの状況でしたら当たり前です」

「君のお父上の無罪は勝ち取ったが、事件をすべて明るみにはできなかった。それ以来、君たち家族のことは気にしていたんだ。しかし、ニュースでご両親の事故を知り、いても立ってもいられず悠希を連れて葬儀に行ったんだ」

　それが私が悠希さんと会うきっかけになったのだ。

「しかし数年経ち、宮下家から援助の申し込みと、円花さんとの縁談が来て、その中の話で叔父である元哉氏から、天音ちゃんを虐げる言葉が出た時、私は唖然とした。まさか、あの後、宮下の令嬢として幸せに暮らしていると信じていたのに、そんなことになっていたとは、と」

　そこで一度お義父様が言葉を止めた。

「すぐにでも、天音ちゃんをあの家から出そうと考えたが、天音ちゃんが何度も逃げ出しては連れ戻されていることを知った。力を使おうにも、宮下家も元財閥でそれなりに影響力がある。策を練っていたところで、悠希の縁談の相手が天音ちゃんに変わったことを知って、これはチャンスだと思った」

　そこでお義父様は私たちふたりを見た。

「知っていたならどうして初めから天音のことを話してくれなかったんだ」

　怒りをあらわにする彼に、お義父様が少し鋭い視線を向けた。

「話していたら、おとなしくお前は結婚をしたのか？　あの時のお前は、結婚なんてどうでもいいと思っていただろう。自分で彼女を知り、本当の愛を見つけなければ仕方がない」

　お義父様の言葉に悠希さんはグッと拳を握りしめて、唇を噛んだ。

「悠希自身、女性に嫌悪感を持っていたから、うまくいく保証はなかった。でも、私はふたりに賭けたんだ。あの葬儀の日、天音ちゃんを励ます悠希の姿と、悠希を見つめる天音ちゃんの表情を覚えていたから」

　そこで、あの時のことが鮮明に頭に浮かんだ。

「今のふたりを見ていたら、うまくいったと思いたいのだがどうだろう」

「そうかもしれないが、俺は天音に辛い思いをさせてしまった」

「そんなことありませんよ」

　沈痛な面持ちの悠希さんに、私はゆっくりと口を開く。

「初めから悠希さんは優しかったし、ひどいことなんてなにもされていません。それにお義父様のお陰で今の私たちがあるんです。感謝しかありません」

「天音……」

　心からの思いを伝えると、お義父様はホッと安堵した後、厳しい表情に変わった。

「あの時とは今は状況が違う。天音ちゃんさえ許せば、宮下家を断罪することもできるがどうする？」

　父に罪をなすりつけた祖父と叔父。家の財産を使い果たす叔母と円花。

「宮下への援助は一切必要ありませんし、もうあの家は終わりだと思います。しっかりと罪を償ってもらいたいです。悠希さん力を貸してくれますか？」

　これは今とっさに思いついたことで、悠希さんにももちろん許可はとっていない。ただでさえ忙しい身で身内の弁護までお願いするなど申し訳ないが、それでも彼がいいと思った。

「ああ、もちろんだ」

　快諾してくれた彼に、私は深々と頭を下げた。

「しかし、いくら私が母の籍に入っていたとしても、養女に入った時点で宮下の娘です。スキャンダルになったりしないでしょうか。沢渡の家に迷惑をおかけすることがあるのなら、このままひっそりと私は陰に……」

　そこまで言った私に、悠希さんとお義父様が同時に口を開く。

「「バカなことを言うんじゃない！」」

　はもってしまったことに、少しバツが悪かったのかふたりが口を閉じた。

「沢渡家のような伝統もなにもない成り上がりを甘く見ないことだよ。私だって、悠希の母の件などスキャンダルだらけだし、そんなことを気にするような人間はいない」

　お義父様のきっぱりとした物言いに、私は驚くとともに妙に納得してしまう。

「天音が、宮下の令嬢だから結婚するんじゃない。どこの誰でも、俺は宮下天音という女性と一緒にいたいと思ってるんだ。だから、そんなこと二度と言わないでくれ」

　真剣な悠希さんに、いかに私が浅はかだったか思い知る。

「はい、よろしくお願いします」

　嬉しくて涙が零れそうになるのを指で拭うと、私はふたりに笑顔を向けた。

「それで……。母さんはいる？」

　悠希さんとお義母様は、血の繋がりがないとわかって以来疎遠になっていると聞いている。

「ああ、終わったら、話をしたいと……それを悠希が許すならと言っていたな」

「許すもなにもないだろう。謝るのは俺の方だ。天音と出会って、自分の母さんに対する態度がどれだけ子供だったか気づいたんだ……」

　最後は言葉を濁した悠希さんだったが、いろいろな思いがあったのだと理解できる。

「ああ、じゃあ二階の自分の部屋にいるはずだ。呼びに行ってやってくれ」

　お義父様の言葉に、悠希さんは「少し行ってくる」と言い残してリビングを出ていった。

　ふたりになってしまった私は、聞きたいことはたくさんあるのに、なにから話せばいいのかと思案する。

「天音ちゃん」

　不意に名前を呼ばれ、パッと顔を上げた。

「本当に、今まで辛かったね」

「お義父様……」

　優しいその表情に、私はすべての過去が溢れ出てくる。裕福だった子供時代、そして絶望。孤独にただ耐える日々。

「もう、なにも心配しなくていい。あの時、守り切れなくて本当に申し訳なかった」

　お義父様もずっと心にしこりのようなものを残していたのかもしれない。

「いえ、あの時、お義父様と悠希さんに会っていなければ、私は今この世にいないと思います。お義父様のお陰で、法の世界に身を置きたいと思ったんです」

「そうか、じゃあ弁護士を目指すのかい？」

　柔らかな笑みを浮かべてくれたお義父様に、私は涙を拭いてお腹に視線を向けた。

「まずは、この子をしっかりと産み育ててから考えたいと思います。法の世界を夢見たのと同じぐらい、悠希さんとこの子を守ることが今の私の幸せです」

「そうか」

　私の思いに、お義父様は何度もうなずいてくれた。

「俺も天音のしたいことを全力で応援するからな」

　後ろから聞こえたその声に、私はハッとして立ち上がった。悠希さんの少し後ろには美しい女性――お義母様が立っていた。

　前回パーティーで会った時の着物姿とはまた違い、ネイビーの上品なワンピース姿。二重のパッチリとした真っ黒な瞳に、ふわっと巻かれた髪の弥生さんはやはりとても綺麗な人だ。

「天音さん、いらっしゃい。体調はどう？」

「ご無沙汰しております。大丈夫です」

「パーティーの時はあまりお話しできなかったから、お会いできて嬉しいわ」

　ふわりと笑った彼女に、心が温かくなる。

「そして、悠希にも複雑な思いをさせて、それが原因で天音さんとの関係もすんなりいかなかったと聞いています。本当にお詫わびします」

　深々と頭を下げるお義母様に、私は慌てて手を伸ばした。

「そんなことはありません。悠希さんは本当にずっと優しくて素敵な人です。きっとお義母様が愛情をかけて育てられたからだと思います」

　生意気なことを言ってしまった気もするが、これは心からの思いだ。

「そうだよ。母さん。俺が子供だったんだ。本当に悪い。母さんは俺に弟と同じだけの愛情を与えてくれたのに」

　悠希さんの優しい微笑みとセリフに、お義母様が目頭を押さえる。

「天音さんのお陰で、こうして悠希の気持ちも知ることができたわ。ありがとう」

　私はなにもしていないが、沢渡家のわだかまりもなくなったなら、これほど嬉しいことはない。

「天音ちゃん、これからよろしくね。実の母だと思ってなんでも聞いて」

「こちらこそ、よろしくお願いします」




　その後、私たちは小林さんの作ってくれた食事をおいしくいただいた。

　午後からは、お義母様がお菓子作りを仕事にしていると聞き、簡単でおいしい、悠希さんが小さい頃から好きだったというチーズケーキの作り方を教えてもらっていた。

「天音、ずっと立ってるけど大丈夫か？」

　久しぶりに母という存在の人とキッチンに立ったことで嬉しくて盛り上がっている私のもとへ、悠希さんが心配そうにやってくる。

「大丈夫です。もうすぐできますよ。チーズケーキ」

　クスクスと笑うと、悠希さんは「無理をするなよ」と戻っていった。

「おいしそう」

　フルーツがふんだんに使われたチーズケーキは、さすがプロといった仕上がりだった。キラキラと光るフルーツと、綺麗な断面は芸術的でうっとりとしてしまう。

「悠希はこれにベリーのソースをかけたものが大好物で、弟の瑠偉はなにもかけない方が好きだったわ」

　懐かしむようなお義母様の言葉に、私も小さい頃の悠希さんを想像する。

　そんな私たちの会話を聞きながら、悠希さんが私の手からベリーのソースがたっぷりかかったチーズケーキを持っていく。

「今度瑠偉にも会わせるよ」

「楽しみにしています」

　私も自分のケーキにベリーのソースを添えると、それを手にダイニングテーブルに戻った。

「悠希、籍はもう入れてあるが結婚式はどうするんだ？」

　お義父様もお義母様のケーキが大好きなようで、嬉しそうに食べながら私たちに問いかける。

「そうだな……。天音はどうしたい？　子供が産まれる前にするか、産んで落ち着いてからにするか」

　結婚式をできるなど思っていなかった私は、食べる手を止めると悠希さんを見た。

　すでに、結婚式はやる前提で話が進んでいることに驚いてしまう。私には身内と呼べる人はいないし、式をすることで迷惑をかけてしまわないだろうか。

　そんな不安も溢れてくる。

「天音の気持ちを教えてくれ。沢渡の家を気にしてとかは必要ない」

　悠希さんがそう言ってくれて、ご両親も大きくうなずく。

「沢渡のことを考えてというのなら、無理にしなくてもいい。ただ、女性にとって夢ではないかなと思ったんだ。ウェディングドレスを着ることは」

　確かに、小さい頃はプリンセスのようなドレスを着て、王子様と出会うことを夢見た時期もある。しかし、そんな妄想などこの数年したことがなかった。

　そんな私の考えがわかったのか、悠希さんが確認するように私に話しかける。

「別にドレスを着たくないとかそういったことはない？」

「それはもちろん。小さな頃は夢でした」

　つい、勢いよく言ってしまった私は、羞恥から少し俯いた。

「そうか、またふたりで考えてみるよ」

　悠希さんがお義父様にそう言うと、「いつでも沢渡のホテルを使えばいい」と言ってくれた。




　その後、お義母様の勧めもあって、実家に泊まらせてもらうことになった。

　なんだかんだ夕食までおいしくいただいて、幸せな一日だった。

「ここが俺の部屋だった」

　二階の奥の扉を開けると、ホワイトを基調にしたシンプルな部屋が広がっていた。

　本棚やデスクなど、勉強するためのツールもたくさんあり、ここで弁護士になるべく努力していたのだとわかる。

　かなりの広さがあり、テレビにソファ、そして奥にはダブルサイズのベッド。ずっと使われていないはずだが、きちんと掃除がされて整っていた。

「高校卒業までここで勉強してた」

　本棚を眺めながら、悠希さんがそう言うと一枚の写真を取り出した。

「この頃だな、天音に会ったのは」

　そこには確かにあの時の悠希さんが、金髪の男の子と犬と写っていた。

「日本の大学を卒業してから、国際弁護士の資格を取るためにアメリカに留学していた時だ。二十四歳ぐらいの時だと思う。父の親友の家にホームステイさせてもらっていたんだ。この数カ月後に一度日本に帰ってきて、天音の両親の葬儀に行った」

　そうだったのか。本当にわずかに日本に滞在していた時に会っていたことに、少し不思議な気分にもなる。

「空港に父が迎えに来てくれた、その足であの天音たちが住んでいた港町へと向かった。だから一番初めに天音に話しかけた時は、英語になってしまったんだな」

　当時のことを思い出したのか、悠希さんはいろいろ話してくれた。

「そうだったんですね」

　最後は実家の話になり、少し寂しそうに見えた彼に、私はそっと隣に行くと彼の腕に寄り添った。

「別に母のこともいろいろわかる年だったし、反抗するといったこともなかった。でも、周りにはステイタス目当ての女性ばかり、そして仕事でも離婚調停や男女トラブルばかり見てきたこともあって、冷めた態度になっていた。本当に傷つけてごめん」

　悠希さんが私の肩を引き寄せる。

　お互いの体温を感じ、過去もすべて乗り越えられた気がした。

「本当の母は……」

　そこで悠希さんは言葉を止めた。

「今の母に申し訳ない気持ちもあって、ずっと連絡を取ってなかったんだ」

　やはり彼は優しい人だと思う。育ててくれたお義母様の気持ちを大切にしていたのだろう。

「でも、結婚は報告したいと思って、父に連絡を取りたいと伝えたんだ」

「え？」

　私のことを伝えるためと聞いて、嬉しさと驚きが溢れる。

「そうしたら、母にはもう結婚のことを報告してあったらしい」

「それって……」

　おふたりは連絡を取り合える関係にあったということだ。

「父と母は政略結婚だった。夫婦関係がうまくいかなくなり、沢渡の後継者として、父が親権を持って離婚したらしい。でも、母もずっと俺を気にしていたそうだ。誰も恨み合ってなんかなかったんだ」

　そこで一度悠希さんは話を止めると、小さく息を吐いた。

「みんなが優しすぎたんだと思う。本当の母は今の母に対して、そして俺に対して。離婚したのは俺が物心がつく前だったから、実の母のことは隠して育てていくと父と約束をしたらしい。それをみんな忠実に守っていただけだった。勝手に捨てられたと思い込んで拗すねて子供だった」

　政略結婚をして、いろいろなことがあり、ご両親は離婚という道を選んだ。その後、お義父様はお義母様と出会い、結婚して子供にも恵まれた。そして悠希さんを実の子として育ててきた。それは並大抵のことではないと思う。たくさんの葛藤があったはずだ。未熟な私ですら、そのことは容易に想像がついた。

「母には、節目に俺の写真を送ったり、報告をしたりしていたみたいだ。今、母は子供はいないが、再婚した相手と幸せに暮らしているらしい」

　隠すことがよかったのかはわからない。でも悠希さんを想ってしたことだ。

　そして今、悠希さんはそれを受け入れ、乗り越え、ご両親たちの思いをきちんと理解している。

　穏やかな表情の悠希さんに、すべてがいい方向に向かったことを感じ、安堵の気持ちでいっぱいになる。

「こんな風に思えるようになったのも、すべて天音と出会ったお陰だ。本当にありがとう」

「そんな……。私こそ悠希さんに出会えて、そして再会できて本当に幸せです」

　あの時、お義父様が弁護をしてくれなければ、そして、悠希さんと葬儀に来ていななければ。きっと私は今こうして穏やかな気持ちでいられなかったはずだ。

　その思いを伝えると、悠希さんは大好きな笑顔でうなずいてくれた。

「いつか会いに行きたいと思ってる。天音を紹介したい。体調の心配があるから、タイミングは天音に任せるから」

「はい」

　彼を産んでくれた女性にご挨拶をしたい。

　その気持ちを込めて笑顔で返事をすると、彼はギュッと抱きしめてくれ、優しいキスをする。

「天音、ドクターからはもうダメだと言われてないんだよな？」

　激しくなったキスの合間の真剣な彼の瞳に、私の顔は真っ赤になっていると思う。

　妊娠がわかってから、悠希さんは私を気遣ってか、触れることはなかったし、お互いの気持ちもわからなかった。

「ゆっくりとなら」

　私もなんということを答えているのだろう。そう答えたところで、今置かれている状況を思い出す。

「あっ、でも、ダメです。こんなご実家で」

　お義父様たちがいる場所で、そんなことできるわけない。

「問題ないよ。両親の部屋は反対側にあるから、天音がかわいい声を出しても聞こえない」

「え？　え？」

　そう言うと、悠希さんは楽しそうにチュチュと音を立ててキスをする。

「幸せになろうな」

　その日は、ゆっくりと優しく交わった私たち。ようやく悠希さんのすべてをもらった気がした。




　それから一カ月はいろいろなことがあった。

　まず、宮下の脱税事件が世間に露呈して、宮下の家はかなり騒がしかった。

　宮下重工には何千人という社員がいた。彼らを守るために、ＳＡＷＡＴＡＲＩの傘下に入ることが発表された。祖父と叔父に問題があっただけで、社員にはなんの非もないのだ。お義父様たちが救いの手を差し伸べてくれて本当によかったと思う。

　そして、祖父も叔父も警察ですべてを認めているという。これから裁判も続いていくと思うが、それは悠希さんが担当してくれることになった。

　そんなせわしない中、悠希さんはあっという間に結婚式の準備をしてくれた。

　私が望んだのは、軽かる井い沢ざわでの小さな小さな式。

　出産後必要ならば、東京でも式はするつもりだが、悠希さんの実のお母様が軽井沢にいらっしゃるということで、もし出席してくれるのならばそこで挙げたかった。

　こうしていろいろな誤解が溶けた今だからこそ、家族のみんなに祝ってほしかったのだ。

　もちろん、母親同士が顔を会わせづらいということがあれば、無理を言うつもりはなかったが、皆さん快諾してくれた。

　二月という寒い日のため、悠希さんは私の体調を心配していたが、妊娠八カ月の私は確かに少しお腹が重くなってきていたものの、とても体調はよかった。

　前日にゆっくりと悠希さんの車で軽井沢に来た私たちは、沢渡家に関係のある高級リゾートホテルに泊まった。北海道の時も素敵な部屋だったが、今回はそれ以上で、ヨーロッパ調の家具で揃えられ、ベッドは天てん蓋がい付きのキングサイズという豪華さ。

「素敵な部屋」

「ハネムーンスイートらしい。子供が産まれてからしばらくしないと、新婚旅行も行けないだろうし、気分だけでも」

　優しい笑顔で悠希さんは言うと、部屋を探索していた私を見つめている。

「十分すぎますよ」

「いや、赤ちゃんも楽しめるように、ハワイぐらいがいいかなって思ってる。ホテルでプール遊びとかいいよな」

　もう赤ちゃんと一緒に遊ぶことを考えてくれる悠希さんに、嬉しさが募る。

　そして私たちは並んで窓の外を見ていた。冬の軽井沢の森は幻想的でとても美しい。

「今日の夕食には母親が旦那さんと来ることになってる」

「はい」

　幼い頃に別れてから一度も会っていないため、悠希さんはお母様の顔もわからないはずだ。私以上に緊張しているはず。

　そっと彼の手を握りしめれば、彼は優しい笑顔で「大丈夫」と握り返してくれた。




　その夜、ホテルの割烹料理店で待ち合わせをしていた私たちは、少し早めに店へと向かっていた。

「悠希さん」

　そんな時、前から聞こえたその声に私たちは立ち止まった。

　目の前には品のいい綺麗な女性と、眼鏡をかけた優しげな男性が立っていた。落ち着いたネイビーのワンピースがよく似合っている。男性も、同じ色合いのスーツ姿だ。

「悠希さんよね？」

　涙目でその女性は言うと、少しずつ私たちの方へと歩いてくる。泣きそうな顔を手で覆う女性を、男性がそっと肩を抱いた。

「お久しぶりです」

　それだけでいかにお母様が、ずっと悠希さんを想ってきたかが伝わってきた。それはきっと悠希さんも同じだったのだろう。

「悠希君だね、智とも子こさんの夫の槇まき原はら貞さだ夫おです」

「初めまして。お会いできて嬉しいです。そして妻の天音です」

　挨拶をしてくれた智子さんのご主人に、私も「初めまして」と頭を下げた。

「智子、せっかく会えたんだよ。泣いてないで」

　智子さんはそっと目もとの涙を拭うと、私たちを見た。

「悠希さん、本当にごめんなさい。こんな母親失格の私に、こうしてお嫁さんを紹介しに来てくれて、本当に嬉しかった」

「いえ、父から聞きました。沢渡との約束があったこと」

「そう。ありがとう」

　悠希さんの柔らかな表情に、智子さんは安堵の表情を浮かべた。

「天音さん。わざわざ来てくれてありがとうございます」

「いえ、私がこちらに来てみたかったんです。こちらこそありがとうございます」

　悠希さんと同じ優しげなブラウンの瞳に、やはり親子なのだと実感する。

「さあ、食事にしようか」

　貞夫さんの言葉に、私たちは店へと足を踏み入れた。

　美しい外の景色が見える個室で、八寸から始まり、椀物や揚げ物などどれも見事な料理が続いていく。

　終始、和やかな食事会だった。お義父様が言っていたように、節目節目の悠希さんの近況は智子さんに知らされていたようで、嬉しそうに智子さんはスマートフォンの写真を見せて、悠希さんにその時の様子を聞く。

「えっ、うわ。かわいい」

　智子さんの見せてくれた写真に私は思わず声をあげた。

　それは悠希さんの高校の学園祭の写真で、数人の友人に囲まれている。

「ね、この写真かわいいわよね。隣のお友達はカッコいいって感じだけど、悠希さんはかわいいわよね」

　私の言葉にお母様が喜々として、もう数枚の写真を見せてくれる。

「え？　どの写真……。なんでこの写真を！」

　自分の女装をした写真だと知り、悠希さんは慌ててそれを取り上げた。

「え？　見せてくださいよ。めっちゃかわいいじゃないですか」

「今の悠希さんからは想像つかないわよね」

　クスクスと笑う智子さんにスマートフォンを返しながら、悠希さんは拗ねたように口を開く。

「その頃は、まだあまり筋肉もついてなかったんだよ。理系で女子も少なかったから、俺はそっちに回されたんだ」

　ブラウンの巻き髪にアイドルのような服を着た悠希さんは、本当に人形のようにかわいらしかった。

「お隣のお友達たちも元気？」

「今でも仲良くしてるし、元気だよ。それにしてもそんなことまで知っていたの？」

　悠希さんが驚いたように問いかければ、智子さんは少し優しい笑みを浮かべた。

「ええ、毎回写真と一緒に近況を書いてくださってたの。弥生さんが」

「え？」

　その返事に悠希さんは心底驚いた表情を浮かべた。まさかお義母様がメッセージを書いていたとは想像していなかったのだろう。

「素敵な女性に育ててもらって安心してたのよ」

「そうだな」

　悠希さんは少し考えるような表情を浮かべた後、優しい笑みを浮かべた。

「ずっと幸せだったよ。そして今日、こうして母さんにも会えて、天音を紹介できて本当によかった」

「私も今の悠希さんを見て、会うことが間違いじゃなかったってようやく思えたわ。弥生さんからは、悠希が事故で真実を知った後、会ったらどうかと言われてたの。今、全部話すべきだって。でも怖かったのよ」

　それは紛れもない本心だろう。悠希さんがどう思うか不安で仕方がなかったはずだ。

「そうだったんだ。そうだな。あの時、いきなり本当の母親に会うかと聞かれてたらどう返事していたかわからないし、父さんたちに打ち明ける機会を与えなかったのは俺のせいだと思う」

　そこで一度悠希さんは言葉を止めた。

「俺の方こそ、子供っぽい意地を張って、会いに来るのが遅くなってしまってごめん。もっと早く父さんたちから話を聞くべきだった」

　頭を下げた悠希さんを、慌てて智子さんが制する。

「謝らないで。私の方が悪いのよ」

　そんな親子のやりとりに、貞夫さんが間に入る。

「今日という日が迎えられたんだ。もういいじゃないか。今日から新しく始めよう」

　悠希さんと智子さんが、貞夫さんを見て何度もうなずいた。

「もう謝るのはやめよう。母さん。明日はよろしく頼みます」

「息子の晴れ姿、楽しみにしてるわ」

　優しい笑みを浮かべたふたりを、私も幸せな気持ちで見つめた。




　そして翌日、快晴の中、私たちの式は行われた。

　身内のいない私のエスコートは悠希さんのお義父様がしてくれる。

　ウェディングドレスは、私の体形に合わせて急ピッチでオーダーメードで作ってくれたため、お腹もあまり目立たない。柔らかなシフォン生地がたっぷり使われた贅沢なドレスで、胸もとから首もとまで美しいレースがあしらわれている。

　お義父様と一緒にチャペルの扉の前でスタンバイをする。

「きっと天音ちゃんのご両親も見てくれているはずだよ」

　そのお義父様の言葉に、私はすでに泣きそうになってしまう。

　まさか私が本当にこの日を迎えられるなんて思っていなかった。ましてや相手は心から愛する人で、その人の赤ちゃんを身ごもっている。

『お父さん、お母さん、幸せになるね。見守ってね』

　そう心で言った後、ドアが開けられる。バージンロードの先にはシルバーのタキシード姿の悠希さんの姿があった。

　ゆっくりと彼のもとへと歩いていき、その手を取る。

「綺麗だな」

　いきなりそんなことを言う悠希さんに、照れてしまう。

　聖歌隊の歌とパイプオルガンの音色に包まれ、厳粛な雰囲気で式が進められていく。

「では、指輪の交換を」

　その神父様の言葉に、指輪を見て驚いてしまう。ひとつは確かに結婚指輪で、私と悠希さんが一緒に決めたものだ。一生ずっとつけられるようにと、シンプルなものにした。

　悠希さんがリングピローにのせられた指輪を受け取ると、もう一方の手で私の左手を取る。そしてその指輪をはめてくれた。

「あと、遅くなってごめん」

　そう言うと、もうひとつの指輪を受け取り、それも重ねてつけてくれる。

　その見事なダイヤモンドの婚約指輪に驚いてしまう。

「ありがとうございます」

　あまりにも予想外で嬉しくてずっと眺めていたかったが、神父様の小さな咳払いでハッとして慌てて指輪を受け取る。そして緊張しながらも、悠希さんの指にはめた。




　滞りなく式を終え、私たちは食事会の席へと移った。今日は悠希さんが、私も食べやすいようにと和を意識したフレンチのコースを選んでくれた。

　親族だけの急な式だったにもかかわらず、弟の瑠偉さんも来てくれて、初めてお会いすることができた。

　お義父様たちも和やかな雰囲気で話しているのを見て、ホッと安堵する。

「それにしても兄貴、よかったな。素敵な女性を見つけられて」

　少しだけ距離があったと聞いていたが、瑠偉さんは気さくな人で、私もすぐに打ち解けることができた。

「ああ、次は瑠偉の番だな」

「え」

　瑠偉さんも結婚願望がないのか、まずいことを言ってしまったといった表情を浮かべた。そんな瑠偉さんに、お義父様も声を発した。

「そうだぞ、瑠偉、お前も会社を引っ張る身として独り身はそろそろやめなさい」

「うわ。今までは兄貴が言われてた言葉が今度は俺になるのかよ。俺はいいんだよ」

　ため息交じりに言った瑠偉さんに、悠希さんがニヤリと笑う。

「お前も適当な恋愛はそろそろ卒業しろよ。結婚はいいぞ」

「兄貴の口からこんな言葉を聞く日が来るなんてな。でも俺だっていろいろあるんだよ。というか、俺の話はいいよ。今日の主役は兄貴たちだろ」

　一瞬だけ見えた少し悲しげな瑠偉さんの表情に、みんないろいろなことがあるのだとわかる。

　彼にも幸せになってほしい。そんなことを思った。










エピローグ




　二年後の六月、私たちはハネムーンでハワイにいた。

　軽井沢で式を挙げた一カ月半後、女の子を出産した。少し小さめだったが、母子ともに健康ですくすくと育ってくれた。

　出産して一年が過ぎた頃、私は仕事にも復帰した。その間はビル内にある託児所を利用したり、お義母様たちが預かったりしてくれ感謝しかない。

　悠希さんは娘の茉ま子こを本当にかわいがっていて、今から将来彼氏を連れてきたらどうしようと心配しているぐらいだ。

　そんな茉子を連れての初めての海外旅行。モルディブなど他のリゾート地も悠希さんは提案してくれたが、やはり小さい茉子が楽しめること、さらには飛行時間なども考え、ハワイを選んだ。

「茉子、パパとプールで遊ぼうか」

　ここは真っ青な海が目の前に広がり、大きなプライベートプールがついたリゾートホテル。

　広い部屋を嬉しそうにトコトコ走り回る茉子に悠希さんが声をかければ、茉子は嬉しそうに彼のもとへと走っていく。

　そんなふたりと一緒にプールへと向かう。

　サラリとした気持ちのいい生地のロングワンピース姿の私は、プールサイドから声をかける。

「茉子、お顔つけれるようになったね」

　そう言えば、茉子は嬉しそうにもう一度、水面に顔をつけて満面の笑みを浮かべた。

　――幸せだな。その言葉しか浮かばない。

　この二年、茉子が生まれて、初めてのことで慣れないこともたくさんあったが、悠希さんのご両親や小林さんに助けてもらい、本当に恵まれていたと思う。

　こんなに幸せになれる日が来るなんて、昔の私は想像もしていなかった。

　たっぷり遊んで、夕飯もたくさん食べた茉子はコテンと眠ってしまった。

　大きなキングサイズのベッドに茉子を寝かせて、その寝顔をふたりで見つめる。

「かわいいね」

　茉子の髪を撫でた後、そう言いながら悠希さんに視線を向ければ、熱を帯びた瞳にドキッとする。

「天音」

　最近はママと呼ぶことの方が多かった悠希さん。

『名前を呼ぶ時はパパとママじゃない。男と女だからな』

　そう言っていたことを思い出して、顔が赤くなる気がした。

「まだそんな風に照れるの本当にかわいいな」

　クスリと彼は笑うと、いきなり私をお姫様抱っこする。

「すぐからかうんだから」

　軽く睨みつけるも、「それも俺を煽るだけなの知ってるんだろ？」と言って、隣のベッドルームへと向かう。

　パパとママになったとはいえ、私だってたまにはこうしてかわいがってほしいと思うこともある。だから、ストレートに求められることは嬉しい。しかし、なんとなく子供を産んでから、自分から甘えたりするのが少しいけないことをしている気持ちになる。

　悠希さんもそれはわかっているようで、わざと甘いセリフを言いながら私の女の部分を引き出していく。

「悠希さん、ちょっと待って、シャワー浴びたい」

　ワンピースのファスナーを下ろされていた私は、ワンピースを胸もとで押さえながら彼にお願いをする。悠希さんと茉子はお風呂を済ませているが、私はまだなのだ。

「ダメ」

「え？　どうして？」

　まさかダメと言われるとは思わなくて、私は起き上がろうとするも、キスで阻止される。

「どうしても」

　本気でシャワーは浴びさせてもらえなさそうで、私は諦めて力を抜いた。そうすれば、あっさりと服は脱がされ、悠希さんは全身にキスを落としていく。

　なかなか子供がいるとゆっくりと抱かれることは難しいが、今日はハネムーンだし、茉子もぐっすりだ。少しぐらい開放的になっても大丈夫だろうか。

　そんなことを考えていると、ピタッと私に触れる手が止まる。

「どうしたの？」

　不思議に思って問いかければ、悠希さんは少し不満げな表情を浮かべた。

「今は茉子のことを考えるのは禁止。モニターもあるし起きたら俺があやすから、今は俺だけに集中しろ」

　そのゾクリとするような声と、私を射抜くような瞳に私はごくりと唾を飲み込んだ。

「もう優しくしない、すぐになにも考えられないようにしてやる」

　悠希さんはそう言うと、噛みつくようにキスをする。舌と舌が絡み合い、どちらの唾液かわからない、飲み込めなかったものが唇から零れ落ちる。

　キスをしながら、悠希さんは自分のパジャマのボタンを素早く外すと、それを投げ捨てた。何度も見ているのに、その均整のとれた身体にドキドキとしてしまう。

　いつもより早急に胸を触られ、頂を舌で甘噛みされれば、一瞬で私の身体は快感に変わる。

「ん……あっ」

　最近はあまり声を出さないように抱き合っていたが、今日の彼の愛撫は容赦なくて、声を我慢できない。

「めちゃくちゃ濡れてる」

　自分でもそれはわかっていたのに、あえて言葉にする悠希さん。

「意地悪」

「天音が集中できるようにしてやってるんだよ」

　涙目で抗議するも、悠希さんは当たり前のようにそう答えた。

「もう大丈夫だから」

　焦らされるような愛撫に、私は限界でねだるように言うもそれに対する返事はない。

　次の瞬間、私の足を大きく開き、その濡れた敏感な箇所に顔を埋めた。

「え？　ダメ、あぁっ」

　一気に責め立てられ、強すぎる快感から腰が浮いてしまう。

「ねえ、本当にもうダメだから……お願い」

　すぐに達してしまいそうな私は、涙を流して懇願する。

　そんな私を満足げな表情で見た悠希さんは、優しくキスをして耳もとに唇を寄せた。

「茉子に弟か妹を作らないか？　弁護士になる勉強がまた休憩になってしまうけど」

　茉子を産んでから、少しずつ勉強を再開し、予備試験を受けたりしている。それをまた中断することになるのを気にしていたと初めて知る。

　しかし、私も最近そのことを考えていた。だから悠希さんの気持ちが嬉しい。

「私も同じ気持ちだからきて」

　微笑んで彼の首に手を回すと、彼がそのまま入ってくる。一気に激しく責め立ててきて、すぐに私は達してしまった。

「悪い、もう少し付き合って」

　そう言うと、悠希さんは律動を再開させる。もう私の身も心もドロドロに溶かされ、快感しかなくなっていく。

「悠希さん、悠希さん」

　嬌声の合間に彼の名前を呼べば、激しくキスをされる。

「天音、これからもずっと一緒だ」

　その声と同じタイミングで彼が私の中で果てたのがわかると、私はそのまま眠るように意識を手放した。




「マーマ、おねぼうさん」

「茉子、ママは疲れてるからもう少し寝かしてあげような」

　そんな会話が聞こえて、私はゆっくりと目を開けた。

　目の前には愛する茉子のかわいらしい顔があり、ドキッとしてしまう。

　昨日の夜、抱かれた後の記憶がないのだ。まさか裸を子供に見せるなんて。

　そう思ってシーツの中を覗くと、パジャマを着ていてホッとする。

　ここは茉子が眠っていたメインベッドルームだ。あの後、悠希さんがパジャマも着せて、運んでくれたことを知る。

「おはよう、ママ」

　パパの顔の悠希さんに、少しだけ寂しさを感じてしまったが、それが当たり前のことだ。

「茉子、お水持ってこれる？」

　悠希さんがそう言うと、最近お手伝いにはまっている茉子は、嬉しそうに部屋を出ていった。

　その後ろ姿を見送っていると、目の前に悠希さんの顔があった。

「天音、身体大丈夫か？」

「え？　いきなりなに？」

　そう言うと、甘い朝のように私に優しくキスをする。

「少し寂しそうな顔してただろ？」

　見透かされていたことに恥ずかしくなるも、素直に私は思いを口にする。

「昨日、幸せだったから少しね。あと、運んでくれてあり……」

　そこまで言った私の言葉は、今度は激しいキスに呑み込まれた。

「あーあ、また抱きたいな……」

　私を抱きしめながら、悠希さんは大きなため息を吐く。

「じゃあ、また今夜……ね」

　甘い空気を壊すように、茉子の走ってくる足音が聞こえた。

「どーぞ」

　一生懸命ペットボトルを持つ茉子に、ふたりで手を伸ばす。

「茉子、今日はみんなのお土産も買おうな」

「おみやげ？」

　理解しているかはわからないが、茉子はキラキラと目を輝かせる。

「ふたりのばーばと、じーじと……」

　そんなやりとりを私は幸せな気持ちで見ていた。

「でも、その前にママのご飯だな」

「そうねー」

　ニコニコ笑うふたりに私も笑顔で問いかける。

「もう食べたの？」

「まこ、たべたのよ。うさぎさんのパン」

　ぴょんぴょんと跳ねながら言う茉子に、悠希さんも言葉を重ねる。

「うさぎさんがついたフレンチトースト、おいしかったな」

「そっか、茉子よかったね。パパ、先に起きてくれてありがとね」

　ゆっくり休ませてくれた彼にお礼を伝えて、私はベッドから起き上がる。

「じゃあ、着替えたら来いよ」

　茉子を抱き上げながら私にそう言うと、茉子は私に「はやくねー」と手を振る。

　今日も太陽の下でなにをしよう。三人でたくさんの思い出を作りたい。そして、次に来る時は家族がもうひとり増えているといいな。

　そう思った。

『お父さん、お母さん、私も幸せな家族ができたよ』

　ブラインドを開け、広がる青い海を眺めながら私は心の中でそう呟いた。

「マーマ！」

「すぐ行くよ」

　茉子の声が聞こえて、私は慌てて着替えると、愛するふたりのもとへと向かった。
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幸せなクリスマス　二年後




　街がクリスマス一色になってきた、十二月上旬。リビングの大きなクリスマスツリーの下で、四歳になった茉子が一生懸命、一番上の星に手を伸ばしているのを、私は幸せな気持ちで見ていた。

　今日は、結婚してから恒例になっている、沢渡家のクリスマスパーティー。

　沢渡家の広い庭にはイルミネーションが施され、何十人も入れそうなパーティースペースには、ホテルからケータリングスタッフが呼ばれていた。

　悠希さんの両親はもちろん、今年結婚した弟の瑠偉さん、そして妻の喜き美みちゃんと二歳になる娘の古こ都とちゃんも一緒だ。

　瑠偉さんと喜美ちゃんは、運命的な再会を果たして結ばれたらしい。いろいろなすれ違いから、瑠偉さんには伝えずに出産していた彼女に、瑠偉さんは心からの謝罪と気持ちを伝えて、めでたく結婚したそうだ。私も今では喜美ちゃんを本当の妹のように思って親しくしている。茉子も古都ちゃんと仲良しだ。

「さあ、茉子、そろそろ始めようか」

　悠希さんに促され、茉子は「ことちゃんいくよ」とお姉さん風を吹かせる。

「茉子ちゃん、ありがとう」

　その様子を私と見ていた喜美ちゃんが笑顔でお礼を伝えるのを、みんなが笑顔で見つめていた。

　喜美ちゃんが瑠偉さんと自分の間の椅子に古都ちゃんを座らせ、茉子は自分の席に着く。

　今日の茉子は落ち着いた赤いベルベット生地のワンピースを着て、おめかしをしている。最近、かわいいものに目のない茉子。そんな娘を悠希さんは溺愛している。

「まこ、今日はママとおなじいろのおようふくなの」

　自分のドレスをみんなに見せながら茉子が誇らしげに言う。

「とてもかわいいわ」

　お義母様がそう言うと、私にも視線を向ける。

「天音と茉子に俺からのクリスマスプレゼントをと思って、同じ生地で作ったんだ。これも」

　なぜか悠希さんが答えて、私はクスッと笑ってしまった。

　そう、私たちのドレスはこのパーティーのために、悠希さんがサプライズで贈ってくれたのだ。茉子のドレスはかわいらしいＡライン。私のは少し大人っぽいデザインのロングドレスで、胸もとと袖にはレースがあしらわれている。私もとても気に入っている。

　そして悠希さんが指さした先には、自分の胸ポケットのチーフ。それが同じ生地なのだ。

「本当にあの兄貴がここまでデレデレになるのを見るのは面白いな」

　悠希さんがブラックのスリーピースを着ているのに対し、瑠偉さんは明るいグレーのスーツ。対照的なふたりだが、やはりどこか雰囲気が似ている気がする。

　兄弟のやりとりを、喜美ちゃんと笑いながら見ていると、泣き声が聞こえてきた。

「佑ゆう真まが起きたかな」

　私がそう言いながら立ち上がると、悠希さんがそれを制する。

　ダイニングテーブルの横にあるベビーベッドで眠っていた、生後九カ月になる息子の佑真。あのハネムーンから少しして授かった命だ。

「ゆーま。おはよう」

　悠希さんに抱かれてまだ、少しぐずっている佑真に茉子が笑顔を向ける。

　そうすると、佑真はピタッと泣きやんだ。

「まこのこと本当に好きねえ」

　自分でそう言った茉子に、その場に笑い声が広がった。

「大人はシャンパンでいいな」

　お義父様の声に、控えていたスタッフが美しい泡がはじけるシャンパンを注いでくれる。子供たちはオレンジジュース。

「メリークリスマス」

　グラスを掲げた私だったが、みんなが私を見ていることに気づき周りを見回した。

「それと、天音」

　悠希さんが私の名前を呼んで、何事かとドキドキしてしまう。

「司法試験、合格おめでとう」

　そのタイミングで花束を持ったスタッフが悠希さんのもとへとやってくる。

　抱いていた佑真をお義母様に渡すと、悠希さんはそれを受け取った。

「夢への第一歩、子育てしながら本当に頑張ったな」

　まさかこんなサプライズがあるとは思っていなかった私は、驚きすぎて目をパチパチと瞬かせた。

「そんな、私のわがままで皆さんにご迷惑をたくさんかけたのに……」

　二回の出産をする中で、周りの人たちに子育てや家事を助けてもらい、仕事も勉強もさせてもらった。

「いや、予備試験の合格だけでも本当に難関だ。夢を叶えた天音ちゃんをきっとご両親も誇りに思ってるはずだ」

　父のことも知っている、お義父様の優しい言葉に、私は涙が零れそうになる。

「パパ、ママのこといじめてるの？」

　涙を見て勘違いした茉子に、私は小さく首を振る。

「茉子、違うのよ。ママ嬉しいの」

　嬉し涙をまだ理解できないのかもしれないが、私が涙を拭いながら笑えば、茉子も「そっか」と笑顔になった。

　それから、美しい料理の数々が運ばれてくる。子供が小さいこともあり、どうしても子供に合わせたメニューが多い中、久しぶりのコース料理だ。

　前菜にはオマール海老とアスパラのサラダ。ドレッシングには柑橘系のさわやかさとコクがありとてもおいしい。

　そして前菜のもう一品はウニが使われたテリーヌで、こちらも濃厚でクリーミーだ。

「おいしい」

　そう呟いた私に、茉子も「おいしい」とニコニコしている。

　茉子と古都ちゃんにも専用のお子様コースが用意されていて、かぼちゃのサラダやコーンスープを嬉しそうに食べている。

　その後、私たちは魚料理、肉料理とおいしくいただき、茉子もハンバーグでお腹いっぱいになった。

「さあ、今日のメインはばーばのスペシャルケーキよ」

　お義母様の言葉を合図にして運ばれてきたケーキに私は目を見張る。

　サンタクロースやトナカイ、そしてクリスマスツリーがあしらわれたホールケーキ。大人のことも考えてか、フルーツもたくさんのっていた。

「かわいいー」

　茉子が感嘆の声をあげるのも納得だった。

「懐かしいな」

「ああ」

　そんな中、瑠偉さんが目を細めてそう呟いたのを拾い、悠希さんも答えた。

「俺たちが小さい頃もよく作ってくれた」

「そうなんですね」

　悠希さんが私に説明するように言いながら、ケーキを見つめる。

　小さい頃、悠希さんと瑠偉さんがこのケーキを囲んでパーティーをした姿が目に浮かぶ。

「俺たちに合わせてあるんだよ、これ」

　瑠偉さんが長方形のケーキの一角を指さす。

「ここが俺の場所」

「どこが違うの？」

　喜美ちゃんの問いかけに、お義母様がナイフを手に切り分けていく。

「ここはね、瑠偉の苦手なベリーを使ってないのよ。そしてこっちは悠希用に入れてるの」

　以前、チーズケーキを一緒に作った時の話を思い出す。細かな配慮をして、お義母様は兄弟を平等に育ててきたのだ。

　そして驚いたことに、四分の一は古都ちゃんと茉子が食べられるように、甘さを控えめにしているらしい。

　どこまでも感心しながら、そのケーキを私はおいしくいただいた。

　その後、お義父様たちから茉子へのクリスマスプレゼントにかわいらしいテディベアのぬいぐるみをもらったり、楽しい時間を過ごした。




　家に戻ると、いつも通り悠希さんがふたりを風呂に入れてくれた。

　入浴を終えた佑真に服を着せながら、着替えをする茉子に声をかけて見守る。

　すると、スウェット姿の悠希さんが戻ってきて手伝ってくれる。

「さあ、茉子も佑真も寝ような」

「はーい、ママおやすみなさい」

　三人を見送り、リビングで洗濯物を畳んでいると、寝かしつけを終えた悠希さんが戻ってきた。

「寝たよ。あのテディベア抱っこしたまま眠ってた」

「気に入ってたものね」

　茉子の眠る姿を思い出しながら、最後の服を畳み終えた私は彼を見た。

「あとはクリスマス当日にサンタクロースが来るのを待つだけだな」

　真剣になにがいいのか考えているようで、そんな彼に私は言葉を発した。

「サンタさんに伝えてくれる？　茉子はピンクのお人形のおままごとセット、そして佑真は積み木かな」

　茉子がずっとサンタクロースにお願いすると言っていたものを伝えると、悠希さんは「サンタさんに代わりに手紙書くかな」と笑った。

　クリスマスケーキはお義母様に習いながら一緒に作ろうかな、そんなことを考えていると、不意に後ろから抱きしめられる。

　その温もりに体重を預けていると、彼が私の顔を覗き込んだ。

「天音はなに頼む？」

「え？」

　いきなり自分に振られ、彼の腕の中で私はキョトンとしてしまう。

「私は特にないよ、今でも十分すぎるほど」

　彼に大切にされすぎて、これ以上望むものなどない。そう思い私が苦笑すると、悠希さんは「ダメだ」と口にする。

「えー」

　まさかダメと言われるなど思っていなくて、私は驚いてしまう。

「去年も、一昨年も、結局欲しいもの言わなかっただろ？」

　サンタクロース設定はどこへいってしまったのか、少し不満そうに悠希さんは眉根を寄せた。

　確かに毎年、悠希さんは欲しいものを聞いてくれるのだが、結局期限までなにも答えられずにいた。それでも、毎年私にもサンタクロースがやってくる。

「今年もサンタさんにお任せでいいかな」

　彼が私のために選んでくれるものこそ、思いがこもっている気がして嬉しいのだ。

「悠希さんは？」

　そんな私も彼にささやかだがプレゼントを贈っているので、今年は欲しいものがあるかもしれないと聞いてみる。

「俺は天音」

「真剣に聞いているのに。悠希さんだって同じじゃない」

　これも結婚してから毎回繰り返される会話だ。少し怒ったふりをして言うも、悠希さんは楽しそうに笑っている。

「もう」

　そう呟くと同時に、唇が温かくなる。触れるだけの長いキスをした後、悠希さんは私の大好きな笑顔を見せた。

「だってそれ以外なにもないんだよ。天音がいて、茉子がいて、そして佑真がいる。これ以上欲しいものなんてなにもない」

　そんなの私だって同じだ。ずっとずっと、小さい頃から夢見た通りの温かい家族。

　愛する旦那様がいて、かわいい子供たちがいて。

　サンタクロースにもしお願いするのならば、『この幸せが永遠に続きますように』だろう。

　後ろから抱きしめられていた私はくるりと向きを変えると彼の首に腕を回して、真正面からブラウンの瞳を見つめた。

「私のサンタクロースは悠希さんだよ」

　心からの思いを伝えて、自分からキスをする。

　クリスマス当日が待ち遠しい。子供たちの喜ぶ顔が今から目に浮かぶ。

　今年は悠希さんになにをプレゼントしようかな。きっと彼も同じことを考えているかもしれない。

　笑いながら、見つめ合って優しいキスを繰り返す。

　来年も、十年後も。ずっとこうして私たちは過ごしていく。
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あとがき




「誰も愛さないと言った冷徹御曹司は、懐妊妻に溢れる独占愛を注ぐ」をお手に取っていただきありがとうございます。美希みなみです。

　今回、初めての弁護士ヒーローを書かせていただきました。

　とても新鮮かつ、なかなか難しい職業で苦戦しましたが、少しでも楽しんでいただけたら嬉しいです。

　この作品の中ではかなりヒール役が多く、ヒロインが虐げられるのですが、それでも強く夢に向かって進む女性が書きたかったので、それが少しでも伝わったらいいなと思います。

　番外編ではその後のふたりを想像しつつ書いたのですが、いかがでしたでしょうか。




　そして、イメージ通りで素敵なイラストを、天路ゆうつづ先生に描いていただきました。

　私の中で一途にお互いを思いあうふたりが頭の中にあったのですが、それを見事に描いていただいています。ありがとうございました。

　私はといえば、最近の寒さに今更コタツを出そうか悩みながら、あったかグッズを検索する日々です。

　何かおすすめのグッズがあれば教えていただけると嬉しいです。

　皆様も温かくしてお過ごしくださいね。

　最後になりますが、天路先生、そして担当編集者様をはじめ、この本に携わっていただいたすべての皆様に感謝を申し上げます。




美み希きみなみ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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